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			時空魔法で異世界と地球を行ったり来たり③

			かつ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			０９２　イケブの街を守るのは？

			０９３　新装備

			０９４　くっ殺(ころ)？

			０９５　大金と黄金

			０９６　ＭＧＳ

			０９７　懲らしめてやりなさい

			０９８　エイゾスの隠し部屋

			０９９　リルラの覚悟

			１００　スガ防衛戦

			１０１　スガ防衛戦２

			１０２　新しい武器

			１０３　鉄壁のリルラ

			１０４　リルラのイケブ防衛

			１０５　伝説の鉄壁

			１０６　ゴブリンキングの行方

			１０７　戦争の行方

			１０８　恋しいアヤ

			１０９　土のマナ結晶

			１１０　巨乳さんの暴走

			１１１　開戦

			１１２　ゴブリンvs冒険者

			１１３　魔王軍と冒険者軍団

			１１４　行ったり来たり

			１１５　堀からの放流

			１１６　プリンスの怒り

			１１７　魔王様

			１１８　ゴブリンキングの脅威

			１１９　魔王様の戦い方

			１２０　逆鱗

			１２１　金貨の重さ

			１２２　２つ目の条件

			１２３　報酬

			１２４　どっちが上？

			１２５　魔王の奥の手

			１２６　雷精霊

			１２７　なんでも

			閑話１　アヤとエレナがイチャイチャしている夢？

			閑話２　私はリルラ

		

	
		
			０９２　イケブの街を守るのは？

			　

			　みんなで属性強化魔石を作った次の日、俺たちは宿屋で朝食を食べていた。

			　俺は、マップ上に大量のオークが表示されているのを見て、困っていた。

			　おそらく夜の内に、集まってきたのだろう。

			「兄ちゃん、浮かない顔してどうしたの？」

			「この街の周辺にオークが、大量に集まってきている」

			「え!?　そのオークは、街を襲ってくるのではないですか？」

			「ああ、そうかもしれない」

			「倒しに行くの？」

			「行かない」

			「なんで？」

			「オークは広範囲にバラけて行動しているから、全部倒すのに時間がかかりすぎてしまう」

			「じゃあ、どうするの？」

			「俺たちにできるのは、冒険者ギルドに報告するくらいだ」

			　さっそく冒険者ギルドにやってきた。

			「すいません、報告したいことがあります」

			「はい、何でしょうか？」

			　受付の若い女性は、ちょっと退屈そうに答えた。

			　暇なんだろうか？

			「えーっと、森でたくさんのオークを見かけました。冒険者ギルドのほうで、何かしらの対策をしないとマズイかと思います」

			「え？　本当ですか!?」

			「はい、間違いありません」

			「分かりました、ギルド長に報告してきますので、少々お待ちください」

			　受付の女性は急に緊張した顔をして、ギルドの奥へ報告しに行き、しばらくして戻ってきた。

			「ギルド長が、お会いしたいと申しております。すいませんが、お願いできますでしょうか？」

			「あ、はい」

			　案内されて奥の部屋に入ると、ボサボサ頭のおじさんが、出迎えた。

			「あんたらが、オークを見たって人かい？」

			「はい、そうです」

			　マップ上で見たオークを、なんとか目撃したふうに説明し終わると、おじさんはボサボサの頭をガリガリかきむしった。

			「まいったな～。今この街は冒険者が少ないんだよな～」

			「やはり皆さん、戦争に参加しに行ってしまってるんですか？」

			「そうなんだよ。ちなみに、あなたたちは？」

			「俺たちも、シンジュの街へ向かう予定です」

			「ですよね～。まあでも、この件はこちらで何とかしますので、あなたたちはもうけっこうです。ご報告ありがとうございました」

			「はあ、では、これで失礼します」

			　俺たちは、報告を終えて冒険者ギルドを後にした。

			「セイジ様、よかったんですか？」

			「俺の体が２つあったら良かったんだけどね～。とりあえず、この街のどこかに追跡ビーコンを置いておくか」

			「それなら安心ですね」

			「さて、どこにビーコンを置くかな？　ってあれ？」

			　そこには見覚えのある顔が……。

			「お、お前たちは！　セイジとアヤ！　エレナ様も！」

			　そこにいたのは、『鉄壁のリルラ』こと、リルラ・ライルゲバルトだった。

			「あんた、こんなところで何をしてるんだ？」

			「それは、こっちの台詞だ！」

			「もしかして……」

			　貴族連合騎士団長の居場所をビーコンで確認すると、奴もこの街に来ていた。

			「貴族連合騎士団長と一緒に、戦争に参加しに来たのか」

			「その通りだ！　それより、お前の目的を教えなさい！」

			「俺たちはこの街の近くでオークの大群を見かけたから、冒険者ギルドに報告しに来たんだよ」

			「なんだと！　オークの大群が、この街に迫ってきているのか!?」

			「ああ、そうだ。しかし、冒険者の多くが戦争に参加しに、シンジュの街に行ってしまって、警備が手薄になっているんだ」

			「うーむ……」

			　リルラは、オークが迫っていると聞いて、考えこんでしまった。

			「おーい、どうしたんだ？　考えこんで」

			「お前、ちょっとお父様のところに来なさい」

			「なんだよ、急に」

			「エレナ様も、ご同行お願いできないでしょうか？」

			「はい、かまいませんよ」

			　リルラに連れられて街の外に出ると、そこには兵士キャンプが作られており、５００人ほどの兵士が体を休めていた。

			　けっこうな速度で移動してきたようで、兵士たちはかなり疲れている様子だった。

			　そして、キャンプの中央には、立派なテントが建てられていて、俺たちはそこに案内された。

			「お父様、至急お耳に入れたいことが」

			「どうしたリルラ、ってお前はマルヤマ・セイジ！　なぜここに！」

			「なぜって、リルラに連れてこられたんだよ」

			「リルラ、なぜこいつを連れてきた」

			「お父様、聞いてください。こいつの話によると、現在このイケブの街に、オークの大群が迫っているとのことです」

			「オーク？　それがどうした？」

			「この街の兵士や冒険者は、戦争に参加するためにシンジュの街へ出向いていて、警備が手薄になっています。このまま、この街がオークに襲われたら、街から犠牲者が出てしまいます」

			「知ったことか！　これから戦争が始まるのだ。それは何よりも優先される」

			「ですが、お父様」

			「くどい！」

			　ゴブリンとオークに騙(だま)されて戦争になっていることを騎士団長に話しても、意見は曲げないだろうな。

			「お父様、それでは、わたくしがここに残って、街を死守します」

			「……分かった。１００名ほど兵士を貸してやるから、勝手にしろ」

			「ありがとうございます」

			『鉄壁のリルラ』の異名を持つくらいだ、防衛戦にも強いのだろう。

			　俺は、万が一の保険のため、騎士団長の追跡用ビーコンをリルラに移しておいた。

			「用が済んだのなら、俺たちは行かせてもらうぞ」

			「待て、お前は何をしにここに来たのだ？」

			「俺たちは、戦争を止めに来たんだ」

			「戦争を、止める……だと!?」

			「まあ、お前はお前の仕事をすればいい」

			「言われなくても、そのつもりだ！」

			　その後、騎士団長は１００名の兵士をリルラに残し、シンジュの街へ急いで出発していった。

			「リルラ、ほんとに良かったのか？」

			「国を守るのは、貴族たる私の役目！」

			「街の人たちを守るために頑張るとは、お前もけっこういい奴だったんだな」

			「は？　人たち？　貴族が守るべきは領地であって、平民ごときではありませんよ」

			　ダメだこりゃ！

		

	
		
			０９３　新装備

			　

			　イケブの街の防衛は『鉄壁のリルラ』に任せて、俺たちは昨日作った属性強化魔石を持って、イケブの街の魔石店に来ていた。

			「こんにちは」

			「セイジさん、いらっしゃい」

			「さっそく属性強化魔石を作ったので、見てもらえませんか？」

			「さすがセイジさん、もう作れるようになったのですか」

			　昨日作った魔石を、テーブルの上に並べた。

			「こんなに作ったのですか？　あれ？　様々な色が……。鑑定してみてもいいですか？」

			「いいですけど……あれ？　キセリさん、鑑定ができるんですか？」

			「いえ、【鑑定の魔石】という物がありまして、それを使います」

			「そんなのが、あるんですね」

			「それじゃあ、失礼して」

			　キセリさんが、鑑定を始めたのだが……。

			「ふぁ!?　何ですか、この魔石は！！？」

			　キセリさんは、エレナのピンク色の魔石をジロジロと鑑定している。

			　エレナはなぜか恥ずかしそうに、モジモジしている。
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			「そんなにジロジロ見なくても、いいんじゃありませんか？」

			「あ、すいません。つい」

			　キセリさんは、急にまじめな顔をした。

			「ほとんどが『＋１』の品質で、ハッキリ言って脱帽です。しかし、この２つに関しては、鑑定できませんでした」

			　キセリさんは、ピンク色と紫色の魔石を指さす。

			　しまった！　雷強化魔石も出してしまっていた！

			「【鑑定の魔石】は『＋１』までしか鑑定できませんので、少なくとも『＋２』以上なのでしょう。ピンク色の魔石はおそらく【回復強化魔石】。しかし、紫色は……分かりませんでした。これは何なのですか？」

			　どうしよう、こんなにまじめに質問されて、嘘を付くのは気が引けてしまう。

			　仕方ない……。

			「これのことは、絶対に他言無用でお願いしたいのですが。いいですか？」

			「はい、心得ています」

			「これは……【雷強化魔石】です」

			「！！！？　いや！　だって！　そんな……」

			　キセリさんは、動かなくなってしまった。

			「おーい、キセリさん。大丈夫ですか？」

			「ふぁ!?　すいません。って！　雷ってどういうことですか？　雷魔法を習得できた人は、今までに１人だけ！　セイジさんがその１人だって言うんですか!?」

			「いいえ、多分２人目です」

			「そ、そんな……。いや、そんな話、聞いたことがありませんよ！」

			「ええ、誰にも言ってませんから」

			　雷魔法が使えることを話すと、こんなリアクションになってしまうのか。今後は気をつけよう。

			「とにかく、他言無用ですからね」

			「は、はい」

			「それで、この魔石をスガの街の武器屋で装備に付けてもらおうと思うのですが、かまいませんか？」

			「はい。ですが……もし魔石が余りましたら、ぜひ私に買い取らせてください」

			「はい、分かりました」

			　俺たちは店を出て、スガの街の武器屋へ向かった。

			「こんにちは」

			「いらっしゃい……って、また君たちか」

			「『また』はないでしょ。【属性強化魔石】を持ってきたので、装備作ってください」

			「え？　もう持ってきたのかい？　まあ、見せてみな」

			「見せますけど、驚かないでくださいね」

			「ずいぶん自信があるみたいだな」

			　まずは『＋１』の魔石をテーブルに並べた。

			「ほうほう、自慢するだけあるな。全部『＋１』じゃないか」

			「分かるんですか？」

			「まあね」

			　そして、おもむろに、【回復強化魔石＋３】２つと【雷強化魔石＋４】を取り出した。

			「ま、まさか！　『＋３』と『＋４』だと！」

			「驚きましたか？」

			「ああ、驚いたよ、掛け値なしに。しかも雷とは……」

			「これで装備を作ってください」

			「えーと、『＋１』は普通の装備でいけるが、『＋３』と『＋４』は、最上級の土台を用意する必要があるけど、いいかい？」

			「どんな物になるんですか？」

			「そうだな、千年桜で作った『杖』が１本あるから、それに【回復強化魔石＋３】を取り付け……。あとはミスリル製の『ネックレス』が２つあるから、【回復強化魔石＋３】と【雷強化魔石＋４】を１つずつがいいかな」

			「分かりました、それでお願いします。料金と時間はどれくらいですか？」

			「久々に腕がなるね～。物に魔石をつけるだけだから、明日にはできあがるよ。料金は計算するから、ちょっと待ちな」

			　料金は、取付料込みで以下の通りだった。

			・千年桜の杖：１万２００ゴールド

			・ミスリルネックレス：５２００ゴールド×２

			・髪飾り（黄銅）：１２００ゴールド×３（風水氷の＋１）

			・ロッド（黄銅）：１２００ゴールド×４（風水氷闇の＋１）

			　合計２万９０００ゴールドとなった。

			「それでは、明日取りに来ますので、よろしくお願いします」

			「任せときな」

			　俺たちは武器屋を後にした。

			「兄ちゃん、これで準備完了？」

			「そうだな～。少し時間も余ったし、イケブの街周辺のオークを狩りに行くか」

			「「はい」」

			　その日は、日が暮れるまでオークを狩り続けた。オークは分散していたため、結局狩れたのは50匹ほどで、森にはまだ２００匹近いオークが、徘徊していた。

			　リルラは大丈夫だろうか？

			　夕飯は日本に帰って食べる予定だったのだが、オークが気になるので、イケブの街で夕食を食べ、しばらくオークの様子をうかがっていた。しかし、まだ動く気配がないので、俺たちがいない間にオークが攻めてきたりしないことを祈りつつ、日本に帰還した。

			　しかし、日本に帰還してしばらくして、追跡用ビーコンが、『警戒』を発した。

			　日付が変わるまで、異世界に戻ることができないという時に限って……。

		

	
		
			０９４　くっ殺(ころ)？

			　

			『警戒』を発した追跡用ビーコンは、シンジュの街の食料泥棒を突き止めるために小麦粉の袋に付けた物だった。

			　どうやら、物にビーコンを付けた場合、盗難などにあった時に『警戒』を発するようだ。

			　俺は自分の部屋で、【小麦粉】の袋が盗まれるところを、ただ見ていることしかできなかった。

			　犯人は複数。オーク面の男たちが、【小麦粉】だけではなく、他の食料も洗いざらい盗んでいる。そして、夜の闇に紛れて、盗んだ食料をスラム街に運び込んでいった。

			　スラム街の倉庫らしき建物に食料を運び終えた犯人たちは、【人化の魔石】を置いてオークの姿に戻った。

			　明日、異世界に戻ったら、取り返しに行ってやるか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌朝、リルラの様子を見てみると、「くっ、殺せ！」的な事態には、まだなっていなかった。なので、午前中は小麦粉を仕入れたり、部長に精力剤を届けに行ったりして過ごしていたのだが、昼前になって今度こそリルラの追跡用ビーコンが『危険』を発した。

			　エレナを連れて急いでイケブの街に到着すると、北門の外で激しい戦闘が繰り広げられていた。

			「エレナはケガ人の治療を頼む」

			「はい」

			　エレナは戦場でケガをしている人たちの治療を開始した。

			　俺は最前線に移動し、オークの集団に向けて【水流カッター】を発射し、なぎ倒していった。

			　なぜ、わざわざ【水流カッター】なのかというと、大勢の人が見ている前で雷を使うわけにいかず、雷の魔法以外で一番強いのが【水流カッター】というわけだ。

			　雷以外の魔法も、もっと練習しとけばよかった。

			　エレナは、ケガで戦線離脱していた兵士の傷を治し、その兵士を戦線に復帰させることで、戦いに貢献していた。

			　俺とエレナの参戦により、戦線は有利になりつつあったのだが……そういえば、リルラの姿が見えない。

			　追跡用ビーコンの位置を調べてみると、リルラは戦闘エリアから遠ざかりつつあった。

			　いったい、何をしているんだ？

			　リルラの現状を映像で確認してみると、オークに担ぎ上げられて、連れ去られている最中だった。オークは全部で４匹見える。

			　捕まっちまったのかよ！

			　しかし、この４匹のオークたち、普通のオークより体が一回りほど大きい。上位種なんだろうか？

			　音声を聞いてみると……「くっ、殺せ」などとは言っておらず。

			「だずげで～!!」

			　と、涙と鼻水を垂らしながら、泣き叫んでいた。

			「おがざれる～!!　初めでを、オークにだなんで、いやだぁ～～!!」

			　なんか、『鉄壁のリルラ』のイメージが……。
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			「ブヒブヒ」「ぶひー」

			　よく聞いてみると、オークが何か会話しているようにも聞こえる。

			　試しに【言語習得】を使ってみる。

			〈言語習得〉

			オーク語を習得します。

			習得レベルを選択してください。

			・レベル１（消費ＭＰ：50）片言で話ができる。

			・レベル２（消費ＭＰ：１００）日常会話程度は話ができる。

			・レベル３（消費ＭＰ：２００）スラスラと会話ができる。

			　

			　やはり、オークたちは、オーク語で話をしていたようだ。

			　ＭＰを２００使って、レベル３オーク語を習得してみる。

			『この、人間の雌、うるさい』

			『まったくだ。しかも、この雌、すごく、ブサイク。ゴブリン王、怒るかも』

			『鎧(よろい)、高そう。怒られたら、鎧(よろい)、剥がして、使う』

			『それ、いい考え。鎧(よろい)、剥がしたら、ブサイクな雌、捨てる』

			　すごい言われようだ……。

			　おそらく、オークと人間では美的感覚が違うのだろう。

			　さすがにかわいそうなので、【瞬間移動】でリルラを連れ去っているオークたちの前に移動した。

			『ちょっと待ちな』

			　オークたちは、急に現れた俺に驚き、急ブレーキをかけて止まった。

			『お前、誰だ？　人間、なぜ、喋れる？』

			『その雌を、助けに来たんだ』

			『こんな、ブサイクな雌、助けに、来たのか？　お前、物好き』

			　オークに笑われてしまった。くそう！

			【鑑定】してみると、『オーク』ではなく、『ハイオーク』だった。やっぱり上位種か。

			『お前たちこそ、ブサイクな雌を拐(さら)ってどうするつもりだ？　まさか交尾するつもりじゃないだろうな？』

			『うげえ、そんなこと、するか！　これと、するくらいなら、ブタのほうが、ましだ！』

			　ひどい言われようだが、当然リルラは話の内容を理解することはできず、「犯される！」とか「殺される」とか騒いで暴れている。俺が来ていることすら気づいていない。

			　俺が模造刀を取り出して構えると、ハイオークのうち２匹だけが前に出てきた。残った２匹がリルラを担いだままだ。

			　俺とハイオーク２匹は同時に駆け出したが、俺が片方に電撃をぶつけたことで足が止まり、ハイオークの連携が崩れた。

			　ハイオークが腰の剣を抜きながら横薙ぎにしてくるのをジャンプで躱(かわ)しながら、ガラ空きになった首をすっぱり切り落とした。

			　首がなくなったハイオークの肩を踏み台にし、電撃でしびれていたほうに飛びかかる。電撃から回復したハイオークが俺を追うために顔を上げると同時に、その首もコロンと転がった。

			　リルラを抱えていた２匹は、リルラを後ろに放り出して、腰の剣を抜いて構えを取った。

			　リルラは、急に地面に投げ出され。

			「ぎゃー！　いだい！　いだい!!　乱暴じないで！」

			　リルラはオークたちに乱暴されたと思ったらしく、激しく泣き叫んでいた。

			「あのー、リルラさん？」

			「ぎゃー、オークが喋った!!」

			　もう、パニック状態で、何を言っても、ぎゃあぎゃあ騒ぐばかりだ。

			　俺は、うんざりして、しばらく黙っておくことにした。

			　リルラの騒ぎ声をＢＧＭに、俺とハイオーク２匹は睨み合った。

			　ハイオークは、左右から俺を挟むように、攻撃を仕掛けてきた。

			　左右から同時に振り下ろされるハイオークの剣。俺は【瞬間移動】でそれを躱すと同時に、右のハイオークの後ろに移動し、その背中を袈(け)裟(さ)懸(が)けに斬り下ろした。

			　斬られたハイオークは悲鳴を上げながら、両手を背中に必死に回そうとしている。が、次の瞬間、その両腕も俺に斬られて地面に落ちた。

			　激しく出血したハイオークは、そのまま倒れて動かなくなった。

			　最後の１匹は、【電光石火】で体を貫通してしびれさせたあと、後ろから首をはねた。

			　俺がクッキングペーパーで模造刀の汚れを拭きとって鞘(さや)に納めていると、最後にはねたハイオークの首がコロコロ転がって、うずくまっているリルラの頭にゴツンと当たった。

			　やっと落ち着きを取り戻しつつあったリルラが顔を上げると……目の前に、すごい形相のハイオークの生首が……。

			「ぎゃー！！！！」

			　リルラは、そのまま気を失ってしまった。

			　オークがトラウマにならないといいけど……。

			　まあ、気を失ってたほうが、運ぶのには都合がいいや。

			　俺は、リルラを抱き上げて、エレナのもとへ【瞬間移動】した。

		

	
		
			０９５　大金と黄金

			　

			　救出したリルラをエレナに治療してもらっている間に、兵士に事情を聞いてみた。

			　どうやら、こんな流れだったらしい。

			１．街の入り口に、１匹のオークが現れた。

			２．リルラが突撃するも、オークは逃げ出す。

			３．１人でオークを追っていったリルラを兵士たちが見失う。

			４．リルラ捜索中に、オークの大群と交戦になる。

			５．オークの別働隊が街を攻撃しているとの知らせが入る。

			６．街の入り口まで退却して防衛戦に。

			　リルラは、オークの作戦にまんまと乗せられたわけか。

			　部隊を指揮する者として、行動が軽率すぎませんか？

			　俺もそろそろ参戦しようか、と思っていたちょうどその時！

			　最前線の兵士から声が上がった。

			「オークの増援だ!!」

			　まだ増えるのかよ！

			「エレナ、俺はちょっと行ってくる。ここは任せた」

			「はいセイジ様、お気をつけて」

			「おうよ！」

			　最前線に到着すると、２００匹近いオークが、森から出て街に向かってきていた。中にはハイオークの姿もちらほら見える。

			　さすがにこれは無理だな。

			　俺は、さっさと諦めることにした。

			　何を諦めるかって？　それは……能力を、隠しておくことをだ。

			「【魔力強化】、【雷精霊召喚】！」

			　そう叫ぶと、俺の体の中から精霊が勢い良く飛び出してきた。

			「やっと、あたいの出番か！　待ちくたびれたよ。って、あれ？　何だかいつもより、魔力が強くなってる感じがする」

			　やはり、【魔力強化】は召喚にも影響があるようだ。

			「待たせたな」

			「獲物はアレかい？　全部やっつけていいのか？」

			「ああ、ヤッちまいな」

			「おう!!」

			　精霊が勢い良く飛び出すのを確認した俺は、エレナのところまで戻って雷属性と音を遮断するバリアを、兵士たち全員を囲むように張った。

			　それは、バリアを張り終えたと同時だった。

			　辺りが真っ白になり、遅れて鼓膜を破りそうな爆音が鳴り響いた。バリアで音を遮断してたのに、音がバリアの外を迂回したのだろう。

			　オークの増援部隊は、すべてこんがり焼きあがっていて、森の一部も燃えてしまっていた。

			　兵士と戦闘中だったオークも、爆心地から少し離れていたにもかかわらず、気絶したり、しびれて動けなくなったりしていた。

			『レベルが31に上がりました』

			　さすがにアレだけ倒せば、レベルも上がるか。

			　味方の兵士たちには被害は出ていないものの、全員唖然と立ち尽くしていた。

			「いやー、スッとしたぜー」

			　精霊はスッキリさわやかな笑顔で、俺の体の中に戻っていった。

			「セイジ様！　やるなら先に言ってください」

			「ご、ごめん」

			　エレナに怒られちゃった。てへぺろ。

			　どうやら一瞬のことすぎて、何が起きたか兵士たちは誰も理解できなかったようだ。

			　森がメラメラと燃え始めてしまっていたので【水の魔法】で消火活動をしていたら、硬直から復活した兵士たちによって、残っていたオークはキレイに退治されていた。

			　この隙に、俺はハイオークとあまり焦げていないオークを見(み)繕(つくろ)って、インベントリに仕舞いこんでおいた。

			　ハイオーク×20匹と、オーク×１００匹にもなったので、売ればけっこうな金額になるはず。

			　戦闘の音が止んでしばらくして、街の人たちが恐る恐る様子を見に出てきていた。

			　そこで街の人たちが見た光景は……１５０匹近いオークの死体と、ボロボロになりながらも街を守り抜いた、『鉄壁のリルラ』と兵士たちの姿だった。

			　特にリルラは、貴族連合騎士団長の娘という高貴な立場にありながら最前線で戦い、ボロボロになりながらも、身を挺して街を守り切ったのだ（ホントは違うけど）。

			　やっと意識を取り戻したリルラと兵士たちは、街の人々に拍手と大喝采で迎えられた。

			　当のリルラはというと……わけが分からず、目が点になりながら、パレード行進の歩を進めていた。

			　倒されたオークは、街の人々によって調理されて、そのまま戦勝パーティーが開催された。

			　俺とエレナはちょっとだけ御(お)相(しよう)伴(ばん)に与り、腹ごしらえを済ませて……人知れず、シンジュの街へ向かった。

			　

			　シンジュの街について俺たちは、最初に商人ギルドを訪れた。

			　受付に行き、状況を確認してみると、昨日の夜にまた食料が盗まれ、食糧危機がさらに深刻なものとなっているとのことだった。

			　そして、以前３倍だった食料品の買取価格は、なんと５倍にまで膨れ上がっていた。

			　マッチポンプっぽくって気がひけるのだが、どうせ金を出すのは貴族たちなので新たに仕入れてきた食料品を売ってしまうことにした。

			　ギルド裏の倉庫に行くと、倉庫番のマッチョマンがまた暇そうにしていた。

			「お、この前の兄ちゃん。今日は何の用だい？　今日も倉庫は空っぽで食料はないよ」

			「また食料の納品に来たんですよ」

			「マジか！　品物はまた魔法で運んできたのか？」

			　俺はインベントリから【小麦粉】25㎏×10袋、【オーク】×１００匹、【ハイオーク】×20匹を取り出し、倉庫に収めた。

			　倉庫番のマッチョマンに、また驚かれてしまった。

			　結局、小麦粉は１万２５００ゴールド×10袋で、12万５０００ゴールド

			　オークは１万ゴールド×１００匹で、１００万ゴールド

			　ハイオークは２万ゴールド×20匹で、40万ゴールド

			　合計１５２万５０００ゴールドにもなった。

			　日本円に換算すると１億５２５０万円。

			　前回の分も足すと、２億円を超えてしまう……。

			　こんな大金、何に使えばいいんだよ！

			　しかし、お金を支払ってもらえるのは、やっぱり後日だそうだ。

			　大金の使い道を考えながら、俺たちは冒険者ギルドにやってきた。

			　食料泥棒の情報を報告するためだ。

			「食料泥棒を目撃したので、報告に来ました」

			　受付にそう告げ、追跡ビーコンで見たことを自分で見たかのように報告した。

			「それでは、直接依頼者のところへ行って今お聞きしたことを報告していただきたいのですが、よろしいですか？」

			「直接ですか？　まあ、いいですけど」

			　紹介状と、地図をもらい、依頼主のところへ行ってみることにした。

			「ここか」

			　そこは、どこかの街の貴族が連れてきた兵士たちのキャンプだった。

			　入り口を守っていた兵士に紹介状を渡すと、中央のテントに案内された。

			「お前か、食料を盗んだ奴を見たというのは……って！　お前はセイジ！　それに、エレナ様まで！」

			「え？　誰だっけ??」

			　背の高い、キザったらしい顔の男だが、見覚えがない。

			「セイジ様、あの鎧(よろい)を見てください」

			　エレナの指差す方には、悪趣味な金色の鎧(よろい)が飾られていた。はて、どこかで見たことがあるような……。

			「あ！　黄金鎧のロンドか!!」

		

	
		
			０９６　ＭＧＳ

			　

			「おい！　鎧(よろい)で人を覚えるな」

			「あの時、あんたはずっと鎧(よろい)を着てて、顔を隠してたじゃないか」

			「俺は有名人だからな。仕方ないんだ」

			「セイジ様、ロンド様はニッポの街を治める『ウォーセスター家』の嫡(ちやく)男(なん)なんですよ」

			「ニッポの街って闘技大会が開催されてた街じゃないか。自分の家が治める街の大会に出てたのか」

			「そんなことはどうでもいい。食料泥棒の情報をさっさと報告しないか」

			「そういえば、そうだった」

			　俺は、食料泥棒に関する話をロンドに聞かせた。

			「うーむ、俄(にわか)には信じ難いな」

			「ん？　スラム街の奴が犯罪を犯すことくらい、よくある話だろ？」

			「犯行の手口が鮮やかすぎるのだ。シンジュの街に集まる我々貴族部隊のほぼすべてが、同時に食料をほぼすべて盗まれている。厳重な警備を行っていたにもかかわらずだ」

			　なるほど。そんな大規模かつ計画的な犯行は、スラム街の奴だけでは難しいな。

			「お前を疑うわけじゃないが、何か証拠はないのか？」

			「分かった、証拠を見せよう」

			　俺は小麦粉の袋に付けていた【追跡用ビーコン】の映像をロンドに見せた。

			「何だ、この魔法は！」

			「他言無用で頼む」

			「お、おう」

			　犯人たちがオークに戻る姿まで見せ終わった。

			「オーク!?　人がオークになったぞ！」

			「逆だ。オークが人に化けてるんだ」

			「なん、だと!?」

			【人化の魔石】のことを説明をすると、ロンドは難しい顔をした。

			「オークが何かを企んでいるのは分かった。しかし問題は、どうしてオークに警備の情報が漏れたかだ。これは明らかに、警備の隙を突いた犯行だ」

			「警備の情報を知っている者は？」

			「警備の内容は、貴族同士で集まって話し合った。漏れたとすれば、その話し合いを盗み聞きされたか……」

			「もしくは、その参加者が情報を流したか」

			「なんだと！　貴族の中に裏切り者がいるとでも言うのか？」

			「逆に聞くけど、ロンドはいないと思うのか？」

			「……いる……かもしれん」

			「貴族の部隊の中で、食料を盗まれていない部隊はないのか？」

			「ない。遠征貴族部隊はすべて、食料を盗まれている」

			　ん？　なにか引っかかる。なんだろう？

			「犯人はともかく、食料を隠している場所も分かってるし、とりあえず食料を取り返しに行かないのか？」

			「分かった。そうしよう。しかし……ここはエイゾス家が治めるシンジュの街だ。許可をもらわなければ」

			　貴族は貴族でけっこう面倒くさいんだな。

			　

			　俺たちはロンドに連れられて、エイゾス家の屋敷にやってきた。

			　しかしこの屋敷、なんか臭う……。

			　ロンドのおかげですんなりと中に通され、当主と会うことができた。

			　エイゾス家当主は目つきの鋭い、少し太ったオッサンだった。

			「食料泥棒の情報を掴んだそうだが、そいつらが犯人か？」

			「いや、この者は目撃者だ。それに、そちらの女性は、エレナ・ドレアドス姫様だ」

			「姫様!?　これは失礼しました」

			　なんかこのオッサン、エレナを見る目が少し変だ。

			　エレナの身の安全のため、アヤの追跡用ビーコンを外して、このオッサンに付けておいた。

			　俺は再び食料泥棒の目撃情報を話し、ビーコンの映像も見せた。

			「なぜスラム街の捜索許可が出せないのだ！　泥棒がスラム街の倉庫に食料を隠しているところも、ちゃんと映っているではないか！」

			「その魔法の映像が本当のことである保証はあるまい？」

			「セイジ様のおっしゃってることは、本当です。私が保証致します」

			「これはこれは、エレナ様。エレナ様は王族とはいえ、公式には何の権限も与えられてはおりません。ことこの街の政治に関しては、わたくしにすべての権限が与えられておりますので。どうか口出し無用に願います」

			「きさま、エレナ様に向かって無礼だぞ」

			「これは失礼」

			　ロンドとエイゾスは睨み合いを始めてしまった。

			　結局、スラム街の捜索許可を得ることができず、ロンドのテントに戻ってきてしまった。

			「まさか、エイゾス家が情報を流していたんじゃないだろうか？」

			　多分、そのまさかだろうな。

			「しかし、俺や他の遠征貴族の部隊では勝手に動くことはできない」

			「俺が取り戻してこようか？」

			「なに!?　しかし、相手はオークの大群なのだぞ？」

			「あの大会で優勝したのが誰だったか、忘れたのか？」

			「そうか……しかし、なるべく騒ぎにならないように取り返せないか？」

			「そうだな……夜なら、たぶん大丈夫だ」

			「そうか、夜なら忍び込みやすくなるか。分かった。この件はお前に任せる。他の貴族たちへの根回しは俺がやっておくから、そちらは頼んだぞ！」

			「任せろ」

			　俺たちは、ロンドのテントを後にして、宿屋に部屋を取った。

			「セイジ様、本当にお１人で行くのですか？」

			「ああ、今回は戦わずに、こっそり食料を取り返しに行くだけだからな」

			「分かりました。お気をつけて」

			　夜まで少し時間があったので、スガの街の武器屋で、できあがった装備を受け取ってきた。

			・雷のネックレス＋４（ミスリル）

			・回復の杖＋３（千年桜）　・回復のネックレス＋３（ミスリル）

			・風の髪飾り＋１　・風のロッド＋１

			・水の髪飾り＋１　・水のロッド＋１

			・氷の髪飾り＋１　・氷のロッド＋１

			・闇のロッド＋１

			　かなり豪華なコレクションになってしまった。

			　その後、日が沈んで暗くなるのを待ってからスラム街に向かった。

			【瞬間移動】で行けたら楽なのだが。

			　倉庫内の映像を確認してみると、複数のオークが見張っていて、移動した瞬間に見つかってしまう可能性がある。

			　やむを得ず、【夜陰】を使用して、徒歩でスラム街に向かっていた。

			　しかし、このスラム街、激しくイカ臭い。入り口以外はオークだらけだし。

			　よく今までバレなかったものだ。

			【夜陰】を使用しているものの、本当に見つからないのか不安だったので、なるべくオークに見つからないようにこそこそと移動し、やっと倉庫の前までやってきた。

			　しかし、この倉庫、周りのバラックのような建物の並ぶ風景とは明らかに場違いな大きさだ。

			　逆に、この倉庫の周りにスラムができたのかもしれないな。

			　倉庫の周りをチェックしたが、忍び込めそうな場所はなかった。

			　仕方がないので、見張りの交代が来るのを待って、その隙に中に侵入した。

			　倉庫の中には３匹ほどのオークが見張りをしていたが、オークたちは油断しきっていた。

			　オークたちを３匹とも【睡眠】で眠らせ、首をはねてインベントリにしまいこんだ。

			　倉庫の扉に簡単には開かないように細工をして、小麦粉の袋に付けていた追跡用ビーコンを、倉庫の扉に移しておいた。

			　その後はゆっくりと倉庫内の食料をすべてインベントリにしまって、【瞬間移動】で帰還した。

			　宿屋に戻ると、エレナは眠そうな目をこすりながら、まだ起きていた。

			「セイジ様、お帰りなさいませ。大丈夫でしたか？」

			「エレナ、まだ起きていたのか？　先に寝ていればよかったのに」

			「そういうわけにも行きません」

			「もう遅いから、取り返した食料を届けに行くのは明日にして、もう休もう」

			「はい」

			　俺とエレナは、ダブルベッドでぐっすりと眠った。

			　あれ？　何だか俺、エレナと一緒に寝ることに慣れすぎていないか？

			　まあいいか……。

		

	
		
			０９７　懲らしめてやりなさい

			　

			　翌朝目が覚めると、エレナのかわいい寝顔がすぐ横にあった。

			　アヤと３人で寝る分にはあまり問題なさそうな気がするけど……（問題大ありです）。

			　さすがに２人だと犯罪のにおいがする。

			「ふぁ～、おはようございます、セイジ様」

			「おはよう、エレナ」

			　今日は何だかものすごく頑張れそうな気がする！

			　俺はテントの暴走が収まるのを待って、活動を開始した。

			　まずは、ロンドのところへ行き、食料奪還の報告だ。

			　キャンプ入り口の兵士に話しかけると、すんなり通してくれた。

			「ようロンド、取り返してきたぜ」

			「そうか、って、取り返した食料はどこにあるんだ？」

			「魔法で運んできたんだ。どこに置けばいい？」

			「魔法で!?　分かった。食料保管用のテントに案内しよう」

			　ロンドに案内され、大きなテントにやってきた。

			　テントの中には、オークの肉が山積みにされていた。

			「オークの肉ばっかりだな」

			「なぜかオークの肉は盗まれなかったのだが、昨日の話を聞いて納得した。オークが泥棒なら、さすがにオークの肉は盗まないよな」

			　ああそうか。それでスラム街の倉庫には、オークの肉がなかったのか。まあ、考えてみれば当たり前だよな。

			「他の部隊のも混ざってると思うが、取り返してきた食料は、全部ここに置けばいいのか？」

			「他の部隊へは、俺のほうで処理しておく。全部ここに置いていいぞ」

			　このロンドとかいう男、闘技大会ではあまり話さなかったが、けっこう優秀な奴なのかもしれないな。根回しだとか、他の貴族への連絡だとかは、全部任せてしまおう。

			　取り返してきた食料をインベントリから出してテント内に全部置くと、ロンドは驚いていた。

			「こんなたくさんの食料を取り返してきてくれたのか。しかし、すごい魔法だ。この魔法があれば、遠征もかなり楽になるぞ。どうだ、セイジ。俺の部下にならないか？」

			「俺には俺の仕事があるんだ。他をあたってくれ」

			「お前の仕事とは何なのだ？」

			「エレナの護衛と、手伝いかな」

			「護衛は分かるが……手伝いとは？」

			「私とセイジ様は、戦争を止めるために動いています」

			「戦争を止めるですと!?」

			　ロンドにこれまでの経緯を話す。

			「なるほど。それで【人化の魔石】でオークが化けて潜り込んでいるのか。しかし、そうなると、この街を治めるエイゾスは完全に黒だな」

			「ああ、おそらくそうだ」

			「しかし、証拠がない」

			　そんな話をしていると、急に【警戒】魔法が『危険』を知らせてきた。

			「ちょっと待ってくれ。何か起こったみたいだ」

			「なに!?」

			　確認してみると、『危険』を知らせてきたのはスラム街の食料倉庫の扉に付けていたビーコンだった。ロンドとエレナにも見えるように映像を映しだす。

			　食料倉庫の異変に気づいたオークたちが、開かない扉を体当たりで壊そうとしていた。

			「これは？」

			「食料を取り返したことがすぐにばれないように、扉に細工をしておいたんだ」

			「なるほど」

			　オークたちはなんとか扉をこじ開け、空っぽの倉庫を見て、慌て始めた。

			　そこへ１匹のハイオークがやってきて、オークたちに指示を出し始めた。どうやらここのボスらしい。

			　しばらく見ていると、ハイオークは【人化の魔石】を取り出して人間に化けた。

			　それを見たロンドがいきなり叫んだ。

			「あ、この男、見たことがあるぞ！」

			「見たことがあるって……人間に化けたハイオークをか？」

			「ああ、あいつはスカベ村が魔王軍に滅ぼされたと証言した、『スラム街の商人』だ！」

			　まあ、オークだらけのスラム街出身なのだから当然オークだとは思っていたが。ハイオークだったのか。

			　しばらく様子を見ていると、もう１人、人間が現れた。

			「エ、エイゾス!?」

			　それは、シンジュの街の領主・エイゾスだった。

			　どうやらオークと何やら話をしている。

			　

			『エイゾス様、ご覧の通り、です』

			『バカ者！　あれほど見張りをちゃんとしておくように言っておいたではないか！』

			『見張り、ちゃんと、いた。でも、盗まれた』

			　

			「まさか、エイゾス殿が直接指示をしていたとは……」

			　ロンドはエイゾスに対してあきれ返っていた。

			「ここに乗り込むか？」

			　俺はロンドに提案してみた。

			「乗り込む？　しかし、今からでは逃げられてしまうのでは？」

			「まあ、任せろ。エレナも行くぞ」

			「はい、セイジ様」

			「いったい何をするんだ？」

			　ロンドに武器を持たせて、鎧(よろい)を着させ、俺たちは【瞬間移動】でエイゾスのところへ飛んだ。

			「よう、エイゾスさん。こんなオークばかりのところで何しているんだ？」

			「ふぁ!?　お、お前たちは！　いったいどこから現れた！」

			「エイゾス殿、さすがにこれは言い逃れできませんよ」

			「おのれロンド。若造の分際でワシに盾突きよって！　おい、お前たち、こいつらを殺してしまえ！」

			　まるで悪代官だな……。

			　さしずめ俺たちは、どこかのちりめん問屋のご隠居といったところか……。

			　配役的に考えてみると、俺とロンドが助さん格さんで、エレナが黄門様かな。

			　エレナのコウモン様、見てみたいな～。

			　あれ？　俺、なんか変なこと言ったかな？　まあいいか。

			　俺たちは、エイゾスとたくさんのオークに囲まれた。

			「おいセイジ、この状況どうするんだ！」

			「ん？　このくらい、どうってことないだろ？」

			「何を言っているんだ！　エレナ様もいるんだぞ！」

			「エレナだって、自分の身ぐらい守れるさ」

			「何をバカなことを……」

			　バコーン！

			　エレナの方を見ると、忍び寄ってきたオークを１匹、殴り飛ばしているところだった。

			「っ!?」

			「な、大丈夫だろ？」

			「お、おう……」

			　まあ、エレナの今の強さを見たら、誰だってびっくりするよな～。

			　エレナの意外な強さを見たオークたちは、少し尻込みしていた。

			「何をしておる！　たった３人ではないか！　さっさと始末しろ!!」

			　後ろの方でエイゾスが騒いでいる。

			　こうしてみると、エイゾスも体型的にオークに似てる感じがする。オークたちと並んでいると、一瞬では見分けがつかないな。

			　俺とロンドは一斉に走り出し、オークの大群に突っ込んだ。

			　俺が右で、ロンドが左。俺たちは両側からオークをバッタバッタと切り刻む。

			　中央部分のオークは、これ幸いと、エレナに向かって突撃する。

			　大勢でかかれば怖くないとでも思ったのかな？

			「【雹(ひよう)】！」

			　しかし、突撃したオークたちは、エレナの【雹】攻撃で次々に倒れていく。

			　オークたちは荒れ狂う雹に驚き戸惑っている。ふと見ると、ロンドも驚き戸惑っていた。

			　俺は、その隙に残りのオークたちを素早く料理する。

			　エレナの【雹】の効果で、中央部分はとうとう氷漬けオークの展覧会となってしまった。

			　エレナはその後もオークたちにめがけ、巨大な氷を次々に落としていく。

			　気がつくと、エイゾスとハイオークの商人は氷の壁に囲まれていて、逃げ場を失っている。

			　エレナは、これを狙っていたのか！

			　俺とロンドで他の生き残りを片付け、エイゾスとハイオークの商人に近づくと、１人と１匹はオロオロしていた。

			「エイゾス、神(しん)妙(みよう)にお縄につけ」

			「ロンド、おのれ！」

			　ロンドがエイゾスを捕まえている間に、俺はハイオークの商人を気絶させておいた。

			　

			　大捕り物を終え、俺たちはロンドのテントに戻ってきた。

			　縄で縛り上げたエイゾスとハイオークの商人は、ロンドの部隊の檻に閉じ込めた。

			「セイジ、礼を言わねばならんな」

			「ロンド、何を言っているんだ。一番活躍したのは、エレナだぞ」

			「そうでした。エレナ様、このたびはご協力いただきまして、誠にありがとうございました」

			　ロンドはエレナに対し、深々と頭を下げる。

			「いえ。そんなことより、あの者たちはどうするのですか？」

			　エレナは自分の功績より、今後のことを気にしているようだ。

			「この街に集結している遠征貴族部隊の責任者を集めて、会議で対応を検討します」

			「よろしくお願いします」

			　後は任せて帰ろうかと思ったのだが、ロンドに引き止められてしまった。

			「できましたら、お２人にもその会議に参加していただきたい」

			「私はかまいません、セイジ様はどうされますか？」

			　うーむ、面倒くさそうだけど、エレナが行くなら俺も行かないわけにはいかないな。

			「なるべく目立たないように頼む」

			「分かった、何とかしておく」

		

	
		
			０９８　エイゾスの隠し部屋

			　

			　俺たちがロンドと話をしていると、兵士が１人、慌てて入ってきた。

			「ご報告いたします。ライルゲバルト様率いる部隊が到着したとのことです」

			「おう、とうとうご到着なされたか」

			「やっと来たのか」

			　このシンジュの街に集結している貴族連合部隊の指揮をとるのは、おそらくライルゲバルトなのだろう。

			　つまり、とうとう戦争が始まるということだ。

			　まあ、その前にエイゾスの件を片付けないといけないけどな。

			　俺とエレナは、ロンドに連れられて、ライルゲバルトの出迎えに行った。

			「ライルゲバルト殿、はるばるお疲れ様です」

			「おう、ロンド・ウォーセスターか。出迎えご苦労」

			　そこで、ライルゲバルトと目が合ってしまった。

			「お前はセイジ！　なぜ我らより先に!?　エレナ様まで！」

			「あんたらが遅いだけじゃないか？　そんなことより、あの後イケブの街は２００匹以上のオークに襲撃されたぞ」

			　まあ、実際はオーク３００匹、ハイオーク20匹だったのだが……それは内緒だ。

			「な、なんだと!?　そ、それで、リルラは無事なのか!?」

			　街の心配より、娘の心配が先か。まあ仕方ないけど。

			「とりあえず、リルラも１００名の兵士も、イケブの街もぜんぶ無事だ」

			「そ、そうか。それは良かった……」

			　ライルゲバルトは一瞬父親の目をしたが、すぐに厳しい顔に戻った。

			「ロンド、他の貴族部隊は集合しているか？」

			「はい、すべて集合しています。ただ……」

			「ん？　何か問題でもあるのか？」

			「はい、エイゾス殿が、オークたちと内通していたことが判明しました」

			「なんだと!?」

			　ライルゲバルトにこれまでの経緯を話すと、エイゾスの尋問を行うことになった。

			　場所をロンドのテントへ移すと、俺、エレナ、ロンド、ライルゲバルトの席の前には、縄で縛られたエイゾスと、スラム街の商人が座らされていた。

			「エイゾスよ、オークたちと内通していたというのは、本当のことなのか？」

			「違う、ワシは騙(だま)されていたのだ」

			「ほう、誰に騙(だま)されていたというのだ？」

			「そこのオークにだ！」

			「オーク？　その商人のことか？」

			「は!?」

			　ライルゲバルトの質問に、エイゾスは「しまった」という表情をしていた。

			「ライルゲバルト殿、その商人は、オークが化けているのです」

			「なんだと!?　エイゾス、お前はコイツがオークだと知っていたのに、騙(だま)されたと言うのか？」

			「そ、それは……」

			　こいつアホだ！

			「くそう！　国王にしっぽをふる犬が！　偉そうにするでないわ！」

			「なんだと!?」

			　エイゾスは追い詰められて変になったのか、ライルゲバルトに噛み付き始めた。

			「あんな国王のもとでは、国が衰退する一方ではないか。だからワシがあんな国王に替わって、国を良くしてやろうとしていたのに……」

			「それでオークと内通して、国を滅ぼそうとしていたとでも言うのか！」

			「滅ぼす？　とんでもない。ゴブリンとオークどもに邪魔者を一掃させて、その後でワシが王になる手筈だったのだ」

			　そこにいる全員が憐れむような目でエイゾスを見ていると、急にオークの商人が話し始めた。

			「エイゾス、愚か者。ゴブリンキングは、エイゾスを、王に、しない」

			「なんだと!?　話が違うではないか！」

			「エイゾス、愚か者。用が済んだら、殺す」

			「おのれ、謀ったな！　住む場所だけでなく、食料まで用意してやったというのに！」

			「ダマされる奴、愚か者」

			　その意見には、そこにいる全員が賛同していた。

			　本当に、愚か者だ……。

			「おのれ！　おのれ!!」

			　エイゾスがあまりにも暴れるので、兵士たちによって檻に戻されてしまった。

			　そして、改めてオークの商人の尋問を開始した。

			「オークよ、お前たちの狙いは何だ」

			「作戦、始まってる。もう、遅い」

			「作戦とはなんだ」

			「今頃、ゴブリンプリンスが、スガ、イケブ、襲ってる。今から、移動、間に合わない。街、ゴブリン、占領」

			「なんだと!?」

			　ゴブリンプリンスはスカベ村で倒したはずなのだが、もしかしてゴブリンプリンスって、さらに何匹かいるのか？

			「命、欲しいなら、おでを、逃がせ。そしたら、許してやる」

			「あいにく俺はエイゾスのような愚か者ではないので、騙(だま)されたりしないぞ」

			「お前、ダマされない。愚か者、じゃない。ざんねん」

			　こんな話で騙(だま)せると思ったのか？　まあ、エイゾスは騙(だま)せてたけどね。

			　しかし、スガの街とイケブの街がゴブリンプリンスに狙われているのは、本当なのだろう。

			　イケブの街はリルラの部隊がいるから、まだなんとかなりそうだが……スガの街は完全に無防備だ。俺が行くしかないのか？

			　そんなことを考えていると、オークの商人がこんなことを言い出した。

			「おで、腹減った。もっと、情報やるから、食い物、くれ」

			「情報だと？　どんな情報だ？」

			「エイゾス、小さい人間の雌、好き。エイゾスに、小さい雌を、たくさん、贈り物、した」

			「小さい人間の雌？　……もしかして、小児性愛か!?　その贈り物はどこにいるんだ！」

			「エイゾスの、家」

			　それを聞いて、ロンドの部隊が大急ぎでエイゾスの屋敷に突入する。

			　すると、隠し部屋に10人の少女が監禁されているのを発見し保護した。

			　少女たちは８歳～12歳くらいで、中にはケガをしている者もいたが、同行していたエレナが、少女たちの傷を優しく治療してあげていた。

			　おのれエイゾス、許すまじ。

			　その頃、檻の中ではオークが美味しそうに食事をし、その横の檻の中ではエイゾスが暴れていた。

			　

			　その後しばらくして、貴族連合会議が行われた。

			　会議場には７人の貴族が半円状に座っていて、中央にはエイゾスが立たされていた。

			　主席にはライルゲバルト、その右にロンドが座っていて、俺とエレナは少し離れた後ろの席に控えていた。

			　出席者は、みんな一癖ありそうな奴らばかりで、おそらく街の位置関係と同じ席に着いているようだった。

			　気になったのが、イケブの街の領主と思われるキツネ目の若い男。

			【鑑定】してみると、名前は『ブランフォード』。

			　なんと、この男！　レベル３の【情報魔法】を習得しているのだ。

			　重要なのは、こいつも【鑑定】が使えるということ。

			　そいつは、さっきから俺をジロジロ見ているが、俺は【隠(いん)蔽(ぺい)】を使って鑑定結果を偽装しているので、鑑定されてもあいつにはレベル１の商人に見えているはず……。

			　どうやら俺を鑑定し終えたらしく、「ふん」っと鼻をならすと俺に対する興味を失ったようだ。

			　次にそいつはエレナを鑑定したらしく、エレナのレベルの高さに恐れおののいていた。

			　エレナは俺が育てた、どやー！

			「これより、貴族連合会議をとり行う。事前に知らされたと思うが、エイゾスがオークと内通していたことが分かった。まずはこの件を議題とする」

			　ライルゲバルトの言葉によって、会議は開始された。

			　しかし、いきなりキツネ目の男『ブランフォード』が手を上げて、発言の許可を求めてきた。

			「ブランフォード、発言を許可する」

			「ありがとうございます。まずは、後ろにいらっしゃる姫様と商人を紹介していただけませんか？」

			「商人？　あい分かった。まずは、皆もご存知かと思うが、エレナ・ドレアドス姫様だ。姫は御自ら、今回の戦争の裏で蠢(うごめ)いていた陰謀を調査なさっていた。隣の男は、姫様の護衛をしているセイジというものだ」

			　ブランフォードはキツネ目をさらに鋭くして、俺を睨みつけていた。レベル１の商人が護衛と聞いて、違和を感じているのだろう。

			　ライルゲバルトがエイゾスやスカベ村のことを説明し、今後どうするかが議題となった。

			　そして、会議のすえ、エイゾスを王都に送って死刑にすることが決定した。

			　エイゾスは真っ青な顔をして、兵士にしょっ引かれていった。

			　そして、議題は戦争の話に。

			「魔王軍の動きはどうなっている？」

			　キツネ目野郎が立ち上がって答え始めた。

			　おそらくこいつは、情報収集の仕事をしているのだろう。

			「魔王軍はこちらの情報を察知したらしく、こちらとほぼ同数の、１万５０００の兵を集結させ、『ナカ平原』に展開中です」

			『ナカ平原』は地名なのかな？　おそらくシンジュの街と魔族の街との間にあるのだろう。

			「エレナ姫様、申し訳ありません。せっかく姫様が、ゴブリンたちの陰謀を暴いてくださったのに……魔王軍も動き始めてしまった以上、戦争を止めることはもうできません」

			「そ、そんな……」

			　エレナはライルゲバルトにそう言われ、うなだれてしまった。

			　ここは、ＳＥで鍛えた俺のプレゼンテーション能力の出番かな？

			　全員の視線がうなだれるエレナに向いている中、俺は発言を求めて手を上げた。

			「商人風情が、この高貴な貴族連合会議の場で発言を求めるとは……立場をわきまえろ！」

			　キツネ目野郎は俺が手を上げたことに腹を立て、怒鳴り散らしてきた。

			「まあ良い、発言を認める」

			「で、ですが……」

			「俺がいいと言っているのだ」

			　キツネ目野郎はライルゲバルトにそう言われ、すごすご引き下がった。

			「それでは、発言させて頂きます。ゴブリンたちはこちらと魔王軍とが戦って消耗したところを狙ってくると思われます。消耗をなるべく避け、早めに魔王軍との話し合いの場を設けるのが、得策かと思います」

			　エレナは、俺の発言ににっこり微笑んでくれた。

			　他の貴族たちも、俺の提案に対して異論を唱える者は特にいなかった。

			　まあ、まだ魔王軍との戦いを回避できないと決まったわけじゃないけどね！

		

	
		
			０９９　リルラの覚悟

			　

			　貴族連合会議が終了し各人ぞろぞろと退出するなか、俺とエレナはコソコソと話をしていた。

			「セイジ様、これからどうするおつもりですか？」

			「しばらくはスガとイケブの街の警戒をする必要がある。今日はスガの街に泊まっておこう」

			「そうですね、そうしたほうがいいですね」

			　そんなことを話していると、ロンドが近寄ってきた。

			「エレナ様、あとセイジも……ちょっとした食事会をするので、よろしければいかがですか？」

			「俺はおまけかよ」

			「申し訳ありません。私は行かなければならないところがありますので、参加できません」

			　呆気にとられるロンドを尻目に、エレナは俺の手を取ってスタスタと会議場を後にした。

			「エレナ、食事会に出なくても良かったのか？」

			「セイジ様、これからスガに行かれるんですよね」

			「ああ」

			　エレナは心配そうな顔で、俺を見上げてくる。

			「エレナ、そんなにスガとイケブの街が心配なのか？」

			「はい……」

			「分かった、じゃあ、今すぐに行こう」

			「はい！」

			　エレナは嬉しそうに、俺に抱きついてきた。

			「エ、エレナ様！　何をなさっているのですか!?」

			　やべえ、ロンドに見られた。

			　でも、まあいいか。

			「悪いな、ロンド」

			　俺はそう言い残して、【瞬間移動】した。

			「エ、エレナ様！　セイジ！　……き、消えた!?」

			　ロンドはしばらくその場に立ち尽くしていた。

			　

			「あれ？　セイジ様、ここはイケブの街では？」

			「ああ。まずは、リルラに狙われてることを忠告しておこうと思ってな」

			「そうでした。そのほうがいいですね」

			　とりあえず、地図上の魔物の数はそれほど増えていない。しばらくは大丈夫そうだ。

			　場所をビーコンで確認して、リルラの泊まっている高級宿屋にやってきた。

			「あいつ、こんなところに泊まってるのか」

			「この宿屋は貸し切りだ。別を当たれ」

			　宿屋に入ろうとしたら、入り口を守っていた兵士に止められてしまった。

			「リルラに取次ぎを頼む。エレナとセイジが来たと伝えてくれ」

			「あ、あなたは！」

			　どうやら気づいてくれたみたいだ。

			「エレナ様ではありませんか！」

			　気づいたのはエレナのほうかよ！

			「今すぐ、お取次ぎいたします！」

			　兵士は急いで取次ぎをしてくれ、リルラに会うことができた。

			「エレナ様、セイジ。昨日は戦勝会の途中でいなくなってしまったが、どこに行っていたのだ？」

			　リルラはスイートルーム的な部屋で、優雅にお茶をしていた。のんきなもんだ。

			　しかも、珍しいことに鎧(よろい)を着ていない。鎧(よろい)を着ていない姿を見たのは、アヤが鎧(よろい)や服を破壊して、素っ裸にしてしまった時以来だ。

			「ずいぶん、のんきなものだな」

			「なんだと！」

			「新たに入手した情報によると、ゴブリンプリンス率いる部隊が、ここを狙っているらしい。せいぜい気をつけておけ」

			「ゴ、ゴブリンプリンスだと!?」

			　リルラはその名前を聞いて、急に顔が青ざめていった。

			「ど、どうするのだ。は、早く逃げなければ」

			「逃げる？　街の人たちはどうするつもりだ？」

			「街の者などどうでもいい。私は高貴な家の出なのだぞ！」

			「お前な～、昨日は勝利を一緒に祝った奴らなのに、そんなに簡単に見捨てるのか？」

			「だ、だが、しかし……相手は、ゴブリンプリンスなのだぞ！」

			「危ない時は助けに来てやるから。それまで持ちこたえるだけでいい」

			「助けに来る？　お前は私をずっと護衛するために来たのではないのか？」

			「俺はエレナの護衛だ。俺とエレナはスガの街を防衛する。お前はその間、このイケブを守れ」

			「スガだと!?　お前は、私とスガの街と、どっちが大事なんだ!?」

			「スガの街だ！」

			「そ、そんな……」

			　リルラはブルブル震えだしてしまった。

			「何かあればすぐに助けに来るから、そんなに心配しなくても大丈夫だ」

			「しかし、スガからここまで、急いでも２日はかかるのだぞ！」

			「大丈夫。俺にはすぐに来られる魔法があるから」

			「魔法だと！　そんなのがあるのか？　ほんとなのだな？」

			　なんかリルラがすっかり怯えてしまっている。どうしたものかな。

			「リルラ、よく聞け。この難局でお前がこのイケブの街を守りきれば、お前は英雄だ」

			「英雄!?」

			「しかし、逃げ出せば……お前は『臆病者、卑怯者』と罵られ、お前の家もお前と同じように蔑(さげす)まれてしまうことになる」

			「わ、分かった……」

			　リルラは急にキリッとした顔つきになり、しっかりと頷いた。

			「もし何かあったら、これで俺に知らせろ」

			　俺は前に作った双子魔石式糸電話を片方だけリルラに渡した。

			「これは何だ？」

			「離れていても話ができる、俺の作った魔道具だ」

			「それはすごいな！」

			　もう片方をエレナに渡し、使い方を教えたら、２人して楽しそうに遊んでいやがる。

			　ついさっきまで、泣きそうになったりしていたのに……。

			「リルラ、それでは後は頼んだ」

			「ああ、分かった」

			「そうそう、索敵を優先して行うようにしておいてくれ」

			「そうか、そうだな」

			　俺たちは別れを告げ、わざとリルラの目の前から【瞬間移動】を使って、スガの街に飛んだ。

			　

			　スガの街に移動すると、遠くの森に多くの魔物がいることをマップで確認できた。

			　けっこう数が多い。

			　しかも、ゴブリンやオークだけではなく、ホブゴブリンやハイオークなども何匹か混じっている。

			　少し距離があるので、スガの街を襲うとしたら明日になるのだろう。

			　俺がそんな心配をしていると……。

			『リルラさん、聞こえますか？』

			『エレナ様。はい、聞こえます』

			　エレナとリルラは、まだ糸電話で遊んでいる。

			　距離が離れても使えるかをきちんとチェックしてなかったが、とりあえず問題なさそうだ。

			　俺たちはゴブリンたちが襲ってきそうな、街の北側に近い宿屋を探した。

			　……別に、わざとその宿を選んだわけじゃない。

			　街の北側の宿を探したら、そこしかなかっただけだからな！

			　俺たちの見つけた宿は、建物全体がなぜかピンク色だった……。

			「セ、セイジ様、ここに泊まるのですか？」

			「魔物が攻めてきた時、ここなら真っ先に気がつくことができるからな」

			「そ、そうですよね。街のためですものね」

			　俺とエレナは、緊張しながら宿屋に入った。

			「いらっしゃい」

			　受付には客の顔が見えないように変な位置に小窓があり、そこからお金や鍵の遣り取りをする形になっていた。

			「いっぱｔ……いっぱく頼む」

			「一番良い部屋しか空いてないが、いいかい？」

			「ああ、それで頼む」

			「それじゃあ、１泊３００ゴールドだ」

			　た、高いな。

			　しぶしぶ３００ゴールドを支払い、鍵を受け取って部屋に向かった。

			　部屋に着くと、部屋中ピンク色だった。目がチカチカする。

			　こんなところでエレナといっぱｔ、１泊するのか!?

			「セイジ様、バスルームがあります」

			　エレナが指差す方を見ると、バスルームがあった。

			　あれ？　何かおかしい。

			　そう、部屋の中からなのに、そこがバスルームだとすぐに分かった。

			　バスタブが部屋の中から見えているからだ。

			　なぜ見えているかって？　部屋とバスルームの間がガラス張りだからだ。

			　こっちでガラスは高級品なんだろうに、こんな無駄遣いをしているとは……。

			「セ、セイジ様、このバスルーム、見えて……」

			「エレナ、先に入っていいぞ」

			「で、でも……」

			「ほら、カーテンがあるだろ。これを閉めれば」

			「あ、そんなふうになっていたんですね」

			　エレナはいそいそとバスルームに入っていった。

			　しかし、どうしたことか。

			　このカーテン、薄くて……薄っすら見え……。
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			　いやなんでもないです。

			　俺が一生懸命にカーテンの観賞をしていると、エレナが石鹸の匂いをさせながら、バスローブ姿で出てきた。

			　俺は、とっさに目をそらしてしまった。

			「セイジ様も、どうぞ」

			「あ、ああ」

			　バスルームに入ると、光の関係なのか、中から外は見えないことに気がついた。なるほど、こうなっているのか……。

			　俺はもしもの時のために、全身を綺麗に洗った。

			　バスルームから出ると、エレナは顔を真っ赤にしていた。

			「セイジ様、このカーテン、薄いんですね……」

			　どうやらエレナもカーテンを観賞していたらしい。

			　そして、エレナはモジモジしている。

			　ん？　エレナはモジモジしながら、手に何かを持っている。

			「エレナ、その手に持っているものは何だ？」

			「あ、これですか？　部屋の中に置いてあったのですが、何かの魔道具のようです。なんの魔道具なのでしょう？」

			「ナンダロウナー、肩こりをほぐすための物かな？」

			「肩こりをほぐす魔道具だったのですね」

			　エレナが、魔道具を肩に持っていき魔力を送ると、魔道具は振動を始めた。

			「セイジ様、気持ちいいです」

			「き、気持ちいいのか」

			「はい、気持ちいいです」

			　俺は、エレナの言葉を、深く心に刻みつけた。

		

	
		
			１００　スガ防衛戦

			　

			　翌朝、目が覚めると、隣でエレナがすやすやと気持ちよさそうに眠っていた。

			　昨日は魔道具を使ってエレナの全身をほぐしてあげていたら、あまりの気持ちよさからか、途中で寝てしまったのだ。

			　アキバであれと同じものを購入して、これから毎日エレナのあんなところやこんなところをほぐしまくってあげよう。そうしよう。

			　そういえば、俺はスガの街の防衛に来ているんだった。

			　エレナの寝顔を見ていたら、危うく忘れるところだった。

			　マップを確認してみると、ゴブリン、ホブゴブリン、オーク、ハイオークが大量に集まってきていて……さらに、ゴブリンプリンスも１匹確認できた。

			　とうとう、襲撃が始まるのだろう。

			　やっとエレナが起きてきた。

			「エレナ、朝にもう一度バスルームを使うかい？」

			「え、遠慮しておきます」

			　エレナは少し顔を赤らめて、拗(す)ねてしまった。

			　拗(す)ねてるエレナもかわいいな……。

			　エレナの機嫌をなんとか直し、リルラに連絡を入れたところ、イケブの街周辺では、まだ敵を見つけられていないとのこと。どうやら、こっちに専念することができそうだ。

			　俺たちはルームサービスで朝食をゆっくりとったあと、俺は雷のネックレス＋４と、模造刀を、エレナは氷の髪飾り＋１、回復のネックレス＋３、右手に魔力のロッド、左手に氷のロッド＋１を装備した。

			　そして、満を持して、スガの街周辺に集まる魔物たちの、討伐を開始した。

			　敵は、森の中のかなり広い範囲に分散配置されているので、街に近付いているものから順に倒していく。

			　長期戦に備えてＭＰはなるべく温存し、物理攻撃で各個撃破していった。

			　俺が模造刀で敵を斬り、エレナが殴り飛ばす。

			　回りこまれないように左右に移動しながら、最前線の敵を削り続けていたのだが、徐々に押されて、街に近づけてしまう結果になっていた。

			　とうとう敵が森を抜け、森と街の間に広がる草原地帯へと、戦場が移動してしまった。

			　森から次々に出てくる魔物たち。

			　俺たちの戦いの音を聞いた街の住人たちも、魔物の襲来に気づき街の門を閉める。一方、治安維持のために少しだけ残っていた兵士や冒険者たちが、街の防衛のために集結しつつあった。

			「このままじゃ、魔物が街まで到達してしまう。作戦を変えよう」

			「はい。どうするんですか？」

			「俺がゴブリンプリンスを倒しに突っ込むから、エレナは街の方へ下がりつつ、魔法で魔物の数を減らしていってくれ」

			「わ、分かりました。セイジ様、お気をつけて」

			「おう！」

			　俺は小物を無視しつつ、ホブゴブリン、ハイオークを優先して倒しながら、ゴブリンプリンスの方へ突撃を開始した。

			　エレナは近づく敵を殴り飛ばしながら、密集した敵に向かって【雹(ひよう)】を発動させ、魔物の進行を何とか食い止めていた。

			　しかし、その代償に、エレナのＭＰは減る一方だった。

			　俺が敵集団のど真ん中にたどり着くと、そこにゴブリンプリンスが待ち構えていた。

			　鑑定をしてみる。

			〈ステータス〉

			名前：インバインニクス

			種族：ゴブリンプリンス　レベル：40

			ＨＰ：１万３１０５　ＭＰ：１６８１

			力：３０５　耐久：３０５　技：１７０　魔力：１６８

			スキル

			【情報魔法】（レベル：２、レア度：★★★★）

			【肉体強化魔法】（レベル：３、レア度：★★）

			【体術】（レベル：３、レア度：★★）

			【剣術】（レベル：３、レア度：★）

			【棒術】（レベル：４、レア度：★★）

			　

			　名前があるのか。

			　なにげに【情報魔法】を持ってるとか、すごいな。

			『お前、人間のくせに強いな』

			　プリンスは、流暢なゴブリン語で話しかけてきた。

			　ゴブリンやオークは、全員片言なんじゃなかったのか？

			　やはり【情報魔法】を持ってるだけあって、頭がいいのかな？

			『ずいぶん、おしゃべりなゴブリンだな』

			『ほう！　人間のくせに喋れるのか！　面白い奴だな、お前』

			『悪いが、お前たちをこれ以上進ませるわけにはいかないぞ』

			『人間風情が、偉そうに。もしかして、弟を倒したのはお前か？』

			　弟？　前に倒したゴブリンプリンスの事かな？

			『ああ、そうだ』

			　本当はエレナだけど。

			『あいつは、我らプリンスの中で最弱。あいつに勝ったくらいで自惚れるようでは、高が知れるというものだ』

			　確かに前回のプリンスとは、大きさもステータスも、全然比べ物にならない。

			　しかし、ゴブリンプリンスは全部で何匹いるんだろう？　四天王とか、三人衆とか言ってくれれば分かるんだけど。

			『まあ、こんな敵の只中にたった１人で突撃してくるようなバカは、すぐにあの世行きだがな』

			　プリンスが、すっと手を上げる。

			　ホブゴブリンとハイオークが、俺の周りを取り囲んだ。

			『お前ごとき、俺が戦うまでもない。お前たち、殺ってしまえ！』

			「「グオー！」」

			　ホブゴブリンとハイオークたちは一斉に雄叫びを上げたが、俺の周りをぐるぐる回るだけで、一向に攻撃してこない。

			　怖がっているのか？

			　面倒くさくなった俺は、こちらから打って出ることにした。

			「【雷精霊召喚】！　【バリア】×５」

			　前後左右と上を雷と音を遮るバリアで囲むと同時に、雷精霊の広範囲落雷が炸(さく)裂(れつ)し、視界が真っ白になる。同時に、地面からものすごい地響きが伝わってきた。

			　視界がもとに戻ると、ホブゴブリンとハイオークは黒焦げになって地面に転がっており、ゴブリンプリンスは体を丸くしていた。

			　雷精霊は場の空気を読んだのか、さっさと俺の体の中に帰っていった。

			　マップで確認してみると、魔物集団の中心部分がぽっかりと空き、ドーナツ状になっていた。

			　そして、そのドーナツの中心に、１つの点が……。

			『痛てー！　人間、何をしやがった。うわ！　部下たちが!?』

			　ゴブリンプリンスは健在だった。

			　さすがプリンス、アレに耐えるとは……。

			【鑑定】してみると、ＨＰは３分の１しか減ってなかった。

			『まさか、こんな隠し球を持っていたとはな。仕方ない……こっちもとっておきを出すか』

			　プリンスはそう言って、何やら魔石のようなものを取り出した。

			『出(い)でよ！　ペットたち！』

			　プリンスが魔石のようなアイテムを投げると、そこから３匹の『虎』が出現した。

			　以前、冒険者が使っていた『魔物玉』か！

			　虎は色が白黒で、大きさもデカくてゴミ清掃車くらいある。

			　３匹の虎は「ガオン」と低い声で鳴いて、プリンスの周りに集まった。

			『どうだ、かわいいだろ。俺のペットたち』

			　３匹の虎は、プリンスにスリスリしている。

			　プリンスも虎もサイズがデカいため、ちょうど縮尺があって、普通な感じに見えてしまう。

			【鑑定】してみる。

			〈ステータス〉

			種族：大虎猫　レベル：35

			ＨＰ：３０５４　力：１５３　耐久：１５３　技：１５３　魔力：１０２

			　

			『大虎猫』という種族らしい。

			　こいつらも、なにげに強いな。

			『お前たち、行け！』

			　プリンスが合図すると、大虎猫たちは一斉に飛びかかってきた。

			　それをジャンプで躱す。が、３匹の中で一番小さな奴が、一番大きな奴の背中を踏み台にしてジャンプし、俺に追い付いてくる。

			　やばい！

			　とっさに【バリア】を張ったが、小さい大虎猫の攻撃がバリアを破壊し、攻撃を食らって吹き飛ばされてしまった。

			　バリアが緩衝材になったために、ダメージはそれほどではなかったが、吹き飛ばされた衝撃で自由に動けない。

			　飛ばされた先の予想着地点を見てみると、中くらいの大虎猫が先回りして待ち構えている。

			「【電撃】！」

			　待ち構えている大虎猫に向かって電撃を放つと、そいつの動きがしびれて止まったので、顔を踏み台にして着地した。

			　直後、後ろからの『危険』を察知して振り返ると、小さい奴が後ろから追撃しにきている。

			　しかし、俺が無傷で着地したことに驚いているために、攻撃のテンポが遅れている。

			　俺は向かってくる小さい奴に向かってジャンプし、逆に模造刀で攻撃してやった。虎は爪で模造刀を受け止めたが、俺の攻撃の勢いを殺すことができず、後ろに吹き飛ぶ。

			　地面に激突するかと思われたが、ぎりぎりのところで大きい奴が受け止め、体勢を立てなおしてしまった。

			　なんという連携攻撃。

			　けっこう、手強いな。

		

	
		
			１０１　スガ防衛戦２

			　

			　大中小３匹の大虎猫は俺を睨みつけ、プリンスはそれを横から観賞していた。

			　その余裕ぶっこいた態度が気に入らなかった。

			　まあ、【雷の魔法】を連発すればこちらのほうこそ余裕なのだが、あまりプリンスの前で手の内をさらすのも問題だ。

			　なぜかと言うと、さっきからプリンス以外の『視線』を感じるのだ。

			　マップ上で確認できないので、近くから見ているわけではなさそうだが……。

			【情報魔法】レベル４の【追跡】か、もしくは俺の知らない魔法の可能性もある。

			　なので、俺は【水の魔法】を使うことにした。

			　俺はインベントリから瓶を３つ取り出し、蓋を開けた。

			　中身の液体を【水の魔法】で操り、玉を作る。

			　大虎猫（小）と（中）が左右に回りこみ、大虎猫（大）がどしどしと真っすぐ突進してきた。

			　俺は作り出した玉と一緒に（大）の方に走り、「ガオン」と大口を開けたところに玉を放り込んだ。

			　驚き戸惑っている大虎猫（大）の頭を馬跳びで飛び越えると同時に、開いた大口を無理やり閉じた。

			　大虎猫（大）は口の中に液体を流し込まれ、「ガホン、ガホン」っと変な声で咳き込んでいたが、急にフラフラと体が揺れ始めたかと思うと、横倒しにぶっ倒れてしまった。

			　心配そうに駆け寄る（小）と（中）、プリンスも驚いた表情をしている。

			　大虎猫（大）は（小）と（中）に見守られながら、ゆっくりと立ち上がった。しかし、フラフラと足元がおぼつかない。

			　そう、俺が大虎猫（大）の口の中に放り込んだのは、酒だ。しかも度数96、世界最高度数の例の酒。いつかエリクサーを作る時のために買っておいたのだが、すぐに必要になるわけでもないし、後でまた買えばいいし……。

			　大虎猫（大）はフラフラして（小）や（中）にぶつかり、そのたびに支えてもらっている。

			　完全に千鳥足だ。

			　様子を見ていると、今度は（小）や（中）に絡み始めた。

			（小）や（中）が一所懸命にあやそうとしていたのだが、大虎猫（大）が大虎猫（中）のしっぽを踏みつけてしまい、とうとう喧嘩が始まってしまった。

			（小）は喧嘩する２匹の周りをウロウロするばかり。

			『頼みの綱のペットたちは、このありさまだぞ。どうする？』

			『役に立たんペットたちだ』

			　プリンスはそう言うと、大虎猫にノシノシ近づき、お腰につけた巨大な棍棒を一振りした。

			　喧嘩していた大虎猫（大）と大虎猫（中）は、プリンスの一撃で潰れてしまった。

			　大虎猫（小）は、突然のことにビビって森のなかに逃げていってしまった。

			　なんてことをしやがる！　ペット虐待は重罪だぞ！

			『余興はここまでだ。お前もすぐにペチャンコにしてやる』

			『できるもんなら、やってみやがれ！』

			　周囲で木々が燃える森のなか、俺とプリンスだけとなり、睨み合いが続く。

			　

			　この隙に俺はエレナの様子を確認してみた。

			　エレナは街の冒険者たちが守る街の入り口付近まで下がり、彼らと共に戦っている。

			　ＭＰが残り少ないらしく、魔法を使わずに【魔力のロッド】で敵を殴り飛ばしていた。

			　しかし、マップで確認してみたところ、雑魚はそろそろ壊滅できそうなくらいに減っている。

			　ならば、安心してプリンスとの一騎打ちに臨めるというものだ。

			　

			　業を煮やしたプリンスは、巨大な棍棒を構えて襲いかかってきた。

			　しかし、巨大な武器なだけあって、スピードは遅い。

			　さっと横に移動して避けると、巨大棍棒が地面に直撃して地面が揺れた。

			　おっと。

			　地面の揺れで足を取られた俺は、次の瞬間、真横に吹き飛ばされた！

			　直前にバリアを張って威力を殺し、模造刀でガードしていたので、ダメージ的にはそれほどでもない。

			　しかし、あの地面を揺らす攻撃は厄(やつ)介(かい)だ。

			　あれに足を取られると、反応するタイミングが遅れてしまう。

			『どうした、手も足も出ないか？』

			　奴はまた同じ攻撃を仕掛けてきた。

			　俺は同じように横によけて、地面が揺れる瞬間にジャンプをした。

			『バカめ！』

			　奴は１撃目を途中で止め、空中にいる俺に向かってレの字のような軌道で棍棒を振り上げた。

			【瞬間移動】でよければ早いのだが、あえて【風の魔法】の突風を使って自分の体を空中に上げることで攻撃を避け、そのまま無防備なプリンスの頭に向かって模造刀を振り下ろした。

			　ガンッ！

			　乾いた音がして、プリンスがかぶっていた兜が真っ二つに割れた。

			『なに!?』

			　俺はその勢いに乗って、プリンスの鎧(よろい)も同じように破壊していった。

			『おのれ！　変な動きをしやがって！』

			　そして、顕(あらわ)になったプリンスの体めがけて、模造刀で斬りつける。

			　しかし、模造刀はプリンスの肉体を１㎝ほど食い込んだ状態で止まってしまった。

			『何だその攻撃は！　そんな攻撃では、俺様の肉体は傷つかんぞ！』

			　プリンスは勝ち誇ったように高笑いをしている。

			　参ったな。模造刀が通らないのでは、魔法で攻撃するしかない。魔法はあまり見せたくないんだよな。

			　俺は模造刀をしまって、代わりに日本製の【ナイフ】を取り出した。

			『何だその小さな武器は』

			　プリンスの失笑は、すぐに消えてなくなった。

			　面白いように刺さる刺さる。

			　俺は、プリンスの棍棒をかいくぐりながら接近し、プリンスの体をブスブスと刺しまくった。

			『痛え！　なぜそんな武器で俺の体を刺せる!!』

			　このままブスブス刺していけば、倒せる。

			　そう思った矢先、プリンスはナイフが刺さった瞬間に、その箇所の筋肉に力を入れ、ナイフが抜けないようにした。

			　俺はナイフを抜くのに一瞬手間取った。そこを狙いすましプリンスの棍棒が振り下ろされる。

			　とっさに【電撃拳】を叩き込み、プリンスをしびれさせて攻撃を止め、急いでナイフを抜く。

			　危なかった。

			　それからは一方的な展開になった。

			　出血と痛みでプリンスの攻撃の切れが徐々になくなり、簡単に懐に入り込むことができるようになったのだ。さらに、刺した直後を狙った攻撃も、【電撃拳】でしびれさせる。

			【ナイフ】を抜く時もそのまま抜くのではなく、グリグリ回転させ、傷口を広げてから抜いた。

			　だいぶ【ナイフ】の扱いにも慣れてきて、刺すだけではなく斬りつけることもできるようになっていった。

			　しばらくそんなことを続けていると、プリンスは全身血だらけになり、とうとう膝をついた。

			『おのれ、おのれ……』

			　そう言い残すと、そのままプリンスはうつ伏せに倒れて動かなくなった。

			　俺はトドメにプリンスの首を落とし、インベントリにしまった。すると、ずっと感じていた『視線』が、やっと消えた。

			『レベルが35に上がりました。【短剣術】を取得しました。【短剣術】がレベル４になりました』

			　レベル差があっただけあって、一気に上がったな。

			　しかし、得意な魔法を隠しながらの戦闘が、ここまで疲れるものだったとは……。

			　マップを確認すると、エレナたちの活躍により、魔物はほぼ倒され尽くしていた。

			　俺は、やっと一息ついて、エレナのもとへ戻った。

		

	
		
			１０２　新しい武器

			　

			　エレナのもとへ戻ると、エレナは冒険者たちと勝利を称え合っていた。

			「エレナ、こっちは片付いたみたいだな」

			「セイジ様、ご無事で何よりです」

			　エレナは俺を見つけると、飛びかかるような勢いで抱きついてきた。

			　しかし、エレナのその行動がとんでもない状況を作り出していることに、エレナ自身は気がついていない。周りの冒険者たちが、一斉に俺を睨みつけたのだ。

			　

			（こいつ誰だ？）

			（戦いが終わった後から、ノコノコとやって来て何様だ？）

			（我らがアイドル、エレナちゃんに抱きつかれるとは。万死に値する）

			　

			　そんな心の声のこもった、すさまじい視線が、俺を貫いた。

			「エレナさんや。ここは皆さんに任せて、俺たちは次の場所へ行かないと……」

			「そうですね、分かりました！」

			　エレナは冒険者さんたちに挨拶をし、俺と共に街の裏道へと消えていった。

			『あいつは誰だ！』

			『俺のエレナさんとイチャイチャしやがって！』

			『誰がお前のだ！　エレナさんは俺のものだ！』

			　後ろの方から言い争いをする声が聞こえた気がしたが聞かなかったことにして、俺たちは逃げるようにイケブの街へ移動した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　イケブの街に到着すると、兵士たちがピリピリしていた。

			　確かにゴブリンの集団が街に近づいてはいるが、今日はまだ大丈夫そうだ。

			　それなのに、こんなにピリピリしていたら、身がもたないだろう。

			　リルラのいる宿屋に行ってみると、入り口の兵士には顔パスで中に入れてもらえた。

			　むしろ「待ってました」と言わんばかりの態度だ。

			　リルラの部屋に入ると、俺はリルラに抱きつかれてしまった。

			　どうしてこうなった？

			「リルラ、どうしたんだ？」

			「すぐ駆けつけると言ったのに、なぜすぐに来なかったのだ！　その隙に私が襲われたらどうするつもりだ！」

			「どうするも何も、まだ魔物は襲ってきていないだろ！」

			「そ、そんなの、分からんではないか！　見つかっていないだけで、近くで隠れているのかもしれないではないか！」

			「大丈夫だよ、近くにはいないよ」

			「ほ、本当なのだな!?」

			「ああ」

			　この前は英雄になると意気込んでいたが、ハイオークに連れ去られたことを思い出してしまったのか、また震えてしまっている。

			「お前なあ、英雄になるんじゃなかったのか？」

			「そ、それはそうだが……」

			「お前はこの街の防衛を任された部隊の、隊長なのだぞ！　お前がそんなんでは、兵士までピリピリしてしまう。ゴブリンたちが襲ってくるのは明日以降だから、兵士をちゃんと休ませろ。あれじゃあ明日まで持たないぞ」

			「それは本当なのか!?」

			「ああ、俺はゴブリンが今どの位置にいるか、きちんと把(は)握(あく)できている。だからお前も休め」

			「ああ、分かった」

			　リルラは部屋の外にいた兵士に、休みをとるように命令を伝えていた。

			「それじゃあ、俺はちょっと出かけてくるから、お前もちゃんと休んでおけよ」

			「ど、ど、どこに行くのだ！」

			「武器の調達だよ、今の武器では、少し心もとないからな」

			「行っても無駄だぞ！　どうせこの街の武器屋には、もう武器は置いていない。すべて町の防衛のために徴収してしまったからな」

			「大丈夫だ、他の街に行って買ってくるから」

			「他の街だと!?」

			「昨日見せただろ？　瞬間移動の魔法があるから、すぐに行ってこれる」

			「そ、それじゃあ、私も一緒に付いていく」

			「お前は隊長だろ。隊長が部隊を離れてどうするんだ」

			「だ、だが……」

			　まさか、こんなに怯えているとは……。

			　兵士たちがピリピリするわけだ。

			「エレナ、すまないが、しばらくここで待っていてくれ」

			「はい、分かりました」

			　エレナはリルラを座らせて、お茶を入れてやっている。

			　姫にお茶を入れさせるとか、お前何様だよ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　リルラのことはエレナに任せて、俺は【瞬間移動】でニッポの街に飛んだ。

			　ガムドさんの店にやってきた。

			「こんにちはー」

			「ようセイジ。今日は１人か、珍しいな。属性強化の装備は手に入れたのか？」

			「ええ、ひと通り揃いましたよ」

			「おう、そうか。それじゃあ今日は何の用だ？」

			「今日は俺用の武器を買おうかと思って」

			「ん？　前に買っていった模造刀はどうした？」

			「模造刀で歯がたたない奴がいて、もっといいのが欲しいんですよ」

			「なんだと!?　お前さん、何と戦ってるんだ？」

			　ガムドさんには、本当のことを言っておいたほうがいいよな。

			「ゴブリンプリンス」

			「プリンス！！？　マジか！」

			「マジです」

			「分かった、ちょっと待っとけ」

			　ガムドさんは、店の奥から１本の剣を持ってきた。

			「これが、家で扱ってるやつで一番いい武器だ」

			　ガムドさんが剣を鞘から抜くと、銀色に輝く剣が姿を現した。

			　なんかすごそう。

			【鑑定】してみる。

			〈鑑定〉

			【ミスリルソード】

			ミスリル銀で作られた剣。魔力を通すと切れ味が増す。

			レア度：★★★★

			　

			「ミ、ミスリルですか」

			「ああ、よく分かったな」

			　ガムドさんからミスリルソードを受け取ってみたが、重さといい長さといい、俺の手にちょうどいい感じだ。

			「お前さんは刀が好きだったが、あの模造刀よりいい刀となると、ドワーフの国まで行かないと手に入らないだろう。それまでは、このミスリルソードを使っとけ」

			「ありがとうございます。いくらですか？」

			「くれてやると言いたいところだが、さすがにそうは行かん。５万ゴールドだ」

			「分かりました」

			　インベントリから１００ゴールド金貨を５００枚出して、テーブルの上に置く。

			「ちょっ、おま！」

			　金貨の重さで、テーブルが壊れそうになるほどに軋(きし)んでいた。

			「即金かよ！」

			「え？　まずかったですか？」

			「少しずつ払わせて、その間の利子として毎回酒を要求しようと思ってたのに……わしの計画が台なしだよ」

			「それはすいません。そんなに心配しなくても、ちょくちょく顔を出しますよ！」

			「そうか、それならいいんだ」

			　俺とガムドさんはバカ笑いをしながら握手を交わした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　リルラのところへ戻ってくると、エレナと優雅にお茶をしていた。

			「帰ったぞ」

			「「お帰りなさい」」

			　エレナはいいが、リルラに出迎えられるのは、ちょっと変な感じだ。

			「それで、どのような武器を買ってきたのだ？」

			　エレナが相手をしててくれたおかげで、すっかり落ち着きを取り戻しているようだ。

			「これだ」

			　俺が剣を鞘から抜いて見せると、２人は目を輝かせていた。

			　特にリルラの目の輝きは、恋する乙女のような目だ。

			「それは、ミスリルではないか！」

			「ああ、そうだよ」

			「私の細剣もミスリルなのだ！」

			　リルラはそう言って自分の細剣を取り出し、俺の剣に重ねてくる。

		

	
		
			[image: p_93.jpg]
		

	
		
			「おう、リルラもミスリルなのか」

			「う、うん。お、おそろいだな」

			　リルラはそう言って、俺ににっこり微笑みかけてくる。

			　リルラはそんなにミスリルが好きなのか。

			　もしかして、ミスリルフェチとかそういうのなんだろうか？

			「さて、そろそろ時間も遅いし、俺たちは宿屋を探すか」

			　剣をしまってお暇(いとま)しようとすると、リルラに呼び止められてしまった。

			「ま、待て。ここに泊まっていけばいいではないか」

			「ここ？　ここは貸し切りじゃないのか？」

			「部屋ならあるし……もしあれなら、こ、こ、この部屋に泊まっていってもいいのだぞ！」

			「この部屋って、ベッドは１つしかないじゃないか」

			「そ、そうだな……」

			　結局、俺とエレナはリルラの両隣の部屋を空けてもらって、そこに泊まることになった。

		

	
		
			１０３　鉄壁のリルラ

			　

			　リルラに用意してもらった寝室で寝ようとしていると、部屋の外で物音が聞こえる。

			　いったいなんだろう？

			「エ、エレナ様」

			「リルラさん、どうしたのですか？」

			　廊下から聞こえたのはエレナとリルラの声。こんな時間に２人ともなにしてるんだ？

			　トントン。ドアがノックされた。

			「はい、どうぞ」

			「お邪魔します」「邪魔するぞ」

			　２人とも、俺に用事があったのか……。

			「２人揃ってどうしたんだ？」

			「ここしばらく１人で寝ることがなかったので、寝付けなくって」

			　エレナは俺に拐われて以降、ずっとそうだったかも。

			「で、リルラは？」

			「あ、あの……ゴ、ゴブリンが急に攻めてきたりしたら……あぶ、危ないから、まとまっていたほうが、いいかと……思って……」

			　リルラはデレてるというより怯えているという感じだな。まあ仕方ないか。

			「別にいいけど、ベッドはどうするんだ？」

			「私はセイジ様と一緒でもいいですよ」

			「え!?　じゃ、じゃあ私も……」

			　なんだかな～。

			　エレナが慕ってくれるのは嬉しいけど、リルラは多分吊り橋効果とかそんな感じなんだろう。

			　そんなこんなで俺は、美女サンドイッチの具にされていた。
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			　リルラはやっと安心できたのか、すぐに眠ってしまった。

			　エレナもいつも通り寝付きが良かった。

			　しかし、この状況をアヤが見たら、何を言われるか。

			　きっと、フライングボディプレスをしてくるに違いない。

			　俺もそろそろ寝るか。

			　そう思った矢先、リルラが右腕に抱きついてきやがった。

			　怖い夢を見ているらしく、顔を強張らせて小刻みに震えている。

			　左手でリルラの頭を撫でてやるとやっと落ち着いたらしく、幸せそうな顔をして大人しくなった。

			　やっと眠れる。そう思って左手を戻す。

			　ところが、今度はエレナが左腕に抱きついてきた。

			　また、身動きが取れなくなってしまった。

			　まあ、エレナだから許すけど。

			　身動きは取れないけど、今度こそ、もう寝るぞ。

			　すると、今度はリルラがまた、ブルブルっと震えた。

			　もう、いい加減にしてくれよ。

			　リルラの方を見ると、暗闇のなか、リルラと目が合った。

			「どうしたリルラ、寝てたんじゃなかったのか？」

			「あの……あのだな……」

			「なんだ？」

			「……お手洗いに、行きたくてだな……」

			「ん？　俺に断る必要はないだろ？」

			「あの、あの……もし、お前もお手洗いに行きたいのなら、一緒に……付き合って……やっても……いいのだぞ？」

			　回りくどくて、何が言いたいのかさっぱり分からん……。

			「俺は別に大丈夫だ」

			「いや、だからな、ゴブリンはトイレの穴から襲ってくるという話があってだな……」

			　俺もそんな話をどこかで聞いたことがある……。どこで聞いたんだっけかな？

			「近くにゴブリンはいないから、大丈夫だ」

			「もしかして、万が一、ということも、あるかもしれんではないか」

			　なるほど、怖いから付いてきてほしいのか……。子供かよ！

			「勘弁してくれよ、俺はもう眠いんだ」

			「お、お願いだ。な、何でも、言うことを聞くから……も、漏れてしまう……」

			　仕方ないな～。

			　俺はエレナの抱きついている左腕を何とか外し、寝ているエレナの頭をナデナデしてから、リルラと共にベッドから這い出た。

			　廊下に出てみると、完全な真っ暗闇だった。これじゃトイレが怖いのも無理もない。

			「光よ！」

			　リルラは【光の魔法】を使って、真っ暗な廊下を明るくした。

			　そういえば、リルラは【光の魔法】を使えるんだったな。

			　リルラは、もじもじしながら廊下を進む。トイレは遠いのかな？

			　リルラの【光の魔法】は集中力が足りないらしくゆらゆらと揺れてしまって、映しだされた廊下を変な雰囲気にしてしまっている。

			　リルラの足取りはさらにもじもじとするようになり、集中力を維持できなくなったらしく、ついに【光の魔法】が消えてしまった。

			「きゃぁ！」

			　自分の【光の魔法】が消えてしまったことに驚き、リルラは俺の腕を力いっぱい掴みながら、その場に座り込んでしまった。痛い痛い！

			　仕方がないので、俺が【白熱電球】魔法で廊下を照らしだした。

			「す、すまない……」

			　昼間のように明るくなったことでリルラも冷静さを取り戻し、やっとトイレの前にまでたどり着いた。

			　しかしリルラは、俺を女子トイレの中に引きずりこもうとする。

			「ちょ、待て、俺はここで待ってるから」

			「こ、個室の、ドアの前。ドアの前でいいから、そこで待っててくれ。お願いだ」

			　お前は『妖怪・女子トイレ引きずり込み女』かよ！　そんな妖怪いないけど！

			「お願いだ、もう、も、漏れてしまう……」

			　リルラは涙目になりながら、俺を引きずり込もうとしてくる。

			　こんなところを、誰かに見られたらどうするんだ。

			　しかし、俺は……その妖怪に引きずり込まれてしまった。

			「そこにいてくれ、おねがいだ」

			　仕方がなく、俺がそこで立っていると、中から音が聞こえてきた。

			「き、聞くな！　耳を塞いでくれ！」

			　俺はあきれ顔で待つことにした。

			「セ、セイジ様！　こんなところで、何をなさっているんですか!?」

			　あちゃー、エレナに見つかってしまった。ど、どうしよう。

			「あー、あれだ、リルラが、トイレからゴブリンが襲ってくるかもしれないっていうから、見張っているんだ」

			「エレナ様、申し訳ありません。私がお願いして……」

			　リルラ、ナイスフォロー。

			「そ、そうですか、私はてっきり……」

			『てっきり』なんだよ！

			「セイジ様、私も使いたいのですが、よろしいですか？」

			「じゃあ、俺は外に出てるよ」

			　俺は女子トイレの前で、２人の用が済むのを待つ羽目になった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌朝、リルラの部屋で朝食を食べていた。

			　すると、兵士が１人、慌てた様子で入ってきた。

			「報告いたします。偵察部隊が、ゴブリンの集団を発見しました！　現在の進行速度から推測しますと、昼ごろにはこの街に到達する見込みです」

			「わ、分かった。兵士と冒険者たちに状況を知らせて、防衛の準備を始めなさい」

			「はい、了解しました」

			　兵士が慌ただしく出ていく。

			　リルラは残りの朝食を食べようとして、手が震えてナイフを落としてしまった。落としたナイフを拾おうとして、また落としてしまっている。

			　そんなに怖いのか。

			　そんな様子を見かねたエレナがリルラに近づき、怯えるリルラの顔を自分の胸のあたりでぎゅっと抱きしめる。

			「大丈夫ですよ、私とセイジ様がついてますから」

			　そう言ってリルラを抱きしめながら、頭をナデナデしてあげている。

			　ずるいぞリルラ、許すまじ！

			　

			　やっと落ち着きを取り戻したリルラと共に戦いの準備をし、宿屋を後にした。

			　宿屋から出ると、そこには街の人々が心配そうに宿屋を取り囲んでいた。

			「ほら、リルラ。街の人を安心させるために、何か一言、言ってやれ」

			　俺が、小声で耳打ちすると、リルラは覚悟を決めてみんなの前に立ち、高らかに宣言した。

			「私の名前は『鉄壁のリルラ』！　ライルゲバルト貴族連合騎士団長の娘だ！　この街は、私の『鉄壁』の名にかけて守ってみせる！　街の者たちは、安心して避難所で待っておれ!!」

			「「おー!!」」

			「鉄壁のリルラ様が、俺たちの街を守ってくださるぞ！」

			「オークも全滅させたリルラ様なら、ゴブリンごとき楽勝だ！」

			　町の人々は、口々にリルラを褒め称え、声援を送っていた。

			　きょとんとするリルラと共に、俺たちは声援の中を堂々と進んでいった。

		

	
		
			１０４　リルラのイケブ防衛

			　

			　町の人々に見送られて着いた先は、街の北側の出入り口前の広場。

			　兵士１００人、冒険者50人が集まっていた。

			　全員バッチリ気合が入っている。

			　ゴブリンたちがいつ来るかを事前に知らされていたことで、心構えができたのだろう。

			　全員、街の外へ移動して、出入り口を守るような陣形を取った。

			　陣形は△の形になっていて、最前列をリルラ、俺、エレナ。

			　その後ろを、リルラが率いる１００人の兵士たち。

			　その左右を冒険者たち。中心部分は、魔法使いや弓兵、それと回復魔法師たち。

			　兵士や冒険者たちは、自ら最前線に立つリルラの堂々とした背中を見つめて、奮起している。

			　しかし、俺とエレナはリルラの泣きそうな横顔を、すぐ横から見ていた。

			　エレナとは事前に話し合っていたのだが、今回はリルラと兵士たちに花を持たせることにしていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しばらくすると、遠くに見える森からゴブリンたちがわらわらと出てきた。

			　リルラは体をビクッとさせ、心配そうに横にいる俺を見つめてきたが、俺が大丈夫だと頷いてみせると頷き返した。そして、気合を入れなおして、正面を向き直す。

			　俺はゴブリンたちが弓と魔法の射程に入ったのをマップで確認し、リルラに耳打ちする。

			「弓兵部隊！　魔法使い部隊！　撃ち方始め!!」

			　リルラの号令で、弓兵と魔法使いが攻撃を開始する。

			　相手は普通のゴブリンなので、それだけでどんどん倒せている。

			　しかし、それでも撃ち漏らしもあり、ゴブリンとの距離も徐々に近づいてくる。

			　そろそろゴブリンの先頭集団が、リルラのところに到達しそうだ。

			　俺は【クイック】を、リルラや兵士たち１人ずつにかけていった。

			「セイジよ、ゴブリンの動きが急に遅くなった気がするのだが、どうしてだろう？」

			　さすがに気がつくか。上手くごまかしておこう。

			「たぶん……戦いの高揚感がそうさせてるんじゃないかな？」

			「なるほど、そういうことか」

			　リルラはゴブリンの動きの遅さにすっかり自信を取り戻し、とうとう目の前まで到達した先頭のゴブリンを自慢の細剣で一刀両断にした。

			　ゴブリンはリルラが手強そうだと分かり、横に回り込んでくる。

			　しかし、そいつらは両サイドの冒険者たちによって片付けられた。

			　ゴブリンは弱く、俺の【クイック】のおかげもあって順調に倒していった。

			　

			　しばらく間断なく戦っていると、ゴブリンに混じってホブゴブリンが登場し始めた。

			　しかし、俺の【スロウ】とエレナの【水の魔法】で動きを弱らせ、リルラや兵士たちが次々と倒していく。

			　数名ほどケガ人が出ているが、後方で回復魔法師に治療してもらい、すぐさま前線に復帰できている。

			　思った以上に善戦している様子で、兵士たちの士気も高い。

			　それに、疲れるどころか、逆に全体的に動きが良くなってきている。

			　楽勝ムードで部隊全体が調子づいて来ていた時、

			「グオー！」

			　森から、巨大なゴブリンが姿を現した。

			　プリンスではない、しかしホブゴブリンよりデカい。しかも鎧(よろい)で身を固めている。

			【鑑定】してみると、『ゴブリンジェネラル』と出た。

			　そんなのもいるのか。

			　ジェネラルは、一直線にリルラに向かってくる。

			　リルラも、真っ向から迎え撃つ気だ。

			　ちょっとヤバそうなので、【魔力強化】からの【スロウ】で、強めのスロウをかける。

			　その直後、ジェネラルの初撃がリルラを襲う。俺は、リルラが構えている盾と同じ場所に【バリア】を張って、ジェネラルの攻撃を軽減させた。

			　ドオォン！

			　ジェネラルの強烈な一撃を、リルラが自慢の『ミスリルの盾』で受け止めた。

			　しかし、リルラは少し辛(つら)そうな顔をしている。

			　相手はジェネラルだ。バリアで軽減させたとはいえ、その攻撃を真っ向から受け止めたことで、少しダメージを食らったのだろう。

			　俺はミスリル剣で素早くジェネラルの足を攻撃し、さらに相手の動きを鈍らせる。

			　リルラが受けたダメージは、エレナが素早く回復していた。

			　ジェネラルは２撃目を叩き込もうと剣を振り上げる。

			　しかし、その瞬間を狙いすまして、リルラの細剣がジェネラルの右肩を貫いた。

			　ジェネラルは一瞬たじろんだが、そのまま無理やり攻撃を振り下ろす。

			　しかし、足の踏ん張りもきかないうえに肩もやられて力がこもらず、ひょろひょろとした２撃目になってしまっている。

			　スパンッ！

			　リルラは、そんな攻撃を盾で弾き飛ばした。

			　攻撃を弾き飛ばされたジェネラルは、バランスを崩している。

			　一瞬無防備となったところを、リルラの細剣が襲いかかる。

			　ジェネラルは鎧(よろい)の上から胸や腹を滅多突きにされ、そのまま後ろ向きにぶっ倒れた。

			　リルラの細剣……鎧(よろい)を貫通するとか、すごい攻撃だな。

			「「うおー！」」

			　ジェネラルを倒したことで、部隊の士気がさらに高まった。

			　勢いづいた兵士たちは、ゴブリンたちを破竹の勢いで倒し尽くしてしまった。

			「「やったぞー!!」」

			　ゴブリンの勢いが止まり、勝利に沸く兵士と冒険者たち。

			　俺はリルラに耳打ちをすると、リルラが大声で叫ぶ。

			「新手が来るぞ！　気を引き締めなおせ!!」

			　兵士と冒険者たちは一瞬で静まり返り、森の方を注視する。

			　ドドドド。

			　地響きとともに、森が揺れ、新たなゴブリンの軍勢が湧き出してきた。

			　しかも、今度の集団はホブゴブリンが多く、ゴブリンジェネラルも10匹ほど混じっている。

			　それを見た兵士や冒険者たちは、少しおじけづいていたが、

			「うおぉー!!」

			　テンション爆上げ中のリルラが雄叫びを上げると、表情を引き締めて応戦の構えをとった。

			　しかし、さすがにこの量は捌(さば)き切れない。

			「エレナ、いっちょ頼む」

			「はい、セイジ様」

			「【魔力強化】【雹(ひよう)】！」

			　エレナの氷系範囲攻撃が炸(さく)裂(れつ)し、ホブゴブリンのほとんどが凍りづけになった。

			　しかし、ゴブリンジェネラルは氷漬けのホブゴブリンを破壊しつつ、前進を止めていない。

			　ジェネラルたちは俺たちを囲むように陣形を広げ、リルラに２匹、兵士たちに６匹、左右の冒険者たちにそれぞれ１匹ずつ、分かれて突撃してくる。

			「【スロウ】【スロウ】【スロウ】……！」

			　すべてのジェネラルに【スロウ】をかける。

			　さらに、【クイック】が切れてしまった人たちにも【クイック】をかけ直していく。

			　ＭＰがキツイ！

			　後衛の弓兵と魔法使いチームも10匹のジェネラルにそれぞれ攻撃し、少しながらもダメージを与えている。

			　各地で10匹のジェネラルとの激しいぶつかり合いが開始された。

			　激しいぶつかり合いを物語るように、ジェネラルとの戦いで、何人かケガ人も出てきている。

			「エレナ、ケガ人のほうを頼む」

			「はい！」

			　エレナを後ろに下がらせ、回復魔法師の支援に行かせる。

			　俺は、リルラに襲ってきた２匹のうちの１匹を、ミスリルソードで真っ二つにした。

			　リルラは１対１で何とか持ちこたえている。

			　リルラはスキルレベルが上がって、急に強くなっているみたいだ。

			　リルラは大丈夫そうなので、支援を後まわしにして、ジェネラルに押され気味のところを優先して【ウォータージェット】で攻撃し、支援をしていく。

			　一番外側で戦っていた冒険者たちが、真っ先にジェネラルを倒した。

			　そして、手の空いた者たちが左右から兵士たちの支援を開始した。

			　ケガ人は出ているものの、エレナがどんどん治しているので問題はなさそうだ。

			　兵士たちのほうはあらかたケリが付きそうなので、俺はリルラの支援に戻ることにした。

			　ジェネラルはリルラを攻撃しようとしていたのだが、俺のミスリルソードがジェネラルの右手をスッパリと切断する。

			　その隙に、リルラの細剣が、ジェネラルの喉を貫いた。

			　喉を貫かれたジェネラルは、体をヒクヒクと痙攣させ、膝から崩れ落ちた。

			　10匹のジェネラルは、すべて倒した。

			　そして、その直後だった。

			　喜ぶ暇も、息をつく暇もなく、そいつは、登場した！

		

	
		
			１０５　伝説の鉄壁

			　

			　ゴブリンプリンスだ！

			　他のゴブリンたちが全滅してから登場とか、頭おかしいんじゃないのか？

			　大きさは昨日のプリンスよりもさらにデカくて筋肉も隆々で、代わりに頭が悪そうだった。

			　ドスンドスンと、地響きを立ててゆっくり近づいてくるゴブリンプリンス。

			　これはもう、一軒家が迫ってくるような感じだ。

			　兵士と冒険者たちが浮足立つ。

			　全員腰が引けてしまっていて、少しずつ後ずさりしてしまっている。

			　リルラはクルッと振り返り、細剣を高々と掲げて叫んだ！

			「全員、退却!!」

			　兵士と冒険者たちは「待ってました」とばかりに、わき目もふらずに退却し始めた。

			　まあ、仕方ないか。ここまでよく頑張った。あとは俺たちで……。

			　しかし、退却を指示したリルラは足をガクブルさせながら、その場にとどまっていた。

			　足がすくんで逃げられないのかと思いきや……リルラはプリンスの方を向き直り、盾と細剣を構え直した。

			　まったく、足が震えているくせによくやるぜ。

			　俺とエレナは、リルラに続いて武器を構えた。

			　プリンスに【スロウ】をかけ、俺たち３人に【クイック】をかけ直したところで、プリンスの持つ斧がリルラに向かって振り下ろされた。

			【バリア】を張って威力を殺したが、リルラの構える盾に斧がヒットする。その時、リルラの体の全体から、軋(きし)むような、嫌な音がした。

			　激しい苦痛に、顔を歪ませるリルラ。

			　エレナは即座に、リルラの傷と体力を【回復魔法】で回復させる。

			　プリンスの斧とリルラの盾が激突する音を聞いた何人かの兵士が、何事かと振り返る。

			　そして、それを目撃した兵士が、１人また１人と立ち止まり、その場に立ち尽くし始めた。

			　幾度となく繰り出される斧と、それを受け止めるリルラの盾。そして、即座にダメージを回復させるエレナ。

			　俺はその隙にプリンスの後ろに回り込む。そこはプリンスの体がじゃまになって、兵士や冒険者たちからは見えない場所だ。そして、プリンスの背中をメッタ斬りにした。

			　俺のメッタ斬りにより、プリンスの攻撃は弱くなっていった。徐々に、【バリア】なしでもリルラが受け止められるほどになる。

			　背中を攻撃されて怒り狂うプリンスはついにブチ切れ、俺を攻撃しようと体ごと振り返る。

			　しかしそこに俺はもういない。動作が遅すぎるのだよ。

			　無防備に振り返ったことで、リルラに背中を晒(さら)すことになってしまったプリンス。

			　ここぞとばかりに繰り出したリルラの連続攻撃が、プリンスの背中に何度も突き刺さる。

			　たまらず、プリンスはリルラの攻撃に吹き飛ばされるように、ぶっ倒れた。

			　プリンスのぶっ倒れる音は、まるでビルが崩れ落ちるような、すさまじい音だった。

			「「うおぉー!!」」

			　後ろから湧き上がる歓声に何事かと振り返ってみると、50歩ほど離れた位置に兵士たちが立ち止まっていて、リルラに向かって歓声を上げていた。

			　冒険者たちは、さらに離れた１００歩ほどの位置でこちらを見ていた。

			　リルラは、肩で息をしていた。

			　そして、俺に向かってにっこり微笑んだが、俺がまだプリンスの方を向いて武器を構えているのを見て、リルラもプリンスを睨みつけた。

			「グウォーーー！！！」

			　ぶっ倒れていたプリンスは雄叫びを上げて立ち上がり、怒りに狂った目でリルラを睨みつけてきた。リルラも負けじとプリンスを睨み返す。

			「グオー!!」

			　プリンスは再び雄叫びを上げると、斧を持つ手に力を込める。斧が怪しい光を放ち始めた。

			　何か技を仕掛けてくるつもりか!?

			【警戒】魔法が『危険』を知らせている。これはまずい。

			　俺がプリンスに向かってダッシュすると、リルラも追いかけるように俺に続いた。

			　しかし、それを狙いすましたかのように、近づくリルラに向けてプリンスの怪しく光る斧が振り下ろされた。俺はとっさに【電撃拳】を放ち、プリンスの攻撃を止めようとする。

			　しかし、斧は慣性の法則に基づいて、そのままリルラに向かってしまった。

			【バリア】も張ったがそれも突き破り、リルラが構えるミスリルの盾に激突した。

			　ものすごい衝撃音が辺りに響く。

			　リルラは膝をついたが、しかし盾はプリンスの斧をしっかりと受け止めていた。

			　よく見ると、リルラの盾も何やら光に包まれている。

			　なにかしらの盾スキルを使用したのだろう。

			　それでも受け止めた衝撃で、リルラの体はあちこちから血が流れ出ている。体力が大きく削られているのは、誰の目にも明らかだった。

			　エレナは急いでリルラの体力を回復させていた。

			　プリンスはやっと【電撃拳】のしびれから立ち直り、追撃を仕掛けようとしてくる。

			　しかし、体力の限界からか足が前に出ない。プリンスもまた、膝をついてしまった。

			　そこへ、エレナに体力を回復してもらったリルラがすっくと立ち上がり、立ち上がれずにただ睨みつけているだけのプリンスに向かって細剣を構え、力を込める。

			　リルラの細剣が、薄っすらと光をまとう。

			　次の瞬間！

			　プリンスの額に、リルラの細剣が深く突き刺さった。

			　プリンスはそのままゆっくりと仰向けに倒れ、完全に動かなくなった。

			「「うおぉぉーー！！！」」

			　遠巻きに見ていた兵士たちから大歓声が上がり、大挙してリルラのもとへ駆け寄ってくる。

			　リルラは集まってきた兵士たちに、

			「撤収！」

			　と叫ぶと、そのまま前のめりに倒れて、意識を失ってしまった。

			　俺がとっさに抱えたので地面との激突は避けられたが……。

			　ダメージと回復を何度も繰り返し、精神的にもかなり限界に来ていたのだろう。

			　ちょっと無理をさせすぎてしまった……。

			　俺がリルラをお姫様抱っこで抱えると、兵士たちがザッと道を開いてくれて、俺たちはその間を街へ向かって歩いた。

			　街に入ると、街の人々が道の両側に並び、意識を失っているリルラと兵士や冒険者たちに、惜しみない拍手を捧げた。

			　その後、ゴブリンプリンスの軍勢に襲われたイケブの街を、たった１５０人で守りぬいた英雄として、リルラの名は長く語り継がれることになったという。

		

	
		
			１０６　ゴブリンキングの行方

			　

			「い、一緒に寝てもいいか？」

			　祝勝会も終わり、俺がイケブの街の宿屋の自分の部屋でくつろいでいると、リルラが夜這いをかけてきた。

			「悪いけど、今日はこれから出かけるからダメだ」

			「これから？　こんな時間からどこへ行くのだ？」

			「ちょっと野暮用だ」

			「そ、そうか……」

			　俺は、これからゴブリンキングの居場所を探しに行く予定なのだ。

			　リルラにキングのことを話したら、またビビってしまいかねないので言わずにいた。

			　とは言っても、リルラは今回の戦闘でかなりレベルアップしている。

			〈ステータス〉

			名前：リルラ・ライルゲバルト　職業：姫騎士　年齢：17

			レベル：25

			ＨＰ：１４５４　ＭＰ：７５８　力：１１３　耐久：１１８　技：97　魔力：85

			スキル

			【光の魔法】（レベル：２、レア度：★★★）

			【肉体強化魔法】（レベル：３、レア度：★★）

			【剣術】（レベル：４、レア度：★）

			【盾術】（レベル：４、レア度：★★）

			　

			　レベルが25に上がって、光の魔法、剣術、盾術が軒並み上がっている。

			　闘技大会の時はまだ肉体強化魔法を覚えていなかったが、あのあとで覚えたのだろう。

			　しかし、『職業：姫騎士』ってなんだよ！

			　姫でもないし、馬にも乗ってないし！

			　……『姫騎士』とは、きっと概念的なものなのだろう。

			　前は『職業：貴族令嬢』だったはずなのに、いつ変わったのだろう？

			　ついでに俺のレベルは38、エレナは29になっていた。

			　エレナはさらに肉体強化魔法がレベル３に、氷の魔法がなんとレベル５になっていた！

			　なにか言いたげなリルラを、自分の部屋に送り届けたあと、俺は１人で夜の森へと向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　まずは【瞬間移動】でスカベ村に飛び、そこから東に目指して夜の森を【電光石火】で駆け抜ける。しかし、その森には、ゴブリンもオークもほとんどいない。

			　結局ニッポの街の近くまで来てしまったが、ゴブリンキングは見つからなかった。

			　しかし、馬車で４日ほどもかかる道のりを４時間で踏破してしまった。【電光石火】恐るべし。代わりにＭＰは、モリモリ減るけどね。

			　俺はいったんスカベ村に戻って他の方角も調べた。

			　結局、北も西も合計４時間ほど調査したが見つからず、スカベ村の周辺を諦め、イケブの街に戻って、そこから西の方角を調べた。

			　夜が薄っすら明けようとしていた時、俺はついに見つけた。ゴブリンキングだ！

			　他にもプリンス１匹、ジェネラル１００匹、ホブゴブリン１０００匹、通常のゴブリンは１万匹ほどもいる！

			　さすが、キングが率いる部隊だけあって、数が半端ない。

			　シンジュの街に集結している軍と、直接やりあえるほどの戦力だ。

			　しかし、なぜこんなところにいるんだ？

			　これまでゴブリンプリンス率いる部隊は、２回とも北から攻めてきていた。

			　つまり、ゴブリンたちの住処は北にあるはず。

			　キングの部隊も北から来たのだとしたら、この場所を通って、どこに向かっているのだろう？

			　ゴブリンキングの意図が分からない。

			　俺は【夜陰】を使って、ゴブリンキングに近づいた。

			　キングはデカかった!!　３階建てのビルくらいの大きさだ。

			　今なら殺れそうだったが、嫌な予感がするので止めておいた。

			　こっそりとキングに【追跡用ビーコン】を付けて、俺は帰還した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　イケブの宿屋に戻ると、俺の部屋のベッドでなぜかエレナとリルラが抱き合って寝ていた。

			　この２人は、いったいナニをしているんだ？

			　仕方がないので、寝袋を出して床で寝ることにした。ていうか、眠いんだよ。

			　ちょっとだけウトウトしたと思ったら、誰かが俺のほっぺをつんつんしてきやがった。

			「いつ帰ってきたんだ、こんな場所で幸せそうな顔で寝て」

			　ん？　誰だ？　眠いからほっておいてくれよ。

			「どうせ遅くまで女遊びでもしていたのだろう。そんなに胸の大きな女がいいのか？」

			　何を言っているんだ？　誰だか知らんが、静かに寝かせておいてくれよ。

			「私だって、寄せて上げれば……」

			「あー！　うるさいな！」

			　文句を言いながら目を開けて見ると、リルラが自分の胸をモミモミしながら、驚いて目を点にしていた。

			「あ、セ、セイジ……お、お、起きて、いたのか!?」

			「もう、眠いんだから静かにしてくれよ」

			「あ、あ……ふん！　女遊びなんぞしてるから、こんな目に遭うのだ」

			「女遊び？　そんなコトするわけないだろ。俺は一晩中ゴブリンキングの捜索をしてたんだ！」

			「え？　ゴブリンキング!?」

			　あ、内緒にしておこうと思っていたのに、思わず言っちゃった。まあいいか。

			「ああ、そうだよ。見つけたが、この街には向かってないみたいだから、大丈夫だぞ」

			「そ、そうか、それは良かった。胸の大きな女と遊んでいたのではないのだな？」

			「なんだそれ？」

		

	
		
			１０７　戦争の行方

			　

			　仮眠から目が覚めると、もう昼だった。

			　リルラとエレナは、なぜか俺の部屋で仲良くお茶をしていた。

			　ゴブリンキングに付けておいた追跡用ビーコンを確認すると、キングはさらに南下していた。どこまで行くんだ？

			「あ、セイジ様、おはようございます」

			「セイジ、やっと起きたか。おはよう」

			「ああ、おはよう」

			　なぜ俺の部屋にいるのかという疑問はさておき、俺は２人にゴブリンキングの動向について説明した。

			「……というわけで。ゴブリンキングはイケブの街の西の森を絶賛南下中なのだ。２人はこの動きについてどう思う？」

			「も、もしかして、イケブの街を西から襲うつもりでは!?」

			「いや、それはないだろう。もうイケブの街を通り越してしまっている」

			「セイジ様。もしかして、ゴブリンキングは魔族の街を目指しているのでは？」

			「魔族の街？　確か、シンジュの街の西にあるんだっけ？　そうか、なるほど。人族と魔族を戦わせて、その隙に両方の街を占領する作戦か」

			「セイジ様。そのことを魔族の方々に教えて差し上げれば、戦争は回避できるかもしれません」

			　それほど甘くはないとは思うけど、俺はエレナに頷いてみせた。

			「よし、それじゃあ、俺たちは戦争を止めに行くか」

			「はい、セイジ様！」

			　俺はエレナの手をとって、【瞬間移動】しようとしたのだが……。

			「ま、待ってくれ。私も、連れて行ってくれ」

			　リルラが真剣な目でそう言ってきた。

			「ダメだ」

			「な、なぜだ、私が弱いからか？」

			「リルラ、お前は十分強くなった。だからこそ、この街を守っていてくれ」

			「だが、この街には兵士たちもいる。私がいなくても十分街を守れる」

			「リルラ。街を守るというのは、魔物を退治することだけではない。お前がいて守ってくれているということが、この街の人々の心の支えになるんだ」

			「街の者たちなどどうでもいい、私はお前を……お前や、エレナ様やお父様を、守りたいんだ」

			「いいか、よく聞け。魔族やゴブリンキングとの戦いに出向いた時、『帰るべき街が占領されるかもしれない』などと心配していたのでは、思う存分動くことができなくなってしまう。しかし、リルラが守ってくれている……そのことが、この戦争に参加するすべての人たちにとって、心の支えになるんだ」

			「私が、心の支え……」

			「そうだ、街の人たちだけじゃない。お前の父や他の貴族、兵士たち、冒険者たち、俺やエレナだって」

			「はい！」

			　エレナも俺の話に頷いている。

			「セイジやエレナ様も……」

			「そうだ。守ってくれるか？」

			「……分かった、私は、この街を守る」

			「ありがとう」

			　リルラと、しっかり握手を交わし、俺はエレナと共にシンジュの街へ【瞬間移動】した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　シンジュの街に到着すると、街全体がピリピリしていた。

			　もうすぐ戦争が始まるのを、兵士たちは肌で感じているのだろう。

			　俺はゴブリンキングの動向を報告しに、ロンドのところへ向かった。

			　ロンドのキャンプに到着すると、顔パスでロンドのところへ案内してくれた。

			　ここでも兵士たちが慌ただしく準備をしている。

			「ロンド様、エレナ姫様とセイジ殿がお見えです」

			「なに！　よく来た、入ってくれ」

			「ようロンド、ずいぶん慌ただしいな。そろそろ戦争が始まるのか？」

			「ああ、もう出陣しているところもある。俺たちのところは、明日出陣だ」

			「もうそんな状況なのか」

			「ああ、お前は今まで何をしていたのだ？」

			「スガとイケブの街を、守りに行っていた」

			「守りに!?　そ、それでどうなったんだ？」

			　俺は、スガとイケブの状況をロンドに説明した。

			「リルラってあの、鉄壁のリルラか？」

			「ああ、今じゃすっかりイケブの街の英雄だ」

			「なるほど、あの街を鉄壁のリルラが守っているのなら安心できるな」

			「それで、本題なのだが……」

			「本題？　今の話が本題ではなかったのか？」

			「本題は、ゴブリンキングを見つけたので、その報告だ」

			「ゴブリンキングだと!?　その情報はライルゲバルト殿にも聞いていただかなければ！」

			　俺はロンドに急かされながら、ライルゲバルトのところへ案内された。

			　ライルゲバルトはエイゾスの屋敷を徴収し、臨時の軍本部を設置していた。

			「なに!?　リルラがイケブの街を守った!?」

			　ライルゲバルトは、リルラが街を捨てて逃げてくるものと思っていたらしい。

			「てか、本題はそれじゃなくて、ゴブリンキングの動向なのだが」

			「なに!?　ゴブリンキングだと!?」

			　何度も驚きすぎだよ。

			「ゴブリンキングはイケブの街の西の森を、南に向かって移動中だ。エレナの話では、魔族の街に向かっているのではないか、ということらしい」

			「なるほど、魔族が街を守りに後退したところを一気に攻めれば、かなりの戦力を削ることができそうだな」

			「おいおい、魔族と本気で戦争するつもりなのか？」

			「この好機を逃す手はないだろう？」

			　このオッサン、戦いのことしか考えていないらしい。

			「ゴブリンキングが魔族の街を襲うと決まったわけじゃない。もし、ゴブリンキングと魔族が手を組んでいたら、どうするつもりだ？」

			「そ、それはまずいな」

			　判断はライルゲバルトに任せることにして、俺たちは軍本部を後にした。

			　

			「なあ、セイジ、お前はこのあとどうするつもりだ？」

			　軍本部を出たところで、ロンドが話しかけてきた。

			「冒険者ギルドに行って、志願兵になるつもりだ」

			「なに？　なぜわざわざ志願兵になるんだ？」

			「土のマナ結晶を参拝したかったのだが、志願兵にならないと参拝できないと聞いてな」

			「マナ結晶参拝は俺のほうで手配してやるから、俺の部隊に入らないか？」

			　なんか男に誘われるのは、若(じやつ)干(かん)嫌ではあるが……。

			「場合によっては、勝手に動かせてもらう場合もあるが、それでもいいか？」

			「ああ、それでいい」

			「分かった、それじゃあ、よろしく頼む」

			　俺とロンドが握手をしていると、エレナが急に割り込んできた。

			「私も、参加させてください！」

			「え!?　エレナ様が戦争に参加するなど、とんでもない！　エレナ様は、この街でお待ちになっていてください」

			　まあ、普通はそうだよな。

			「いいえ！　今回、戦争に至った責任は王族にあります。私だけ安全なところで見ているなど、できません！」

			　ロンドの奴、エレナの真剣さに面食らっていやがる。

			「……分かりました、エレナ様は私の側にいてください」

			「俺は？」

			「セイジは、魔法使い部隊に参加してくれ。あそこなら、ある程度自由に動けるだろう」

			「魔法使い部隊!?」

		

	
		
			１０８　恋しいアヤ

			　

			　俺は、エレナやロンドと分かれて、魔法使い部隊の人たちに会いに向かっていた。

			　案内されたテントには、４人の女性がいた。

			「こちらの４人が魔法使い部隊の方々です。皆さん、こちらセイジ殿、この方も魔法使い部隊の所属になりました」

			「セイジです。よろしくお願いします」

			　俺を連れてきてくれた兵士が、４人に紹介してくれた。

			「は？　ここは女子だけの部隊じゃなかったのか？」

			　しかし、なんかあまり歓迎されていない雰囲気だな……。

			　20歳くらいのぽっちゃり系の女性が、兵士さんに食って掛かっている。肉食系かな？

			「セイジ殿は魔法をお使いになるということですので、こちらの部隊に配属になります。それでは、私はこれで」

			　兵士さんは逃げるように去っていった。

			　なんか変なところに配属になってしまった……。

			「お兄さんは、何の魔法が使えるの～？」

			　巨乳が喋った！　……違った。18歳くらいだろうか、巨乳の女性が話しかけてきた。

			「【氷の魔法】を少々」

			　とりあえず当たり障りのないように、氷の魔法使いということにしておいた。

			「氷!?　見せて見せて！」

			　ずっと寝ていた16歳くらいの女の子が、飛び起きて食いついてきた。

			　あ！　よく見ると、この人ネコミミだ！

			「あ、はい」

			　俺は、ネコミミに目移りしながら【氷生成】をやってみせた。

			「あなたって、すごいのね～」

			　巨乳さんが獲物を狙う目で俺に迫ってきた。

			「あ、ありがとうございます」

			「まあ、あたしたちほどじゃないけどね」

			　ぽっちゃり系の人が対抗心むき出しの顔でそう言った。

			　なんかこの部隊、疲れるな～。

			「ところで皆さんのお名前をお聞きしてもいいですか？」

			「そういえば名乗ってなかったな。それじゃあ、リーダーのあたしから。あたしは、レイチェル。土の魔法使いだ」

			「次は私ね～。私は、ミーシャ。水の魔法使いよ～」

			「私は、カサンドラ。風の魔法使い」

			　なるほど……ぽっちゃり肉食系が、レイチェルで土。

			　巨乳さんが、ミーシャで水。

			　ネコミミが、カサンドラで風か。

			　あれ？　もう１人は？

			　俺がもう１人の奥の方で小さくなっている女の子を見ていると、リーダーのレイチェルがその子を紹介してくれた。

			「ああ、そいつか。そいつは、あたしたちの奴隷のヒルダだ。一応、火の魔法が使えるって言うんで、みんなで金を出し合って買ったんだが……薪(まき)に火をつけるくらいしか使えなくて、もっぱら雑用をさせてるんだ」

			「ひ、ヒルダです」

			　ヒルダは12歳くらいで、十分な栄養をとれていないらしく、痩せていた。

			　なんか……火の魔法使いの扱いって、こんな感じなのだろうか。

			　かわいそうだが、俺はとやかく言える立場にはないから、どうしょうもない。

			　挨拶はこれくらいにして、俺は逃げるようにロンドのところへ戻ってきた。

			「セイジ、魔法使い部隊はどうだ？」

			「別に単独行動しててもいいんだよな？」

			「まあ、そうなのだが……あいつら、ニッポの街から連れてきた冒険者なのだが、扱いづらくてな。暇な時でも、奴らの面倒を見てくれよ」

			　やはり、そういう魂胆か。

			「善処する」

			「それはそうと、今日の宿は決まっているのか？　決まっていないなら、こちらで寝床を用意したので使ってくれ」

			「いや、俺は妹を迎えに行くので、寝床は不要だ。エレナも来るだろ？」

			「はい」

			　今日は金曜日。

			　そう、アヤも明日からゴールデンウィークなのだ。

			「そうか……妹というのは、あの闘技大会で優勝した、あの子か？」

			「ああ、そうだ」

			「あの子は……その、い、許嫁とか、いたりするのか？」

			「は？」

			　なに言ってるんだ？　こいつ。

			「ああ、そうか。平民には許嫁などの風習はないのだったな。では、こ、恋人とかはいるのか？」

			「さあ、そんな話は聞かないが、それがどうした？」

			「そうか、そういう相手はいないのか。そうかそうか」

			　もしかしてロンドの奴、アヤに気があるのか!?

			　あんなのの、どこがいいんだか。

			　俺たちは、恋心に燃えるロンドを放っておいて、【瞬間移動】で日本へ帰還した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あ！　兄ちゃん、エレナちゃん!!」

			　俺たちが帰宅すると同時に、アヤが俺たちにタックルを仕掛けてきた。

			「ぐほ！」

			　このタックルの威力！

			　俺じゃなかったら死んでいたぞ。

			「どうしたアヤ、何か良いことでもあったのかい？」

			　俺はアロハシャツを着たおっさん風にそう言った。

			「１週間も１人っきりで、退屈だったのよ！」

			　翻訳すると……。

			『１週間もお兄ちゃんに会えなくて、寂しかったよ～、ふぇ～ん』

			　と、こうなる……わけないか。

			「１週間って、そんなに経ってないだろ」

			「だいたい１週間でしょ！　私の体感的には、１億万年くらいだよ！」

			「億万年などという単位は存在しないぞ……って！　顔を俺の体にスリスリするのをやめろよ」

			「兄ちゃん、何だか知らない女の匂いがする」

			「知らない女？　さっき、魔法使い部隊とかいう、女性４人組の部隊に挨拶しに行ったけど……。よく匂いだけで分かるな、って！　いつまでスリスリしているんだ！」

			「マーキングしてんの！」

			　まったく、なんだって言うんだ。

			　アヤの考えていることはよく分からん。エレナも笑ってるじゃないか。

			　この姿をロンドに見せてやりたいよ。そしたらロンドも、きっと目が覚めるだろうに。

			　その後、アヤはエレナをバスルームに連れ込んでイチャイチャしまくった挙句、俺の作った夕食をハイテンションで食いまくり、食い過ぎで動けなくなってエレナに介抱されていた。

			　夜は夜で、俺の部屋にエレナを連れてドカドカ入り込み、俺のベッドを占領してテコでも動かないので、仕方なくアヤとエレナは俺のベッドに寝かせ、俺は寝袋で眠った。

			　俺は、もう疲れ果てて、ぐっすり眠ってしまったのだが。

			　なぜか、エレナとアヤに『ほっぺちゅー』される変な夢を見てしまった。なぜに!?

		

	
		
			１０９　土のマナ結晶

			　

			　翌日目が覚めると、アヤとエレナが俺のベッドで抱き合って寝ていた。

			　アヤはそんなに人恋しかったのか？

			　まあ、慣れない東京で数日とはいえ１人で過ごしたのだから、ある程度はしょうがないか。

			　朝食の準備をしていると、アヤとエレナがやっと起き出してきた。

			　３人で朝食を食べながら、アヤが抜けたあとの状況を説明した。

			１．イケブの街へオーク襲来。

			　今から考えてみると、これはあとからくるゴブリンプリンス部隊の先遣隊だったと思われる。

			　戦力を分散させるとか、愚の骨頂だな。

			２．シンジュの街での、スラム街の騒動。

			　奴隷を助けた話をしたら、アヤに「なんで１人もらわなかったのか」と怒られてしまった。

			　人権擁護団体から抗議されるぞ！

			３．スガの街に、ゴブリンとオークの混合部隊が襲来。

			　今のところ、あの時のプリンスが一番手強かった。

			　ちゃんとオークも手なずけていたし、隠し球に魔物玉まで使ってきたし。

			４．イケブの街に、ゴブリン部隊が襲来。

			　街の人たちが安心できるように、街に駐留するリルラの部隊にわざと活躍させたことが面倒臭かったけど、敵は、それほど強くなかった。

			　プリンスも力押しだけだったし。

			　最後に、ロンドがアヤに好意があるらしいと伝えたのだが……。

			「ロンドって誰だっけ？」だそうだ。ロンド、どんまい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺たちは準備を終え、【瞬間移動】でシンジュの街にやって来た。

			　ロンドのキャンプに着くと、すでにテントの片付けを始めていた。

			「ようロンド、もう出陣するのか？」

			「ああ、そうだ。お前も早く出陣の準備を……あ、あ、アヤさん！　こ、こんにちは」

			　ロンド、声が裏返っているぞ。

			「あ、どうも」

			　おい、アヤ、もうちょっと何かあるだろう！

			「ロンド、出発の前に『土のマナ結晶』に参拝したいのだが、いいか？」

			「え、ああ、そうか。急いで行ってきてくれ」

			　俺たちはロンドの部下に案内されて、『土のマナ結晶』のところにやってきた。

			　ついに土魔法か……ネット小説とかだと土魔法はチートなことが多いから楽しみだな。

			　俺たち３人は、黄色く輝く土のマナ結晶に手を添えた。

			　マナ結晶から光が溢れだし、その光は３人の体に入っていった。

			　やった！　３人共ゲットだ！

			【鑑定】してみると、アヤとエレナはレベル１。俺はレベル３で【土の魔法】を習得していた。

			「３人共、習得できたみたいだ」

			「ほんと？　私はレベルいくつ？」

			「アヤとエレナは、レベル１だ。ちなみに俺は、レベル３だけどな」

			「セイジ様すごいです！」

			「なんで兄ちゃんばっかり、いつもレベル高いの？」

			「ちゃんと勉強してたからだよ」

			「勉強か～」

			「私も、もっと勉強したいです！」

			　土魔法の習得を大いに喜んでから、俺は魔法の詳細に関して確認した。

			〈土の魔法〉

			【土コントロール】（レア度：★）

			・土をコントロールできる。

			【石コントロール】（レア度：★★）

			・石をコントロールできる。

			【鉱石コントロール】（レア度：★★★）

			・鉱石をコントロールできる。

			　

			　なんじゃこりゃ！

			　コントロール系の魔法ばっかりじゃないか！

			　レベルが上がると、硬いものをコントロールできるようになる感じか？

			　とりあえず今は魔法の試し撃ちをする時間がないので、ロンドのところに戻ることにした。

			　

			　ロンドのキャンプに戻ると、兵士たちが慌ただしく荷造りをしていた。

			　ロンドは、それを見ながら、戻ってきた俺たちに話しかけてきた。

			「どうだった？」

			「どうとは？」

			「土の魔法は習得できたのか？」

			「ああ、できたよ」

			「おお、それはおめでとう。ところで、誰が習得したんだ？」

			「３人共習得できたよ」

			「は？　３人共？」

			　こんなに驚かれるとは……。

			　魔法を習得できる確率って、思ったより低いのかな？

			　ロンド部隊の出陣の準備が終わるまで、俺たちは土魔法でいろいろと遊んでいた。

			　エレナはキャンプの設営でできた穴の埋め戻し作業を手伝い、アヤは土でダビデ像を作って遊んでいた。

			「アヤさん、素晴らしいです！」

			　ロンドはアヤのダビデ像を褒めちぎるが、アヤはそんなロンドを鬱陶しそうに無視していた。

			　しばらくして、アヤがダビデ像の股間部分を作り始める前に、出陣の準備が完了した。

			　ロンドが兵士たちに対して出陣の合図を出すと、２０００人ほどのロンド部隊は少し急ぎ気味に進軍を開始した。

			　俺は、アヤ、エレナと分かれて、魔法使い部隊の４人と一緒に歩いていた。

			　なぜかロンドが俺をアヤから遠ざけようとするのだ。なぜなんだろう？

			　魔法使い部隊は、奴隷の子に荷物を全部持たせて手ぶらで歩いていた。

			　奴隷の子は小さく痩せた体で、一所懸命に大きな荷物を運んでいる。

			　うーむ、見てられない……。

			「荷物半分持とうか？」

			「い、いえ、これは、私の仕事ですので」

			　うーむ、どうしたものか。

			　ここは、リーダーのレイチェルに直談判してやる！

			「おーい、レイチェルさん」

			「なんだ、新入り」

			「新入りか……。俺は新入りなんだから、荷物を半分持とうか？」

			「荷物ならヒルダが持ってるから気にするな」

			　そのヒルダが気になるから、持とうって言ってるんだけど？

			「まあ、先輩方のお役に立ちたいな～と思って、持たせてくださいよ」

			「まあ、別にいいぞ。変な奴だな」

			　俺はヒルダの持っていた荷物を８割方受け取ると、それを担いで歩き出した。

			「ほう、新入りのくせに力持ちじゃないか」

			「ういっす！　お役に立つっす！」

			　俺が元気よく歩いていると、後ろから小さい声が聞こえた。

			「あ、ありがとう、ございます」

		

	
		
			１１０　巨乳さんの暴走

			　

			　その日は１日かけてナカ平原を進軍し、夕方近くになってやっと前線キャンプへと到着した。

			　前線キャンプに到着と同時に、俺のマップの２ヶ所に反応が現れていた。

			　１つは、ゴブリンたち。

			　ゴブリンキングは北の森のなかで止まっている。そこが奴らのキャンプ地なのだろう。

			　また、ゴブリンの一部がこちらに近づいてきているのも分かった。おそらく、こちらの様子をうかがうためだ。

			　もう１つは、『魔王軍』と思われる集団。

			　こちらの貴族連合軍と同じ１万ほどの軍勢が、ナカ平原の西に陣取っているのが分かった。

			　貴族連合軍の他の部隊はすでに前線キャンプに到着していて、１万５０００人近い兵士や冒険者たちがひしめき合っていた。そこでは、商魂たくましい商人たちが商売をし、ギルドの出張所が開設され、慰安所なども作られていて、さながら１つの街のようだ。

			　俺は、魔法使い部隊の４人と共に、この部隊に充てがわれたテントにやってきた。

			「ここが、あたしたちのテントか。新入り、さっさと荷物を運び入れな」

			「はーい」

			　俺はヒルダと共に、運んできた荷物をテントにしまいこんだ。

			「さて、俺はちょっと用事があるので、しばらく離れますね」

			「ん？　さっそく慰安所で女でも抱くのか？　なんなら、そこのヒルダを貸してやろうか？」

			　レイチェルはニヤニヤとした表情で、笑えない冗談を言ってくる。

			「違いますよ。ちょっとロンドのところへ行ってくるだけです」

			「ロンド？　ロンドって、ロンド・ウォーセスター様のことかい？」

			「ええ、そうです」

			「ロンド様が、あたしたちみたいな冒険者に会ってくださるわけないだろ」

			「いや、ロンドとは知り合いなので、ちょくちょく会ってますよ」

			「え!?　ロンド様とお知り合い！！？」

			　巨乳さん、もとい、ミーシャさんが食いついてきた。

			「ええ、妹がロンドと一緒に行動してますし、何度も会って話したことはありますよ」

			「どういう経緯で知り合いになったの!?　私も紹介して！」

			「闘技大会に出場したら、ロンドも出場してたのがきっかけです」

			「ん？　闘技大会でロンド様が出場したっていったら……。新入り、お前の名前なんだっけ？」

			「やだなー、レイチェルさん、忘れちゃったんですか？　俺の名前は、セイジですよ」

			「セイジ!?　セイジっていえば、あの化け物槍使いが大暴れした時に、その化け物を倒して優勝したっていう、黒髪の剣士の名前……。お前、本当にあの、セイジなのか!?」

			　なんか、変な感じで話が広がっちゃってるみたいだ……。

			「確かに、決勝戦で槍を使う人と戦って、優勝しましたけど……」

			「マジか！　お前、けっこうすごい奴だったんだな」

			「ねえ、セイジ様～」

			〝様〟!?

			　巨乳さんが、なんか媚びてきている！

			「私を～ロンド様に～紹介してくれないかしら～」

			「べ、別にいいですけど……」

			「やった～♥」

			　俺は巨乳さんに腕に抱きつかれ、困惑していた。

			　レイチェルさんはあきれ顔。

			　カサンドラさんは静かだと思ってたら、もう寝ていた。

			　俺はミーシャさんに抱きつかれながら、ロンドのところへ向かった。

			「セイジ、魔法使い部隊のほうはどうだ？　あれ？　そちらの女性は、たしか……」

			「ロンド様、私は～魔法使い部隊所属の～ミーシャです～♥」

			「ああ、たしかそんな名前だったな」

			「新入りのセイジくんが～ロンド様にお会いしたいって言うので～連れてきました～♥」

			　なんか、ミーシャさんの口調がうざく感じるのは、俺だけだろうか？

			　ミーシャさんは、ロンドの隣にいたアヤとエレナをキッと睨みつける。

			　そしてロンドに近寄って、媚を売り始めた。

			　ロンドは助けを求めるような目で俺を見てきたが、俺は無視してやった。

			　アヤとエレナは、そそくさと俺の横にやってきた。

			「と、ところで、話とは、なんだ？」

			　ロンドはミーシャさんに擦り寄られながら、毅然とした態度を一生懸命に保ちつつ話を進めた。すごいぞロンド、素晴らしい精神力だ！

			「魔族とゴブリンの数と位置が分かったので、報告しておこうかと思って」

			「なに!?」

			　ロンドはミーシャさんを押しのけて、地図を取り出しテーブルの上に広げた。

			　俺はその地図で、それぞれの軍の位置関係を説明した。

			　我々、貴族連合軍は１万５０００。

			　魔王軍は１万５０００で、ゴブリンキングには気づいていない様子。

			　ゴブリンキング軍は１万で、どちらにも気づかれていないと思っている、と思われる。

			　ゴブリンキング軍は位置関係から見て、漁夫の利を得ようとしているんじゃないかな？

			「なるほど、この情報は役に立つ。ライルゲバルト殿に報告しに行こう。悪いが、俺とセイジ以外はここで待っていてくれ」

			　ロンドは俺を連れて、逃げるようにライルゲバルトのところへやってきた。

			　残ったあの３人、ちゃんと仲良くできるだろうか？

			　心配だ……。

			　

			「……という状況です。ライルゲバルト殿」

			「なるほど。ゴブリンキングがそのような位置にいるとは……これは何かしら対処が必要だな」

			「ライルゲバルト殿、冒険者たちをそちらに向かわせてはいかがでしょう。冒険者であれば、森の中の行動にも慣れておりますし」

			「なるほど、ではそうしよう」

			　話し合いの結果、各部隊に分散配置されていた冒険者たちを集め、ゴブリンキング軍の討伐に向かわせることになった。

			　戻ってくると、アヤとミーシャさんが睨み合っていた。エレナが２人をなだめようと、あたふたしている。

		

	
		
			[image: p_148.jpg]
		

	
		
			「アヤ、なにやってんだ！」

			「兄ちゃん、この女が悪いんだよ！」

			「なんですって！　この泥棒猫!!」

			「ふ、２人とも、ケンカは良くないです。仲良くしましょう」

			　どうしてこうなった！

			「どうせあんたも、ロンド様が目的なんでしょ！」

			「あんたと一緒にしないでよ！　ロンドなんて好みじゃないし！」

			「きー！　ロンド様の悪口は許さないわよ!!」

			　俺と一緒に帰ってきたはずのロンドは、なぜかどこかに消えていた。

			　あいつ、逃げやがった。

			　俺は、暴れまくるミーシャさんをなんとかなだめて、魔法使い部隊のテントに送り届けた。

			　もうすぐ戦争が始まるというのに、この人は何を考えているんだか……。

		

	
		
			１１１　開戦

			　

			　翌朝、俺とアヤはエレナに出発の挨拶をしていた。

			「エレナ、行ってくる」

			「エレナちゃん、行ってきます」

			「セイジ様、アヤさん……。やっぱり、私も行きます。連れていってください」

			「ダメだ。今回エレナは冒険者としてではなく、姫としてこの戦争に参加している。そう、簡単に動ける立場じゃないだろ？」

			「は、はい」

			「それじゃあ、魔力のロッドを貸してくれ。それを使って、エレナの分まで戦ってくるから」

			「はい、分かりました」

			　俺はエレナから魔力のロッドを受け取り、アヤと共に集合場所へと向かった。

			　集合場所に行くと、２０００人の冒険者が集合していた。

			「おい、新入り。こっちだ」

			「これは、レイチェルさん」

			　レイチェルさんが、魔法使い部隊の皆さんを連れてきていた。

			　巨乳のミーシャさんは、相変わらずアヤと睨み合いをしている。

			　眠そうなネコミミのカサンドラさんと、大量の荷物をまた持たされているヒルダも来ていた。

			「ところで、新入り。隣の女は誰だ？　お前の女か？」

			「妹ですよ」

			　俺はアヤを魔法使い部隊の皆さんに紹介したのだが、アヤはヒルダが荷物持ちをさせられていることを気にしているようだった。

			　しばらくして冒険者たちが集合を終えたところで、ライルゲバルトが登場した。

			　ライルゲバルトは朝礼台のような物に上がり、冒険者たちに語りかけた。

			「冒険者の者たちよ、私は、ライルゲバルトである。これから今回の作戦を説明するので、よく聞くように」

			　ライルゲバルトは、ゴブリンの部隊が森にいることを伝え、冒険者たちに討伐を命じた。

			　しかし、ゴブリン軍のなかにキングがいることを黙っていやがる。

			　そんな大事な情報を秘密にしたまま、戦わせようというのか！

			　なんてひどい奴だ!!

			「細かい作戦は、ロンド・ウォーセスターが指示する」

			　ライルゲバルトに指名され、ロンドが朝礼台に上がった。

			「キャー、ロンド様かっこいい～」

			　ミーシャさん、うるさいですよ！

			「私はロンドだ。これから細かい作戦を指示する。まずは、レイチェル。こっちに来てくれ」

			「え!?　あたし!?」

			　急に呼ばれたレイチェルは、緊張した面持ちで朝礼台に上がってきた。

			　なぜかミーシャとカサンドラも、レイチェルに付いてきてしまっている。

			　君たち呼ばれてないぞ！

			「おお、すげえ巨乳だ！」

			　冒険者たちからミーシャさんへの声援（？）が飛び、ミーシャさんは気を良くして投げキッスで応戦している。……本当になにしに来たんだか……。

			「ごほん！　この者たちは、我が軍の魔法使い部隊だ。このなかで魔法による戦闘経験のある者は、一時的にこの部隊に所属して動いてもらいたい」

			　冒険者たちのなかから30人ほどの魔法使いが選抜され、魔法使い部隊に編入された。

			「今回のゴブリン軍は、とにかく数が多い。まずは、魔法使い部隊の魔法で数を減らし、他の者たちは撃ち漏らしを個別に撃破してほしい」

			　アヤもこの部隊に所属することになった。

			「現場での指揮は……。レイチェル、君が指揮を頼む」

			「あ、あたし!?　わ、分かった」

			　レイチェルさんが、冒険者たちのリーダーかよ！

			「それでは皆の者、出撃するのだ！」

			　ライルゲバルトの号令とともに、冒険者たちはゴブリン討伐に向けて出撃した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「しかし、あたしが、この部隊のリーダーとはね～」

			「いつも私たちのリーダーしてるんだから平気でしょ？　私もロンド様に良いところを見せるんだから！」

			「ところで、リーダー」

			「なんだい新入り」

			「勝てなさそうな強敵が現れたら、どうするんですか？」

			「はぁ？　冒険者が２０００人もいて、ゴブリンに勝てないわけないだろ」

			「上位種がいるかもしれないじゃないですか？」

			「カサンドラ、ゴブリンの上位種ってなんだっけ？」

			「えーと、ゴブリン、ホブゴブリン、ゴブリンジェネラル、ゴブリンプリンス、ゴブリンキングかな」

			「ジェネラル辺りが出てきたら、けっこうヤバイかもね」

			　ジェネラルでもうダメなのか。

			　俺はすっかり一般人の感覚が分からなくなってしまっているのだな～。

			「じゃあ、ジェネラルが出てきたら退却だな」

			「どっちの方角に退却するんですか？」

			「そりゃあ、本陣の方に……って、それはダメか」

			　レイチェルさんは、考え込んでしまった。

			「兄ちゃん、魔王軍の方に逃げるのは？」

			　アヤが横から話に割って入ってきた。

			「アヤ、なぜそっちに逃げる必要があるんだ？」

			「ＭＰＫだよ、兄ちゃん」

			「おい、新入り、その『えむぴーけー』ってなんだ？」

			　モンスター・プレイヤー・キラーって意味だけど……。どう説明するかな～。

			「あー、えーと、魔物をおびき寄せて、敵にぶつける作戦のことです」

			「いいじゃないかそれ」

			「失敗すると、ゴブリンと魔王軍に挟み撃ちにされますよ？」

			「あー、やっぱり、その作戦はなし！」

			　そんな話をしながら森の中を進んでいると、偵察部隊からゴブリンを発見したとの報告が入った。

			「さて、どんなふうに戦うかな？」

			　レイチェルさんはあんまり考えてなさそうなので、ここは俺がいろいろと提案してしまおう。

			「リーダー、ここはいっちょ、派手にやりましょうよ」

			「派手に？　どうしてだ？」

			「貴族たちは、安全な平野で高みの見物としゃれこんでいるんですよ？」

			「だから？」

			「地味にゴブリンを倒して戻ったって『ああ、そうか』くらいで終わりでしょ？　高みの見物をしている奴らに、本当にすごい魔法を見物させてやろうじゃありませんか！　そしたら、追加報酬がもらえるかもしれませんよ」

			「それはいいな……。あ、やっぱりダメだ。そんな派手にやったら、魔力が持たないだろ」

			「そこは俺に任せてください。魔力を回復できるいいものがあるんです」

			「なんだと!?」

			　俺は飴(あめ)玉を取り出し、レイチェルに１つ食べさせた。

			「あ、甘い！　これは魔力が回復しそうだ！」

			「でしょ？」

			「こんなすごいもの……使っていいのか？」

			「たくさんありますから大丈夫ですよ」

			「よし！　これがあるなら、いっちょ派手にやるか!!」

			　俺は魔法使いたちに飴(あめ)玉を３個ずつ配り、残りをヒルダに持たせた。

			「ヒルダ。この飴(あめ)を預けるから、魔力が減ってきた人がいたら、君が配ってくれ。よろしくな」

			「は、はい」

			「じゃあ、君も１つ食べてみろ」

			「いいんですか？」

			　おれは、一番甘い飴(あめ)を１つ、ヒルダの口に放り込んだ。

			「あ、甘いです!!　ほ、ほっぺが、落ちちゃいます！」

			「よろしく頼んだぞ」

			「はい！」

			　こうして準備が整った頃、斥(せつ)候(こう)部隊が数十匹のゴブリンを引き連れて戻ってきた。

			「魔法使い部隊、撃ち方始め!!」

			　こうしてゴブリンと冒険者たちとの小競り合いが始まった。

			　後に『ナカ平原の戦い』と呼ばれることとなる戦いが、幕を開けた瞬間であった。

		

	
		
			１１２　ゴブリンvs冒険者

			　

			　斥候部隊が連れてきた数十匹のゴブリンは、レイチェルさんが土の魔法ででかい落とし穴を作り、カサンドラさんは迂回してきた敵を突風で吹き飛ばして落とし穴に叩き込み、ミーシャさんが落ちたゴブリンを水攻めにしていた。

			　だが、そうは言っても、戦っているのは普通のゴブリンばかりで、攻撃過剰もはなはだしい。

			「いやー、魔力の残りを気にせず思いっきり魔法を使えるって、気分がイイな」

			「レイチェル～、敵が弱くて物足りないよ～。せっかく魔法使い放題なのに～」

			「そうだなミーシャ。おーい、斥候部隊の人たち！　今度はもっと多めにゴブリンを連れてきてくれ」

			「了解しました！」

			　冒険者たちはレイチェルたちの魔法を見て、尊敬の念を抱いたらしく、斥候部隊の人たちはレイチェルの指示に素直に従っていた。

			　レイチェルたちが飴(あめ)で魔力を回復させ終わった頃、斥候部隊が１００匹ほどのゴブリンを連れて戻ってきた。

			　今度はゴブリンだけではなく、ホブゴブリンも３匹ほど混じっている。

			「お、上位種がいるぞ！　ミーシャ、カサンドラ、例の攻撃行くぞ！」

			「は～い」「分かった」

			　ミーシャさんが大量の水を作り出し、カサンドラさんが竜巻でゴブリンたちを水ごと巻き上げ、最後にレイチェルさんが巻き上げられ、もがき苦しむゴブリンたちに、大量の石つぶてを叩き込んでいった。

			　３人の連携攻撃で８割ほどの敵をやっつけたのだが、３人とも魔力が切れてしまい、倒しきれなかったホブゴブリンと残りのゴブリンは、他の冒険者たちに任せることにした。

			「ヒルダ、飴(あめ)くれ」

			「はい！」

			「ヒルダ、こっちも～」「私も」

			「はい!!」

			　ヒルダは、元気よくみんなに飴(あめ)を配っていた。

			「兄ちゃん、私たちは手伝わないの？」

			「手伝ってもいいけど、目立たないようにひとつの属性だけしか使っちゃダメだぞ」

			「えー、めんどくさい」

			「仕方ないだろ」

			「分かったよ～」

			　俺とアヤは、２人共【氷の魔法】でチマチマと冒険者の加勢をした。

			　ホブゴブリンを１匹ずつ分断して複数人が取り囲み、他の魔法使いたちが魔法で攻撃することで、なんとか倒すことができた。ケガ人が少し出てしまったが、回復魔法師もいるので、飴(あめ)を舐めつつ治療をしてもらっていた。

			　戦闘が終わると魔力がきれる者も何人か出て、ヒルダは飴(あめ)を片手に戦場を駆けまわっている。

			　しばらくして斥候部隊が、今度は２００匹のゴブリンを連れて帰ってきた。

			「すいません！　ちょっと多めです!!」

			　レイチェルさんたちがさっきの連続攻撃を加えたが、その攻撃を避けてくる敵が何匹かいたため、俺とアヤも氷魔法の範囲攻撃をぶち込んで数を減らしていった。

			　普通のゴブリンはそれでほとんど壊滅したのだが、ホブゴブリンが10匹ほど生き残ってしまった。

			「俺も加勢に行く」

			「兄ちゃん、私も行く」

			　俺は魔力のロッド、アヤは日本製ナイフを持って、ホブゴブリンに突撃した。

			　アヤは冒険者たちの隙間を縫って一番右のホブゴブリンから近づき、次々に首をはねていく。

			　俺は、アヤとは逆の、一番左のホブゴブリンから近づき、魔力のロッドを握りしめ、南南西の方角に仰角45度の角度で殴り飛ばしていった。

			　俺が殴り飛ばしたホブゴブリンは勢い良く飛んでいき、はるか遠くに消えていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　２００匹の敵を全滅させたところで、いったん休憩することになった。

			　ヒルダは休憩中だというのに俺のところにわざわざやってきて、飴(あめ)を手渡してくれた。

			「ありがとう」

			　俺が飴(あめ)を持ってきてくれたヒルダの頭をナデナデしていると、にっこり微笑む。
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			「兄ちゃん、鼻の下伸びてる」

			「伸びてないやい！」

			　そんな他愛もない話をしていると、マップ上でこちらに近づいてくる集団を感知した。

			「来たか！」

			「兄ちゃん、何が来たの？」

			「魔王軍の一部がこっちに近づいてきている」

			「え!?　それって、ヤバイんじゃないの？」

			「レイチェルさん！　魔王軍がこっちに近づいてきています！」

			「なんだって!!」

			「近づいてくる魔王軍は約３０００。南南西の方角から、近づいてきています。このままだと挟み撃ちになってしまうので、東の方向に離れたほうがいいと思います」

			「よし分かった！　みんな、聞いてくれ！　魔王軍がこっちに近づいてきている！　東の方向に、いったん離れるよ!!」

			「「おう！」」

			　レイチェルさんの号令で、冒険者たちは東へ移動を開始した。

			「兄ちゃん、南南西の方角って、さっき兄ちゃんがホブゴブリンを殴り飛ばしてた方角だよね？」

			「ああ、あれは、魔王軍に対する釣り餌だよ」

			「釣り餌？」

			「森の中で魔法による派手な戦闘が行われていて、さらに、そっちからホブゴブリンが殴り飛ばされてきたら、誰だって気になるだろ？」

			「それじゃあ、魔王軍とゴブリンを戦わせて、私たちは高みの見物するの？」

			「……いや、魔王軍と一緒にゴブリンキングを倒す！」

		

	
		
			１１３　魔王軍と冒険者軍団

			　

			　冒険者軍団は、東に向かって移動していた。

			　しばらくして、後ろの方から魔法の炸(さく)裂(れつ)したり武器同士がぶつかったりする戦いの音が聞こえてきた。

			「レイチェルさん！　後ろから戦ってる音が聞こえます」

			「ああ、魔王軍とゴブリンが戦ってるのか？」

			「多分、そうだと思います」

			「そうか。あたしたちにとっては両方とも敵だが、彼らもまた、敵同士なのか……」

			「そうみたいです」

			　これで魔王軍とゴブリン軍が裏で手を組んでないことが分かったな。

			　手を組んでいたら、かなりヤバかったんだが……。

			　しかし、魔王軍ってどんな奴らなんだろう？

			「じゃあ、魔王軍の動きを注意しつつ、ゴブリン討伐を再開させるか！」

			「はい！　それじゃあ、俺が魔王軍の偵察に行ってきますよ」

			「お前が偵察に行くのか？」

			「任せてください」

			「分かった、行ってこい」

			　さーて、魔族ってどんな奴らなんだろうな～。

			　俺は期待に胸を膨らませて、偵察任務に出発した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　魔王軍とゴブリンが戦っている現場が見える位置までやってきた。

			　魔族は姿だけとってみれば、普通の人間だった……。

			　違うところがあるなら、それはおでこに小さめの角が付いているくらいだ。

			　ユニコーンの角を短くした感じ。

			　戦いを見てみると全員魔法が使えるようで、身体能力的にも人族より強いみたいだ。

			「○△◇×……!!」

			　ん？　魔族の１人が俺に気づいたらしく、何か喋っている。魔族の言葉だろうか？

			　俺はさっそく【言語習得】を使ってみた。

			〈言語習得〉

			魔族語を習得します。

			習得レベルを選択してください。

			・レベル１（消費ＭＰ：50）片言で話ができる。

			・レベル２（消費ＭＰ：１００）日常会話程度は話ができる。

			・レベル３（消費ＭＰ：２００）スラスラと会話ができ、簡単な文字のみ読める。

			・レベル４（消費ＭＰ：５００）スラスラと会話ができ、日常使う文字が読み書きできる。

			・レベル５（消費ＭＰ：１０００）

			すべての言葉を使って会話ができ、すべての文字が読み書きできる。

			　

			　やった！　魔族語だ！

			　俺はＭＰを１０００消費して、レベル５の魔族語を習得した。

			『隠れている人族は、どうやら偵察らしい』

			『襲ってこないなら放っておけ』

			『了解しました』

			　俺のことを話しているらしい。

			　ここはいっちょ、魔族語で話しかけてみるか。

			『俺は人族の冒険者だ。助けはいるか？』

			『なに!?　言葉が喋れるのか!?』

			『ええ、喋れますよ』

			『それなら話が早い、いろいろ質問に答えろ』

			『はい、なんですか？』

			『少し前に、この辺りでゴブリンと戦っていたのは、お前の仲間か？』

			『はい、今はもうちょっと東の方に移動しています』

			『このゴブリンたちはなんだ？　なぜこんなところにたくさんのゴブリンがいる？　何か知っているか？』

			『ゴブリンキングがこちらの方向に移動しています。こいつらは、その取り巻きです』

			『ゴブリンキングだと！！？』

			　魔族たちはゴブリンキングの名前を聞いて、驚き戸惑っている。

			『もう１つ聞きたいことがある』

			『はい、なんでしょう』

			『人族が兵を集めていたのは魔族に戦争を仕掛けるためではなく、ゴブリンキングの討伐のためだったのか？』

			『ソ、ソウナンジャ、ナイカナ～』（すっとぼけ）

			『そ、そうか……』

			　魔族部隊のリーダーっぽい人が指示を出し、数名が魔族軍の本陣に伝言を伝えに行った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺は偵察を終え、レイチェルさんのところへ帰ってきた。

			「ただいま戻りました」

			「どうだった？」

			「魔王軍と話をつけてきました」

			「話をつけただと!?」

			「ええ、魔王軍がゴブリン討伐に協力してくれるそうです」

			「マ、マジかよ！」

			「マジです」

			　レイチェルさんは戸惑っていたが、真剣な眼差しでレイチェルさんを見つめると、俺のことを信用してくれた。

			「お前ら、よく聞け！　魔王軍がゴブリン討伐に協力してくれるそうだ」

			「「ええええーーーー！！！」」

			「いいか、魔王軍は敵じゃない！　遭遇しても絶対に攻撃を仕掛けたりするんじゃないぞ！　いいな!!」

			　冒険者たちは、ざわざわしているばかりだった。

			「お前ら、分かったら返事をしろ!!」

			「「お、おう！」」

			　レイチェルさんに無理やり返事をさせられた冒険者軍団は、再びゴブリン討伐を再開させた。

			　魔王軍の参戦によって、ゴブリンの戦力が分散されたのか。

			　こちらに来るゴブリンの数が減り、簡単に蹴散らすことができるようになっていた。

			「楽勝だな。こちらから攻めに行くか」

			「「おう！」」

			　レイチェルさん率いる冒険者軍団は、押せ押せムードで進撃を続けていた。

			　そろそろ、魔王軍と鉢合わせするけど……大丈夫かな？

			　冒険者軍団が逃げる数匹のゴブリンを追って森を進んでいると、急に森が開けて見通しのいい場所に出た。

			　冒険者たちが一斉に左を向く。……そして、凍りついた。

			　冒険者たちが開けた場所に飛び出した、ちょうど同じタイミングで、魔王軍もそこへ飛び出してきたのだ。

			　よく見ると、魔王軍のほうもこちらを見て凍りついていた。

			　両軍が凍りつき、沈黙が流れた……。

			　俺は１人で魔王軍の方に歩み寄り、手を上げた。

			　すると、向こうのリーダーさんもこちらに歩いてきた。

			『どうも』

			『さっきの冒険者か。……本当にこちらに攻撃をしてこないのだろうな？』

			『はい』

			『そ、そうか』

			　俺と魔族のリーダーとのやりとりを、両軍とも固唾を呑んで見守っていた。

			『握手をしませんか？』

			『分かった』

			　俺と魔族のリーダーは、手を握り合った。

			　そして、俺はその握り合った手を、高々と掲げた。

			「「おおーー!!」」

			『『おおーー!!』』

			　両軍から歓声が上がる！

			『協力してゴブリンを倒しましょう』

			『おう、よろしく頼むぞ』

			　魔王軍と冒険者軍団。

			　種族を超えた２つの集団が、１つの目的のために手に手を取り合った、歴史的瞬間であった。

		

	
		
			１１４　行ったり来たり

			　

			　右翼を冒険者軍団、左翼を魔族の軍団がそれぞれ務め、魔法使い部隊の４人、俺、アヤと、魔族側のリーダーが、中央で指揮をとっていた。

			　ヒルダは冒険者軍団だけでなく、魔族側にまで飴(あめ)を配りに走り回っている。

			　当初、魔族の人たちは飴(あめ)をもらって戸惑っていたが、リーダーが最初に飴(あめ)を食べてみせると、徐々にみんなも喜んで食べるようになった。

			　飴(あめ)を配っているヒルダは、魔族の皆さんに大いにかわいがられていた。

			　魔族冒険者混合部隊は、破竹の勢いでゴブリンを蹴散らし、進軍していった。

			「まさか、魔族と一緒に戦うことになるとは……」

			『まさか、人族と一緒に戦うことになるとは……』

			　レイチェルさんと魔族のリーダーさんが、同じことを言ってやがる。それぞれドレアドス共通語と魔族語ではあるが……。

			　魔族の人たちは身体能力も魔力も高いのだが、人族とは魔法の使い方が違う。肉体強化魔法を中心として、格闘による攻撃の合間に、接近して魔法をぶつける感じの戦いをしていた。

			　俺が魔族の人たちを観察していると、逆に魔族のリーダーさんが俺に質問してきた。

			『人族は、魔法を使う者と使わない者がいるのか？』

			『はいそうです。魔族の方々は違うのですか？』

			『魔法の使えない魔族は、戦闘に参加しない』

			『なるほど』

			　魔族では、魔法の使える人だけが兵士になるのか。

			　魔族の人たちは、全員同じ戦闘スタイルで戦っている。

			　接近戦、魔法、自分で回復魔法、１人ですべてこなすスタイルだ。

			　人族側は、偵察部隊、防御主体の壁役、前衛攻撃役、弓兵、魔法攻撃役、回復魔法師、ヒルダのような非戦闘の補助役。それぞれの役割が、完全に専門職になっている。

			　魔族のリーダーさんは人族の役割分担について、えらく興味があるみたいだった。

			　そんなこんなで進軍していると、マップ上に良からぬ動きが発生した。

			　良からぬ動きと言っても、前方ではない……後方だ。

			　貴族連合軍の一部が、魔族軍の本陣に向かって進軍を開始したのだ。

			　何やってんだ、あいつら！

			　どうやら、【土の魔法】を習得して足音で位置を判断できるようになってからは、味方の人の位置も、きっちり把(は)握(あく)できるようになったみたいだ。

			「レイチェルさん、俺はちょっとロンドに状況を知らせに行ってきます」

			「そうか、そうしたほうがいいか。分かった、行ってきてくれ」

			「了解です」

			　通訳が一時的にいなくなってしまうが、魔族軍も冒険者たちもお互い戦いに身を置く者同士、ジェスチャーなどである程度の意思疎通ができているので、少しくらいなら大丈夫だろう。

			　俺は急いでナカ平原に戻った。

			「ロンド、どうなってる！」

			「おう、セイジ、すまん。止めたのだが、ブランフォード殿が出撃してしまった」

			　ブランフォードって、あの【鑑定】の魔法が使えるキツネ目の貴族か。

			「ちょっとエレナを借ります。エレナ、手伝ってくれ、あいつらを止める」

			「はい、セイジ様」

			「ちょっ！　まっ」

			　俺はロンドの静止を無視して、エレナを連れて飛び出した。

			「セイジ様、どうやって止めるんですか？」

			「エレナ、雨を降らせてくれ。できれば自然に降ってきた感じで」

			「はい、分かりました」

			　エレナに水属性強化の装備をさせ、雨を降らせてもらった。

			　出撃したブランフォード軍の前方には暗雲が立ち込め、ポツポツと雨が降り始めた。

			　しかし、ブランフォード軍は進軍を止めない。

			「よし、徐々に雨脚を強くしてくれ」

			「はい」

			　雨はだんだんと強くなっていき、ついには土砂降りになった。

			　しかし、それでも進軍を止めない。

			　仕方ない、ここは最終手段だ。

			　俺は、雨雲から雷を落とした。

			　もちろん、なるべく人に当たらないようにした。

			　ブランフォード軍は落雷に驚き、進軍を止めて撤退してくれた。

			「エレナ、すまないが、しばらく雨を降らせ続けていてくれ」

			「はい、分かりました」

			　俺はエレナに雨を降らせてもらっている間に、ロンドを無理やり連れてライルゲバルトのところに押しかけた。

			「ライルゲバルト！　ブランフォード軍を止めろ！」

			「なんだいきなり！」

			「冒険者たちは、魔族軍と共闘してゴブリンを退治している」

			「なんだと！　魔族軍と共闘だと！」

			「ああ。今、こっちで魔族軍と戦いが始まれば、魔族軍と共闘している冒険者たちに影響が出てしまう。せめて冒険者が戻るまでは待ってくれ」

			「分かった。ブランフォードを呼び戻せ」

			　俺はあとのことをライルゲバルトに任せて、エレナのところに戻った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「エレナ、ありがとう。もう大丈夫だ」

			「はい」

			　エレナはかなり頑張って雨を降らせてくれてたらしく、息を乱していた。

			　エレナに和菓子を食べさせていると、今度は魔族冒険者混合部隊のほうに動きがあった。

			　なんと、撤退してきているのだ。何かあったのか!?

			「悪い、エレナ。冒険者たちのほうでも何かあったみたいだ。ちょっと行ってくる」

			「セイジ様、お気をつけて」

			　

			　逃走する魔族・冒険者混合部隊のところへ来てみると、50匹のゴブリンジェネラルと、ゴブリンプリンスに追いかけられていた。

			　逃げる混合部隊のなかにレイチェルさんを見つけて、走りながら話しかけた。

			「レイチェルさん、これはどういうことですか!?」

			「セイジ、戻ったのか。すまない、急にあいつらが襲ってきて……この戦力じゃムリだ」

			「いえ、正しい判断だと思います」

			「しかし、このまま平原に戻ったら、貴族たちになんと言われるか……」

			「じゃあ、俺があいつらの足止めをします。その隙に本陣に戻って迎撃態勢を整えてください」

			「お、お前……死ぬつもりか!?」

			「死にはしませんよ。まあ、任せてください」

			「わ、分かった。絶対に死ぬんじゃないぞ」

			「はい」

			　逃げる冒険者部隊から離れ、俺は迎撃態勢をとった。

			「兄ちゃん、私も」

			「アヤ、行けるか？」

			「もちろん！」

			　俺とアヤは、迫り来るゴブリン軍団を、２人っきりで迎え撃とうとしていた。

		

	
		
			１１５　堀からの放流

			　

			　俺とアヤの目の前に、50匹のゴブリンジェネラルが迫ってきていた。

			「兄ちゃん、ちょっと多くない？」

			「アヤ、怖気づいたのか？」

			「だ、だって50匹もいるんだよ？」

			「とりあえず足止めが目的だから、全部倒す必要はないぞ」

			「そうなんだ！　それならなんとかなるかも」

			　俺は地面に両手をついて、【土の魔法】を使った。

			　ゴゴゴゴ！

			「兄ちゃん、何したの!?」

			「堀(ほり)だよ。敵の足止めと言ったら、やっぱりこれでしょ」

			　俺は【土の魔法】を使って、幅と深さが５ｍ、長さ２００ｍほどの堀を作り上げた。

			「でも、兄ちゃん。ゴブリンジェネラルが……堀を、登ってきちゃってるよ？」

			「え!?」

			　ゴブリンジェネラルの体が大きいので、堀を登ってこようとしていた。

			「あわわ、ちょっとタンマ！」

			　登ってきているジェネラルを俺が一所懸命になって突き落としていると、アヤは後ろで笑っていやがる。

			「おいバカ、戦闘中だぞ！　手伝え!!」

			「そうだった。ごめん、ごめん」

			　俺は登ってこようとするジェネラルの対処をアヤに任せ、堀の拡張作業を突貫工事で行った。

			　幅と深さを10ｍに拡張すると、ジェネラルは登ってこれなくなった。

			「ふー、これで何とかなったか」

			「兄ちゃん、堀に落ちなかったジェネラルが、左右から回りこんできてるよ」

			「あわわ！　ちょっとタンマ、タンマ!!」

			　堀の長さをこれ以上延ばすのはムリだ。

			　堀に落ちなかったジェネラルは、全部で25匹。

			　右に10匹、左に15匹回り込もうとしている。

			「アヤ、右の10匹を頼む」

			「了解！」

			　俺は左に回った15匹の前に立ちふさがり、魔力のロッドを構えた。

			　予想外なことに、15匹のジェネラルは俺と戦おうとはせずに、押し通ろうとしていた。

			　俺は、ジェネラルたちを魔力のロッドで殴り飛ばし、１匹ずつ堀に落としていった。

			　なんとか15匹を片付けてアヤの応援に向かうと、アヤはジェネラルを１匹倒していて４匹と交戦中だった。

			　あれ？　あと５匹は？

			　とりあえず交戦中だった４匹を殴り飛ばして、堀に放り込んだ。

			「兄ちゃん、ごめん。５匹ほど逃しちゃった」

			　マップを確認してみると、逃げた５匹はナカ平原の方に移動していた。

			「まあ、５匹くらいなら、あっちでも対処できるだろう」

			　その後しばらく堀に落ちた44匹のジェネラルを見張っていると、肩車で登ってこようとする奴や武器を投げてくる奴、堀の壁を殴ってどうにかしようとする奴……などがいたが、上から水や氷をぶつけて逃げないようにした。

			　

			　しばらく経ってやっと魔族冒険者混合部隊が森を抜けてナカ平原にたどり着いた。

			　しかし、それと同時に逃してしまった５匹のゴブリンジェネラルが追いつき、森を出たすぐの場所で、戦闘が開始されているようだった。マップ上で見る限りだと、ジェネラルの反応がいつまでも消えないので、苦戦しているのだろう。

			　混合部隊は闘いながら、徐々に後退していっていた。

			　しかし、しばらくすると貴族連合軍と魔王軍の本隊から、それぞれ増援が出てきた。

			　増援の中にエレナも混じっているので、おそらくロンドの部隊だろう。

			　よし、これで何とかなりそうだ。

			「アヤ、また何匹かジェネラルを逃がすぞ」

			「分かった、少しずつ逃がしていくんだね」

			「そういうこと」

			　俺は、堀の中をウロウロしているジェネラルたちのなかで、10匹ほど固まっている集団に狙いを定めて、そいつらの左右に石の壁を作り出して閉じ込めた。

			　いったん閉じ込めた場所に、今度は外に通じる階段を作ってやる。

			「ほーら、出ておいで～」

			　10匹のジェネラルは階段を登ってきて、俺たちを警戒しながら、そのままナカ平原の方へ向かっていった。

			「10匹も向かわせて平気なの？」

			「ああ、ロンドの部隊と魔王軍からも少し増援が出てきているから、ぜんぜん平気だ。増援部隊のなかには、エレナもいるし」

			「それなら平気だね」

			　エレナの様子を【追跡】魔法で確認してみる。冒険者と魔族にケガ人が出ていて、エレナはためらいもせずに、両方の部隊のケガ人を治療して回っていた。

			　エレナのこの行動を見たロンド軍と魔王軍の増援部隊は『……ああ、味方なんだ』と瞬間的に理解したようで、ちゃんと両軍が協力して、ゴブリンジェネラルとの戦いに臨む形になった。

			　両軍の増援のおかげで５匹のジェネラルはほどなくして倒され、両軍に安(あん)堵(ど)の表情が広がる。

			「新手だ!!」

			　誰かの叫び声で、その場の全員が森の方を注視する。

			　そして、森から10匹のジェネラルが飛び出してきた。

			　５匹のジェネラルを倒した安(あん)堵(ど)による油断から、迎撃の態勢がまだできていない。

			　ちょっと早く放流しすぎたか!?

			　全体に緊張が走るなか、10匹のジェネラルに無数の氷の玉が降り注いだ！

			　エレナの【雹(ひよう)】魔法だ。

			　ジェネラルを倒すまでにはいたらなかったものの、【雹】魔法のダメージに驚き、ジェネラルたちの前進がほんの少し止まった。

			　その隙に、人族側、魔族側、共に態勢を整えることができた。

			【雹】で弱った10匹のジェネラルは、人族魔族連合軍を前にほどなくして退治された。

			「「やったー！」」

			『『やったー！』』

			　

			「よし、次は15匹行ってみるか」

			「兄ちゃん、ドＳだね……」

			　

			　ロンドはあと35匹ほどジェネラルがいるという情報を聞き、貴族連合軍の本陣にさらなる増援を要請していた。

			　魔族軍のほうも同じように増援を要請していたらしく、次に放った15匹のジェネラルがナカ平原に姿を現した時は、圧倒的な兵数でジェネラルを蹴散らしていた。

			　俺は頃合いを見て、残りの19匹も放流してやった。

			「兄ちゃん、ジェネラルを全部、逃がしちゃったけど……私たちはどうするの？」

			「俺たちは、お客さんのお相手だ」

			　そう言って構えを取った俺たちの前に、ゴブリンプリンスが姿を現した。

		

	
		
			１１６　プリンスの怒り

			　

			　迎え撃とうと構える俺とアヤに、ゴブリンプリンスが迫り来る。

			　プリンスの後ろから、ゴブリンジェネラル20匹、ホブゴブリン２００匹、普通のゴブリン２０００匹が付き従っていた。

			　合計２０００を超す大部隊だ。

			「兄ちゃん、どうすんの!?」

			「ん？　怖いのか？　怖いなら、エレナのところに行くか？」

			「そんなわけないでしょ！」

			　そうこうしている間に、プリンスが目の前に迫ってきた。

			　プリンスは足元の小石をよけるような感じで、巨大な剣を俺に向かって振り下ろした。

			　ガキィン！

			　俺のミスリルソードが、プリンスの巨大な剣を受け止めた。

			　体の小さな人間に、自分の攻撃を受け止められてしまったプリンスは、ビックリして半歩飛び退いた。

			『何だこいつ、普通の人間じゃないのか!?』

			『失礼な奴だな、俺は普通の人間だぞ』

			『しゃ、しゃべったー!!』

			　俺が、ゴブリン語を話したことでさらに驚き、プリンスはもう半歩飛び退いた。

			　後ろから付いてきていたゴブリン集団はプリンスの態度に警戒心を高め、俺たちと少し距離を取りながら取り囲んできた。

			「兄ちゃん、さっきからなんでゴブリンの鳴き真似をしてるの？」

			「鳴き真似じゃないよ。ゴブリン語でプリンスと会話してたんだよ」

			「え!?　ゴブリンって言葉を喋るの？」

			「そうだよ。知らなかったのか？」

			『お前、言葉が話せるくせに、なぜ人間の鳴き真似などをしているのだ！』

			『鳴き真似じゃないよ！　人間の言葉で会話してるんだよ!!』

			『なんだと、人間のその鳴き声は、言葉なのか！！？』

			　まったく、両方とも……。

			『者ども、この人間は俺に任せて、先にいけ！』

			　プリンスが指示を出すとゴブリン集団は俺たちを避け、ナカ平原を目指して進軍を再開した。

			　しかしプリンス、さっきの台詞は死亡フラグだぞ。

			「兄ちゃん、さすがにあの数はマズくない？」

			「あれくらい、何とかしてもらわないと困る」

			『さて、邪魔者は消えた。正々堂々一騎打ちと行こうじゃないか』

			「アヤ、こいつ一騎打ちがしたいんだって。アヤが一騎打ちするか？」

			「私が!?　大丈夫かな？」

			「まあ、いざとなったら助けるから」

			「うん、分かった」

			　俺が後ろに下がり、アヤが１歩前に出る。

			『なんだと！　そのメスが戦うのか!?　我もナメられたものだな』

			　プリンスは、怒りに任せてアヤに剣を振り下ろした。

			　アヤは【突風】魔法でその攻撃を避けると、素早くプリンスの後ろに回り込んだ。

			　攻撃を避けたアヤの体はプリンスのあまりにも大きい剣の陰に隠れてしまい、プリンスは、アヤを一瞬見失ってしまった。

			『アーー!!』

			　いきなりプリンスが悲鳴をあげた。

			　アヤ、いったい何をしたんだ？

			　プリンスが後ろを振り向くと、ケツから血が出ていた……。

			　アヤ、どこを攻撃してるんだ……。

			「うげえ、変なところを攻撃しちゃった」

			　アヤは、俺のところに戻ってきて、【水の魔法】でナイフを洗っている。

			『おのれ！　おのれ！　よくもこんな辱めを!!　生きて帰れると思うなよ！！！』

			　プリンスはケツを押さえながら怒り狂っていた。

			「ほら、アヤ。生きて帰さないって言ってるぞ」

			「兄ちゃん、あとでこのナイフ洗ってくれる？」

			「洗ってやるから、ちゃんと戦えよ」

			「分かった」

			　怒りに任せて大振りで攻撃するプリンス。

			　当然アヤにそんな攻撃が当たるわけもなく、攻撃を躱されてはバックを取られ、ケツに更なる追撃を食らっていく。

			『ギヤーーー！！！』

			　プリンスは、とうとう穴が３つになってしまった。

			　縦に３つではなく、横に３つだが……。

			　足がフラフラになり、もう立っているのもやっとと言う感じだ。

			「ほら、遊んでないで、ちゃんとトドメを刺せよ！」

			「だって、お尻以外は、鎧(よろい)が邪魔で攻撃する場所がないんだもん」

			　プリンスは、四つん這いの格好で、ケツを押さえたまま、動けなくなってしまっていた。

			　かわいそうに……。

			『くっ、殺せ！』

			　プリンスは、死を覚悟していた。

			「殺せってさ」

			「えー、やだよ、兄ちゃん殺ってよ」

			「俺もやだよ」

			「じゃあ、どうするの？」

			「このまま帰るか」

			「うん、そうしよう」

			『……と言うことで、俺たちは帰る』

			『ま、待て。このまま行くつもりか!!』

			　泣き叫ぶゴブリンプリンスを背に、俺とアヤはナカ平原へ向かった。

		

	
		
			１１７　魔王様

			　

			　プリンスを倒し（？）ナカ平原に戻ってくると、人族と魔族の連合部隊がゴブリンジェネラルと交戦中だった。ホブゴブリンや普通のゴブリンはあらかた倒されていたが、ジェネラルは18匹ほど残っている。

			「アヤ、背後からジェネラルをやるぞ」

			「おうよ！」

			　こいつ妹じゃなくて、本当は弟なのではないだろうか？

			　俺は、弟と……じゃなくて妹とジェネラルの背後を襲った。

			　アヤは例の攻撃が気に入ったらしく、ジェネラルを背後からブスリと、【急所攻撃】をしまくり、哀れなジェネラルたちが悲鳴を上げまくっていた。

			　俺？　俺は、普通にジェネラルの背中をミスリル剣でぶった斬ったりしただけですよ。

			　俺とアヤに背後から攻撃されたジェネラルたちは、次々に倒されていき、最後のジェネラルが倒された時には、アヤの持つナイフがいろいろな汚れで大変なことになっていた。

			「セイジ！　生きていたのか！」

			　俺を見つけたレイチェルさんが、駆け寄って抱きついてきた。

			　ミーシャさん、カサンドラさん、ヒルダも駆け寄ってきて、盛大な歓迎を受けた。

			「全部、配りました」

			　ヒルダは空っぽになった飴(あめ)の袋を俺に差し出してきた。

			　袋は捨ててもよかったのに、大事に取っておいてくれたのか……。

			「ありがとう」

			　俺は飴(あめ)の袋を受け取って、ヒルダの頭をナデナデしてあげた。

			　ヒルダはにっこり微笑むと、また他のところの手伝いに行ってしまった。

			　なんという働きっぷり。１人欲しいくらいだ。

			「セイジ様、おケガはありませんか？」

			　エレナも駆け寄ってきた。

			「ああ、大丈夫だ。あ、そうだ、これを返しておく。ありがとうな」

			　借りていた魔力のロッドをエレナに返した。

			「お役に立ちましたか？」

			「ああ、おかげでゴブリンが何匹も飛んでいったよ」

			　そんな話をしていると、殺さずに放置して来たゴブリンプリンスの反応が急に消えた。

			　そして、ゴブリンプリンスのいた場所にはゴブリンキングの反応が……。

			　キングが、プリンスを殺したのか？

			　キングは、どんどんこちらに近づいてきている。周りには、３０００近い取り巻きもいた。

			「レイチェルさん、まだゴブリンキングが向かってきています。態勢を整えてください」

			「ゴブリンキングだと!?　ど、どうすればいい？」

			「俺は魔族側に伝えてきますので、レイチェルさんはロンドに伝えてきてください」

			「わ、分かった」

			　レイチェルさんはロンドに伝えに走り、俺は魔族側のリーダーさんを探した。

			『よう、セイジ、無事だったのか』

			『よかった、探していたんです』

			『どうした。何かあったのか？』

			『ゴブリンキングが近づいてきています。態勢を整えてください』

			『なに！　ゴブリンキングだと!?』

			『はい、それに３０００匹ほどのゴブリンも引き連れています』

			『分かった、魔王様に知らせに行くから、お前も一緒に来てくれ』

			『え？　魔王様!?　俺もですか!?』

			『ああ、早くしてくれ』

			　俺は、魔族のリーダーさんに連れられて、魔族軍の本陣へと走った。

			　２人で並んで走っていると、リーダーさんが変な顔をしている。どうしたんだろう？

			『セイジ、お前は本当に人族なのか？』

			　リーダーさんが走りながら、話しかけてきた。

			『なぜです？』

			『俺は魔族の中でかなり足が速いほうだ。にもかかわらず、人族のお前がなぜ付いてこられる』

			『まあ、俺も、人族の中ではかなり足が速いほうなので』

			『そ、そうか……』

			　しばらく走り、俺とリーダーさんは魔族軍の本陣にやってきた。本陣の中央に布で囲われている場所があり、その中に入ると一際体の大きな、偉そうな態度の魔族が座っていた。

			『おい、ブンミー。その人族はなんだ？』

			　リーダーさんの名前は『ブンミー』というみたいだ。

			『魔王様、この者は私たちの言葉を理解できる人族です』

			　この人が、魔王様か！　けっこう強そうだな。

			　おでこの角も、他の魔族よりデカくて黒光りしてるし……。

			『ほう、言葉を理解できるのか。おい、人族、名を名乗れ』

			　えらく、高圧的だな。まあ、魔王なんだからこれくらい当たり前か。

			『魔王様、私の名前はセイジです』

			『ほう、セイジというのか。本当に言葉が分かるのだな。それで、ブンミー。この人族を連れてきた理由はなんだ？』

			『はい、魔王様。この者の情報によると、ゴブリンキングが接近しているとのことです』

			『なに！　ゴブリンキングだと!?　それは本当なのか!?』

			　俺は、少し迷ったが、あまりうかうかしてもいられないので、【追跡】魔法でゴブリンキングの映像をその場に映しだした。

			　急に映しだされたゴブリンキングの映像に、周りの魔族たちがどよめき始めた。

			『これは!?　人族の魔法か！』

			『はい、ゴブリンキングを追跡して、姿を確認できる魔法です。これで信じていただけましたか？』

			　魔王は、少し考えて、

			『分かった、俺も出陣するぞ！』

			『魔王様が自ら出陣されるのですか!?』

			『ブンミー、お前でゴブリンキングを倒せるのか？』

			『そ、それは……』

			『ならば、俺が出るしかないだろう』

			『分かりました、私もお供いたします』

			『よし、者ども。全軍出陣だ!!』

			　魔王様、けっこう男気の溢れる人みたいだな。

		

	
		
			１１８　ゴブリンキングの脅威

			　

			　魔王軍の本隊が、最前線に向かって大移動をしていた。

			　俺はその移動する魔王軍の中心にいる。魔王様とブンミーさんも一緒だ。

			『魔王様、やはり私が戦います』

			『ブンミーよ、お前で勝てるのか？』

			『勝てない、かもしれませんが……。ぜひ、私にチャンスをください』

			『まあいいだろう、そこまで言うなら戦ってみよ』

			『はい、ありがとうございます』

			　ブンミーさんは一足先に最前線へと向かって行った。

			『魔王様、それでは俺もブンミーさんの加勢に行ってきます』

			『待て。人族の……セイジとか言ったか』

			『はい、なんでしょう』

			『お前には、まだ聞きたいことがある』

			　俺は魔王様に引き止められ、人族のこと、今回の戦争のことなどいろいろ聞かれてしまった。

			　もちろん、人族側が不利になるような話はしていない。

			『人族の国の名前は、ドレアドス王国というのか』

			『はい、そうです』

			　俺が、魔王様の質問に答えていると……。

			『ゴブリンキングが現れたぞーー！！！』

			　前方から叫び声が上がった。

			　確認してみると、森の木々の上から巨大なゴブリンキングの上半身が見えている。ドシン、ドシンと地面を揺らしながら、平原に姿を現そうとしているのだった。

			　キング以外のゴブリンも森から次々と出てきていて、人族と魔族の連合軍がすでに戦いを始めている。

			『魔王様、もう少し急ぎましょうよ』

			『セイジよ、まあ待て。ブンミーが任せろと言ったのだ。奴が音を上げるまで手出し無用だ』

			　参ったな、加勢に行きたいのに……。

			　ゴブリンキングの登場で、一介の兵士や冒険者たちはわらわらと後退し、キングから距離をとった。その中で、キングの前に立ちはだかる数人の人たちがいる。

			　ブンミーさんと、アヤである。

			　少し距離をおいた場所に、魔法使い部隊の３人とエレナと、ロンドもいる。

			　ブンミーさんはジェスチャーでアヤに下がるように言っているが、アヤは引こうとしない。

			　エレナもロンドに下がるように言われているみたいだが、こっちも引こうとはしないでいる。

			　まったく、２人とも頑固なんだから……。

			　しかし、こうなると余計に加勢に行きたいのだが……。

			　まいったな～。

			『おい、セイジ。あのブンミーの隣にいる女は、何者だ？』

			『あ、あいつは……俺の妹の、アヤです……』

			『なんと！　お前の妹か！』

			　そうこうしている間にゴブリンキングとブンミーさんとアヤたちの戦いが始まってしまった。

			　キングの戦いに巻き込まれないように、取り巻きのゴブリンたちも距離をとっている。

			　外側で取り巻きゴブリンと人族魔族の兵士や冒険者たちが応戦し、その内側でゴブリンキングとブンミーさんやアヤたちが戦っている構図だ。

			　俺は魔王様の一瞬の隙を突いてアヤの近くに【瞬間移動】し、ゴブリンキングに【スロウ】、アヤに【クイック】の魔法をかけて、すぐさま魔王様のもとに戻った。

			　その間、２秒ほど。

			　どうやら魔王様には、気づかれなかったようだ。

			【スロウ】が掛かり少し遅くなったゴブリンキングは、右手に持ったロードローラーほどの大きさのある巨大な棍棒を勢いよく振り下ろした！

			　ブンミーさんが、それを盾で受け止める。

			　大きな地響きとともに、ブンミーさんの足元にクレーターができあがり、ブンミーさんは顔を歪めて、片膝をついた。

			　あぶねー！　死ぬって！

			　その隙に、アヤがキングの後ろに回り込んだ。

			　また、あの攻撃をするつもりじゃないだろうな！

			　キングの後ろに回りこんだアヤは、急所を攻撃しようとするが……あまりの体格差に、急所に手が届かない……。

			　アヤ、ぴょんぴょん飛び跳ねても、届かないものは届かないぞ……。

			　そして、それと時を同じくして、魔法使い部隊の魔法攻撃がキングの顔面に炸(さく)裂(れつ)する。

			　しかし、魔法攻撃もほとんどダメージを与えることができず、一瞬視界を奪っただけだった。

			　その直後、キングの顔が苦痛に歪んだ。

			　キングの肩に、大きな氷の塊が突き刺さっている。

			　おそらくあの氷は、エレナの魔法だろう。

			　キングは苦痛で、少しよろめいた。

			　そして、そのよろめいた足の膝の裏に……アヤのナイフが突き刺さった。

			　キングは自分の足元にアヤがいることに気がつき、後ろ足を蹴りあげてアヤを攻撃しようとしたが……アヤは素早くその攻撃を避けた。

			　キングは足元のアヤを踏みつぶそうと、やけになってストンピングを繰り返している。

			　キングがアヤに気を取られていると、今度は、エレナが飛び出してきた。

			　ロンドはエレナの急な動きに唖然としていた。

			　エレナはブンミーさんに駆け寄り、素早く回復魔法をかけて傷を治してから、踵(きびす)を返して魔法使い部隊のところへ戻ってきた。

			『ほう、あの女たち、いい動きをしている。これが人族の戦い方というものか。しかし、人族は、女のほうが強いのか？　戦っているのは女ばかりではないか』

			『ソンナコトハ、ナイデスヨー』

			　その後もブンミーさんと女性たちの連携はすさまじく（ロンドは空気だが……）、ゴブリンキングの体力を徐々に削っていった。

			『これなら、このままブンミーに任せていても、勝てるのではないか？』

			『そうかもしれませんね』

			　魔王様とそんな話をしていると、ゴブリンキングは翻弄されていることに腹を立て、地団駄を踏み始めた。

			　地団駄といえど、さすがにゴブリンキングの体格だ。

			　地震のように大地が揺れ、最前線で戦っている皆が足を取られていた。

			　ニヤリ。

			　それを見たゴブリンキングは、薄ら笑いを浮かべた。

			　ゴブリンキングは、巨大な棍棒を大きく振りかぶり、力を込め始めた。

			　それと同時に、俺の【警戒】魔法が『危険』を知らせてくる。

			『ブンミーさん！　危ない！　避けるんだ!!』

			　攻撃を受け止めようとしていたブンミーさんは、俺の叫び声を聞いて、とっさにゴブリンキングの振り下ろす棍棒を躱した。しかし、衝突したその攻撃で地面が激しく揺れる。

			　まるで直下型地震が発生したかのようだった。

			　離れた位置で戦っていた取り巻きのゴブリンも人族も魔族も、すべてがその揺れに耐えられず、戦闘を止めてその場に座り込んでしまっている。

			　そんななか、ネコミミ魔法使いのカサンドラさんが急な揺れに足を取られ、転んでしまった。

			　俺の【警戒】魔法が、もう一度『危険』を知らせてくる。

			　とっさに【瞬間移動】でカサンドラさんのもとへ飛んだが、次の瞬間、俺とカサンドラさんの目の前に、大きな岩が迫ってきた。

			　ゴブリンキングが、転んでしまったカサンドラさん目掛けて、足元の大きな岩を投げつけてきていたのだ！

			　もう、間に合わない！
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			　俺はとっさにバリアを張って、ミスリルソードを構えて防御の体勢を取った。

			　しかし、岩はバリアに届くことはなかった。

			　バリアの前には大岩を受け止めたブンミーさんが……大岩と共にその場に崩れ落ちる。倒れたブンミーさんの両腕は、大岩を受け止めた時の衝撃で変な方向に折れ曲がっていた。

			「エレナ！　来てくれ!!」

			「はい！」

			　俺はブンミーさんを治療するエレナを守るように、ゴブリンキングの目の前に立ちはだかる。

			『やれやれ、あれほど手出し無用と言ったではないか。まあ、しかし、あれは仕方ないか』

			　魔族語で話しかけられたので、横を見る。

			『魔王様』が、ゴブリンキングに向かって真っ黒な『日本刀』を構えていた。

		

	
		
			１１９　魔王様の戦い方

			　

			　魔王様が、真っ黒な日本刀を構えていた。

			　かっこいい！　あの刀欲しい!!

			『どうしたセイジ、よそ見していると危ないぞ』

			　そうだった。俺は気を取り直して、ゴブリンキングに【スロウ】、俺とアヤと魔王様に【クイック】をかけて、ミスリルソードを構えた。

			『何だこの魔法は、肉体強化魔法に似ているが……セイジ、お前がかけたのか？』

			『あ、はい。【運動速度強化】と似た効果のある魔法です』

			『なるほど、人族の魔法は面白いな』

			　そんな話をしていると、ゴブリンキングが巨大棍棒を振り下ろしてくる。

			　俺はとっさに距離を取ったが、魔王様は真っ黒な日本刀で棍棒を受け止める。それと同時に、大地が揺れた。

			　しかし、魔王様はぴんぴんしている。

			『ほう、なかなかの攻撃力だな。ブンミーがやられるのも、無理もない』

			　あれ？　なんか変だ。

			　ブンミーさんがキングの攻撃を受けた時は、足元がクレーターのようになったのに、魔王様だとそうなっていない。魔王様はキングの攻撃を２度３度と受け止めているが、そのたびに地面に波紋のようなうねりが広がっている。

			　そうか！　土の魔法で衝撃を拡散してるんだ！

			　俺はその場でジャンプしてみて、着地と同時に土の魔法で衝撃を拡散させてみた。

			　面白い！　柔らかい土の上なのに、コンクリートと同じ感じにジャンプできる。

			　もしかして……俺は土から受ける衝撃をさらに増やしてみた。

			　今度はトランポリンのように飛び跳ねることができる！

			『おいセイジ、何を遊んでいるんだ』

			『あ、すいません。面白そうだったので、つい』

			　魔王様に怒られてしまったが、キングと魔王様の戦いってなんだか手を出しづらいんだよね。

			　アヤもどうしたらいいか分からず、困っている。

			「ねえ、兄ちゃん、あの人誰？」

			「あの人は魔王様だよ」

			「へー、あの人が魔王なんだ。ところで兄ちゃんはさっき何してたの？　変な動きしてたけど」

			「魔王様の足元を、よく見てみろよ」

			「あ、魔法で何かしてる！」

			「そうなんだよ。あれを真似してたんだ」

			「あれ、どうやってるの？」

			「魔法で地面に衝撃を吸収させてるんだ」

			「衝撃を吸収？」

			「こうやるんだ」

			　俺は走ったり、ジャンプしたりをやってみせた。

			「なるほど、私もやってみる」

			　アヤはそう言うと土の魔法の衝撃を利用して、素早くゴブリンキングの周りを回り始めた。

			『お前ら、さっきから鬱陶しい！　静かにしておけ』

			『すいません』

			「アヤ、魔王様が鬱陶しいって」

			「そんなの知らないよ」

			　アヤはキングの後ろに回りこんで、足元を攻撃し始めた。

			　ゴブリンキングはアヤの攻撃が鬱陶しいらしく、たまに足で踏みつけようとしてくる。

			　危なっかしいな。

			　仕方ない、俺も参戦するか。

			　俺は土の魔法を使って大地を蹴り、速度を上げてゴブリンキングに突撃した。

			　ミスリルソードの一撃は、少し避けられそうになってしまったが、脇腹を30㎝ほどの深さで傷を付けた。

			　ゴブリンキングが痛みで顔を歪め、俺を睨みつける。

			　その行動は、結果的に一瞬ではあるものの、魔王様から目を離してしまうことになった。

			　魔王様はその隙を見逃さなかった。魔王様の日本刀の一撃で、ゴブリンキングの左足が膝下30㎝のところでスッパリと切断される。

			　さすがのゴブリンキングも立っていることができず、膝をついてしまった……次の瞬間！

			　……魔王様が着地して日本刀を鞘に納めると、その後ろでゴブリンキングの頭がゴロンと地面に転がった。

			　ふぁ!?　魔王様、いつ攻撃したんだ!?

			　首を切断されたゴブリンキングは、そのままうつ伏せにぶっ倒れ、その衝撃が辺りに響く。

			　魔王様はゴブリンキングの生首を手に持ち、高々と掲げた。

			　

			『『『ウオー!!』』』

			『魔王様が、ゴブリンキングを倒したぞ!!』

			　

			　魔族の兵士たちが歓声を上げた。

			　生き残っていたゴブリンたちも、ゴブリンキングの生首を目の当たりにして、一目散に逃げ出した。

		

	
		
			１２０　逆鱗

			　

			　ゴブリンキングの死亡により、戦いは急速に終わりを告げた。

			　当初戦う予定だった敵はすぐ隣にいて、いそいそと撤兵の準備をしている。

			　ほとんどの兵士たちが微妙な空気を醸し出しながら、せっせと作業に当たっていた。

			　俺は、魔王様の本陣にやってきていた。

			　俺以外にも、ライルゲバルト、ロンド、エレナ、ブランフォード、なぜかアヤもいる。

			『それで、セイジよ、これは何の集団なのだ？』

			『ここにおられる方々は人族側の代表でして、魔王様と和平の会談をしたいとのことです』

			　それから俺は、１人ひとりを紹介していった。

			　てか、なんで俺が通訳しないといけないわけ？

			　まあ、俺しか通訳できないから、仕方ないんだろうけど……。

			　ひと通り紹介を終えたところで、魔王様が質問してきた。

			『人族の王はどこにいるのだ？』

			『王様はここには来ていません。王都にいます』

			『は？　これだけの戦いに、王が出てきていないのか!?』

			　どうやら魔族たちの文化では、『王は戦いに赴くもの』という認識らしい。

			　その後、俺の通訳で、なんとかつつがなく会談が進められていた。

			　……のだが、それは休憩中に起こった。

			　

			　会談が長引き、いったん休憩となった。１つの大きなテーブルを挟んで、魔族側と人族側が和気あいあいと、魔族側が用意してくれたお茶を飲んでいた。

			　お茶はちょっと変わった味だったが、無礼を働くようなバカな奴は１人もいなかった。

			　しかし……何の前触れもなく、魔王様が怒り始めたのだ。

			『貴様！　俺に何の魔法をかけた!!』

			　魔王様は急に怒鳴り散らして、ブランフォードに詰め寄り、胸ぐらを掴んだ。

			　ブランフォードは急に怒りだした魔王様に対して怯えきっている。

			『魔王様、急にどうしたんですか!?』

			『どうしたもこうしたもない！　こいつが、俺に対して悪意のこもった魔法をかけやがった』

			　どうやら魔王様は、自分にかけられた魔法を感知する能力があるらしい。

			「ブランフォードさん、魔王様に対していったい何の魔法をかけたんですか？」

			「あ、あ、あのだな……か、鑑定の、魔法をだな」

			　キャンタマが縮み上がっているらしく、ブランフォードはシドロモドロになっている。

			　そういえばこいつ、俺に対しても【鑑定】の魔法をかけてきやがったな。

			　俺も不用意に魔王様を【鑑定】しなくてよかった……。

			『魔王様、この者がかけた魔法は【鑑定】の魔法だそうです』

			『おのれ！　この俺に向かって【鑑定】だと!!』

			　なんか、すごく怒ってる。どうしよう。

			　魔王様は胸ぐらをつかんでいたブランフォードを突き飛ばして、日本刀を鞘から抜いた。

			『この件は、我々に対する宣戦布告と見なす！　覚悟しろ!!』

			　え!?　宣戦布告!?

			　魔王様のこの怒りようは異常だ。

			　勝手に【鑑定】されるのは嫌なことではあるが、これほど激しく怒ることなのか？

			　人族側の面々は、魔王様にすごまれて、誰も動けないでいた。

			　ゴブリンキングの首を跳ねてしまう相手だ。それが、目の前で武器を構えて激怒している。

			　こんな場面に出くわしたら、誰だって恐れおののくだろう。

			「セ、セイジ。魔王様は、何と言っているんだ？」

			「えーっと、宣戦布告と見なす……そうです……」

			「な、なんだと！！？」

			　そして魔王様に突き飛ばされ腰砕けになっているブランフォードに、全員の視線が集中する。

			「わ、私は……情報収集の、一環として……こんなことに、なるとは……」

			　ブランフォードはあまりのことに顔面蒼白になり、そのままぶっ倒れてしまった。

			　会談は中止になってしまい、人族の貴族たちは自分たちの陣に戻り、対応会議を開いていた。

			「ライルゲバルト殿、どうするおつもりか」

			「どうもこうもない。このままではあのゴブリンキングを一撃のもとに葬り去るほどの魔王と……戦争になってしまう。我々では、勝つことは不可能だ。どんな犠牲を払っても、戦争を回避せねば……」

			　この前まで魔王軍と戦う気満々だった奴がよく言うぜ。

			「今後、魔王との交渉は俺１人で行う。セイジは引き続き通訳を頼む」

			　俺とライルゲバルトは、改めて魔王との会談に向かった。

			　

			　※このシーンは、セイジが通訳をしてます。

			「先ほどの件については、こちらの落ち度を認め、陳謝いたします」

			『謝罪などいらぬ』

			「そこを何とか、ご容(よう)赦(しや)いただきたい」

			『問答無用！　そもそも、お主は人族の王ではないではないか！　話があるなら、お前たちの王を連れてこい』

			「王は王都におりますゆえ、ここまで来るのに半月はかかると思います。それまで、お待ちいただけますでしょうか？」

			『待たん！　今日の日没までに王を連れてこなければ、魔王軍はこのまま人族の街に攻め入る。覚悟しておけ！』

			　魔王様、完全にへそを曲げてしまっている。子供かよ！

			　

			　俺とライルゲバルトは、控室用のテントに戻り対応を協議していた。

			「どうすればいいんだ……」

			「さあ、どうだろうね」

			「お、お前！　お前もちゃんと考えんか！」

			「なぜ俺が考えなくちゃいけないんだ、俺には関係ないだろ」

			「国が滅ぶかどうかという瀬戸際なのだぞ！」

			「俺の国じゃない」

			「……そ、それは、そうだが……エレナ様、エレナ様はどうする。国が滅べば、エレナ様も悲しむぞ」

			「エレナ１人くらいなら、俺が匿(かくま)って平和に暮らしていくさ」

			「リルラはどうなる！」

			「リルラ？　お前の娘のリルラは魔王様に無理やり手(て)篭(ご)めにされてしまうかもしれないな」

			「な!?　い、言わせておけば!!」

			　ライルゲバルトは俺の胸ぐらを掴んできた。

			「そうだ！　お前は、急に消えたり現れたりするおかしな魔法を使っていたな。あれで何とか王を連れてくることはできないのか？」

			「できるよ」

			「できる!?　できるのか？　ならば早く王を連れてくるのだ」

			「報酬は？」

			「お、おのれ……足元を見やがって。いくら欲しい！」

			「10万ゴールド」

			「10万ゴールドだと!?」

			「払えないなら、代わりにリルラでもいいぞ」

			「なんだと!?」

			「どうする？　10万ゴールド払うのか？」

			「わ、分かった……」

			「よし、交渉成立だ。じゃあ、王様連れてくるか」

			　俺は、【瞬間移動】で王のもとへ向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「よう、王様」

			「お前は、セイジ！　なぜここに！」

			「魔族との間でいろいろあってな」

			「なんだと!?」

			「それじゃあ、魔王様のところへ、王様１名ご案内～」

		

	
		
			１２１　金貨の重さ

			　

			　俺は王様を、ライルゲバルトが待つ控室用のテントへと連れてきた。

			「王様!?」

			「ライルゲバルト!?」

			「こんな瞬時に！　まさか、これほどの魔法だったとは……」

			「ライルゲバルト、これはどういうことだ！　ちゃんと説明しろ！」

			　ライルゲバルトが王様に事情を説明する……。

			「そ、そ、それでは、わしが……そ、その、魔王と、会談するのか!?」

			「はい、そうしなければ、我々は滅ぼされてしまいます」

			「もしもの時は、お前がわしを守ってくれるのだよな？」

			「ムリです」

			「なぜじゃ！」

			「もしもの時は、みんな殺されてしまいます」

			「そ、そんな……」

			　なんとか王様を説得し、俺たちは魔王様のもとへ。

			　魔王様との会談は少人数で行われた。魔族側は魔王様のみ、人族側は王様と俺だけだ。

			『魔王様、この方が、人族の王です』

			『こんな弱そうな奴が、王なのか!?』

			　王様らしくないことについては、俺も同意する。

			「おい、セイジ」

			「何ですか、王様。魔王様の前ですよ」

			「１つ確認なのだが……我々がゴブリンとオークに騙(だま)されて、魔族に戦争を仕掛けようとしていたことは、バレていないのだな？」

			「なんだと!?」

			　あれ？

			　今、魔王様が……。

			「おい、人族の王よ、今の発言は本当なのか!?」

			　魔王様が……。

			「あの～魔王様。もしかして、ドレアドス共通語を話せるんですか？」

			「ああ、その通りだ」

			　王様の顔が、真っ青になってしまっている。

			「それなら、俺の通訳もいらなかったんじゃ？」

			「なぜ魔王たるこの俺が、人族の言葉に合わせてやる必要がある！　お前はちゃんと通訳をしておけ」

			「は、はい」

			　これは、まずいことになった！

			　

			◆　◆　◆

			　

			　※以下は、わざわざセイジが、通訳をしています。

			　

			『人族の王よ、改めて聞くぞ。お前たちは、魔族に対して戦争を仕掛けようとしていたのだな？』

			「そ、それは……ゴブリンとオークに騙(だま)されて……」

			『騙(だま)されたかどうかは、こちらに関係ない。お前たちは戦争のために兵を集めた。そうだな？』

			「しかし、実際にはゴブリンと戦って……」

			『くどい！』

			「は、はい、魔王様のおっしゃる通り……で、ございます……」

			　王様、口調がへりくだってきてるぞ。

			『ならば戦争だ！』

			「そこは、なんとか水に流していただきたい……」

			『ほう、水に流せと言うか』

			「結果として、ゴブリンキングの討伐に成功したわけですし……」

			『そのゴブリンキングは、誰が倒した？』

			「それは……魔王様です……」

			『人族の冒険者は、魔物を倒すと報奨金がもらえるそうだな？』

			「は、はい」

			『では、こうしよう。ゴブリンキングを倒した報奨金、我々が出兵に要した資金や労力に対する賠償、我々に戦争を仕掛けようとした詫びについて、これから出す３つの条件をクリアできれば、今回の件を不問に付してやろう』

			「わ、分かりました」

			　条件の中身を聞かずに、安易に了承して大丈夫なんだろうか？

			『では、第１の条件は……。ゴブリンキングの報奨金、１００万ゴールド。我々が出兵に要した資金、１００万ゴールド。合わせて、２００万ゴールドを要求する』

			「２００万!?　わ、分かりました。なるべく早く用意いたしますので、お待ちください」

			『期限は、今日の日没までだ』

			「ふぁ!?　そ、それは、いくらなんでもムリだ！　……です」

			『そうか、ならば戦争だ』

			　どうやら魔王様、許す気がまったくないようだ。

			　

			　俺と王様は、ライルゲバルトの待つ控室用のテントに戻ってきた。

			「王様、会談はどうでしたか？」

			　心配そうなライルゲバルトに、王様はうなだれながら答える。

			「今日中に、２００万ゴールドを支払えと言われた」

			「２００万!?　それを今日中に!?　出兵してきている貴族たちが持ってきているゴールドを集めて……。いや、それでも２００万なんてとても……。もし、集められなかったらどうなるのですか？」

			「戦争だそうだ」

			「そ、そんな……」

			「まあ、魔王様は許す気がないんだろうな」

			「セイジ、貴様！　無責任なことを言うな！　お前も、どうすればいいか考えろ！」

			　なんで、俺も考えなくちゃいけないんだよ。

			　めんどくさいな～。

			「えーと、２００万ゴールドなら持ってるぞ」

			「は!?　持ってる？　どういうことだ？」

			　俺はレジャーシートを出して地面に敷き、インベントリから２万枚の１００ゴールド金貨を取り出してみせた。

			　１枚２００グラムほどの金貨が２万枚なので、総重量４トンにもなる。

			　あまりの重量により、地面が凹みそうになったので、急いで土の魔法を使って地面を固めた。

			「ど、どこから出した!?」

			「魔法だ」

			「そんなことより、これで戦争を回避できるぞ」

			「ちょっと待てよ、これは俺の金だぞ！」

			「国の危機だというのに何を言うか！」

			「俺の国じゃないだろ！」

			「そ、それは、そうだが……」

			「この金で俺が国を救ったら、国は俺に何をしてくれる？」

			「そ、そうだな……貴族の称号を……」

			「そんなの、いらん！」

			「で、では、何が望みだ？」

			「じゃあ、エレナでももらうか」

			「な、なんだと!?」

			「冗談だ」

			　まあ、もうもらっちゃったようなもんだがな！

			「あとで２倍にして返してくれ。期限は30日で」

			「わ、分かった……」

			　30日で２００万ゴールドとはボロ儲けだ。

			　その後、ライルゲバルトに頼んで、２００人の兵士に木箱を２００箱ほど運んできてもらい、１箱に１００枚ずつ金貨を入れて、魔王様のところへ運んでもらった。

			　１枚２００グラムの金貨が１００枚で、１箱20キロ。

			　２リットルのペットボトル10本と同じ重さだ。まるで千両箱だな。

			　かなりの重労働になってしまった。

			　兵士の皆さん、ご苦労様でした。

			　しかし、この金貨、通貨として不便すぎないか？

			『魔王様、２００万ゴールド、確かに用意いたしました』

			『ほう、本当に２００万ゴールドを持ってくるとはな……』

			　驚きとあきれ顔の混ざった表情で俺たちを見ていた魔王様だったが……ニヤリと意地悪そうな顔をした。

			『次の条件は……』

			　

			　魔王様は、また変な条件を突きつけてきた。

		

	
		
			１２２　２つ目の条件

			　

			『次の条件は、属性強化魔石９種類だ』

			　属性強化魔石!?

			　魔王様、ずいぶん変な条件出してきたな。

			　しかしまた、王様たちには実現不可能な条件だな。

			　

			　俺たちは控室用のテントに戻ってきた。

			「属性強化魔石９種類だ。今度の条件は、大したことがなさそうだ」

			「王様、それは違います」

			「ライルゲバルト、どういうことだ？」

			「たしか、属性強化魔石を作るためには、その属性魔法を使える者が必要だと聞きます」

			「属性魔法が使える者くらい、兵士や冒険者の中にいるだろう」

			「９種類ということは、属性魔法８種類に、回復魔法を合わせて９種類ということです」

			「属性魔法８種類？」

			「そうです。風水土はいるでしょうが、氷闇火光は滅多にいません」

			「確か、お前の娘が光の魔法を使えたのではなかったか？」

			「はい、リルラは光の魔法を使えますが……。今は、イケブの街におります」

			「そこは、セイジの魔法で」

			「光はそれでなんとかなるでしょう。しかし、王様、お忘れですか？　属性魔法８種類ということは、雷も必要ということですぞ！」

			「か、雷!?　む、ムリだ……」

			　どうしよう、また俺が一肌脱ぐ流れなのか？

			　しかし、王様とライルゲバルトが話を振ってくるまで待つか。

			「もうお終いだ……（チラッ）」

			「こうなったら、玉砕覚悟で……（チラッ）」

			　王様とライルゲバルトが、チラチラと俺を見てくる。

			　う、うざい……。

			「諦めるなら、そこで俺の通訳は終了ですね。それじゃあ、さようなら」

			「ま、待て！　待ってくれ！」

			「王様、まだ何か用ですか？」

			「お主の不思議な魔法で、何とかできないのか？」

			　俺は、どこぞの猫型ロボットとか魔法少女とかかよ！

			「まあ、できるけど」

			「で、できるのか！！？　では、さっそく……」

			「で、報酬は？」

			「ほ、報酬は……。さっき、ゴールドを２倍払うと言ったではないか。あれで十分であろう」

			「あれは、２００万ゴールドを立て替えることへの報酬だろ！」

			「で、では、属性強化魔石１つにつき、１万ゴールドくらいでいいか？」

			「いいわけあるか!!　やっぱり、帰るか……」

			「ま、待て、待ってくれ！　報酬なら、なんでも望むものをやるから！」

			「ん？　今、なんでもって言ったよな？」

			「い、言ったっけ？」

			　うーむ、追跡用ビーコンを付けて記録しておけばよかった。

			　ゴブリンキングに付けてたビーコンが余ってるから、俺自身に付けておくか。

			「どうした、やってくれるのか？」

			「そうだな～。まあ、属性強化魔石を用意するのにいろんな人の手助けが必要だから、その人たちにそれ相応の報酬を約束してくれ」

			「わ、分かった、それで手を打とう」

			「よし、言霊はもらった（魔法で記録した）し、早速行ってくるか」

			「頼んだぞ、勇者よ！」

			　都合のいい時だけ勇者扱いかよ！

			　

			　俺は【瞬間移動】を使って、イケブの街に来ていた。リルラに光の属性強化魔石を作ってもらうためだ。

			　例のごとく兵士の人に顔パスで入れてもらい、リルラの部屋のドアをノックしようとした時。

			「セ、セイジ……」

			　あれ？　中から俺を呼ぶ声が……。

			「リルラ、ノックする前に、よく俺が来たことが分かったな」

			　ガタッ！

			　あれ？　なんか様子が変だな。

			　改めてノックしてみるか。

			　コンコン。

			「リルラ、どうかしたのか？」

			「セ、セイジなのか？」

			「ああ、そうだけど、気づいてたんじゃなかったのか？　それより、入ってもいいか？　急ぎの用なんだ」

			「ま、待て。ちょっと待ってくれ」

			　リルラの奴、どうしたんだろう？

			　部屋の中から、ガタゴトと何やら音が聞こえる。

			　しかし、やけに時間がかかるな……いったい中でなにをしてるんだ？

			「いいぞ、入ってくれ」

			　やっとか。あきれながら俺が部屋の中に入ると、ドレス姿のリルラがいた。

			「あれ？　なんでそんな格好なんだ？　これから出かけるところだったのか？」

			「私のことはどうでもいいだろ。それより何の用だ？」

			　あれ？　リルラの奴、なんか顔が赤いな、熱でもあるのか？

			　なんか息が乱れてるし、部屋の中で運動でもしていたのか？

			「何をジロジロ見ているのだ！」

			「ああ、悪い悪い。ちょっとリルラに頼み事があってな」

			「た、頼み事？」

			「この国の存亡に関わる重大な頼み事だ」

			「国の存亡!?」

			「頼めるか」

			「あ、ああ」

			　俺は、光の属性強化魔石の作り方を説明した。

			「つまり、この石に光の魔法を込めればいいのだな」

			「ああ、俺が合図したら頼む」

			「分かった」

			「よし、それじゃあ早速行くぞ」

			　俺がヌルポ魔石に手を持っていき、リルラも手を伸ばしたのだが……。

			　リルラの手が俺の手に触れてしまうと、急に手を引っ込めて俯いてしまった。

			「あっ」

			「リルラ、何やってるんだ」

			「す、すまん」

			　俺は、リルラの手を掴んでヌルポ魔石に触らせた。しかし、リルラの手がなぜかしっとりしている。緊張して手汗でもかいてるのかな？　まあいいか。

			「３、２、１で行くぞ」

			「は、はい」

			「いくぞ、３、２、１、はい！」

			　２人でヌルポ魔石に魔力を込めるとヌルポ魔石が輝き出し、光り輝く魔石ができあがった。

			「……!?」

			　リルラはできあがった魔石を手に取り、瞳を輝かせてうっとり見つめていた。

			「こ、これは何なのだ!?」

			「光の属性強化魔石だよ」

			「光の属性強化魔石！　う、美しい……」

			「リルラ、ありがとな」

			「セ、セイジ、ちょっと待ってくれ」

			「なんだ？」

			「その魔石は持って行ってしまうのか？」

			「ああ、これで国が救われるよ」

			「もう１個作って、それを私にくれないか？」

			「ヌルポ魔石もまだあるし……まあいいか」

			「そうか！　ありがとう」

			　それから俺とリルラは、もう１個、光の属性強化魔石を作った。

			「それを売ったりするなよ」

			「これを売るなんてとんでもない！」

			　食べてしまうんではないかと思うほど魔石に頬ずりをしているリルラを放っておいて、俺は次の場所へ【瞬間移動】した。

		

	
		
			１２３　報酬

			　

			「良かった、皆さんお揃いで」

			「セイジ、魔族との会談はどうなってるんだ？」

			　俺は魔法使い部隊の４人のところへやってきていた。

			「そのことで、皆さんにお願いがあって来たんです」

			「お願い？　いったいなんだい？」

			　手短に説明する。

			「つまり、我々が協力して属性強化魔石を作れば、この国が救われるってことか！」

			「はい、そうです。お願いできますか？」

			「おうともよ！」

			「ロンド様に褒めてもらえるかも～」

			「ご褒美、たくさんもらえる」

			「頑張ります！」

			　まあ、風水土は俺でも作れるけど。

			　説明するの面倒くさいし、まあいいか。

			　まず、３人に属性強化魔石を作ってもらった。

			　最後にヒルダなのだが……ヒルダは、他の３人に比べてＭＰが少なそうなので心配だ。

			　断ってヒルダを【鑑定】をさせてもらうと、ＭＰはギリギリだった。

			　なんとかヒルダにも魔石を作ってもらったが……ヒルダはＭＰを使いすぎてしまい、だいぶ疲れてしまったようだった。

			　ＭＰの回復も兼ねて、４人にお礼に和菓子をあげたら、えらく喜ばれてしまった。

			　特にヒルダは、あまりの甘さに目を丸くしていた。

			　俺はできあがった４つの魔石を持ち、次へ向かおうとした時に呼び止められた。

			「セイジ、聞きたいことがある」

			「カサンドラさん、なんですか？」

			「私を庇(かば)ってケガをした魔族の人は、どうなった？」

			「あの人ならエレナの回復魔法ですっかり治ってますから大丈夫ですよ」

			「そうか、よかった」

			　どうやら自分のせいでケガしたのを気にしていたらしい。

			　俺は改めて４人にお礼を言ってから、次の場所へ向かった。

			　

			「エレナ、アヤ、あとロンドもいたのか」

			「いきなり現れて失礼な奴だな。ここは俺のテントなんだから俺がいるのは当たり前だろ。それより魔族との会談はどうなった？」

			　もういちいち説明するの、めんどくさいな～。

			「というわけで、エレナに回復魔法、アヤには氷をお願いしたいんだ」

			「はい」

			「ＯＫ～」

			　アヤとエレナと協力して、氷と回復魔法の属性強化魔石を作った。

			　しかし、エレナと作ったピンク色の魔石は、いつ見てもかわいい色をしている。

			　まるでエレナのかわいさが具現化したかのようだ。

			「兄ちゃん、なに魔石を握りしめてニヤニヤしてるの？」

			「ニヤニヤなんかしてないだろ！」

			　俺は、気を取り直して、残りの闇と雷の魔石を１人で作った。

			　これで９種類コンプリート!!

			　なんか今日は、いろいろ働きっぱなしだな。

			　つ、疲れた……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺は、王様とライルゲバルトの待つ、控室用テントに戻ってきた。

			「これが、属性強化魔石か……なんとも圧巻だな」

			「報酬のほうは分かってるだろうな？」

			「分かっておる。それで、協力者とは誰なのだ？」

			「まず回復魔法は、エレナだ」

			「そうか！　我が娘エレナか！」

			「次に光は、リルラだ」

			「そうか！　我が娘リルラか！」

			　なんなんだ、この２人の息の合いっぷりは。

			「風水土火は、ロンドのところの魔法使い部隊の４人だ」

			「そうか、ロンドのところの魔法使いか」

			「氷は俺の妹のアヤ、闇は俺だ」

			「で、雷は？」

			「雷については……入手元は秘密だ」

			「そ、そうか……仕方ない、詮索はすまい」

			「それより本当にみんなへの報酬を頼むぞ！　属性強化魔石の件だけじゃない。エレナは魔族の重要人物の大ケガを治したし、リルラはたった１００人の兵士と共にイケブの街を守ったし、魔法使い部隊４人はゴブリン討伐で活躍したし、俺とアヤは……まあ、俺たちはいいや」

			「ああ、分かっておる」

			　俺と王様は、さっそく９種類の属性強化魔石を持って、魔王様に会いに行った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			『なんだと！　９種類持ってきただと!?』

			　俺は、ドヤ顔で集めた魔石を魔王様の前に並べた。

			　魔王様は９種類の魔石をしばらくジロジロ見ていたが、魔族の鑑定士を呼び【鑑定】させた。

			『確かに、９種類揃っている……。だが！　これは、どこで手に入れたのだ!!』

			　魔王様は雷の属性強化魔石を手に持って突きつけてきた。

			『入手元は秘密です。それとも、３つ目の条件はそれの入手元を明かすということにしますか？』

			『おのれ！』

			「おい、セイジ、魔王様は何とおっしゃってるんだ。怒っておられるみたいではないか」

			　王様、話に割り込んでくるんじゃないよ。

			『まあ良い。では、３つ目の条件だ』

			　まあ、どうせ最後の条件もろくでもないことを言い出すに違いない。

			『３つ目の条件は……セイジ！　お前だ!!』

			　

			　な、なんだってーー!!

		

	
		
			１２４　どっちが上？

			　

			『魔王様、それはどういう意味ですか？』

			『俺の部下になれ、と言っているんだ』

			『……お断りします』

			『なぜ断るのだ！　それに、通訳のお前が勝手に返事をするな、ちゃんと王に聞け』

			『お断りします』

			　もう、面倒見切れん。

			『通訳しないと言うのであれば、もう良い、俺が直接話すまでだ』

			　なら、最初からそうしろよ！

			「王よ、セイジを寄越せ」

			「は？　魔王様、それはどういうことですか？」

			「セイジを俺の部下にするから寄越せというのが、３つ目の条件だ」

			「……わ、分かりました、こんな者で良ければ、いくらでも差し上げます」

			「おい！　俺のことを俺抜きで勝手にやりとりしてるんじゃないよ！」

			「セイジ、良いのか？　お前が俺の部下にならなければ戦争だぞ？」

			　せっかくここまで戦争にならないように努力してきたけど……。

			　もう我慢の限界だ。

			「もういいや。戦争したいなら、勝手にやればいいだろ！」

			「なん、だと？　国が滅んでもいいのか？」

			「魔王様のおっしゃる通りにしろ。セイジよ、我が国の存亡のため、犠牲となってくれ」

			「王様、あんたバカ？　そんな話で俺が納得するとでも思っているのか？　話にならないので、俺は帰る。安心しろ、エレナは俺が面倒を見てやるから、お前たちは勝手に戦争でもして滅べ！」

			『セイジ待て！　俺の命令に逆らって、生きて帰れると思うなよ！』

			『俺を殺すというのか？』

			『そうだ！　殺されたくなければ、命令に従え』

			『暴力で他人に言うことを聞かせようとするなら……魔王、お前自身も暴力に負けたら言うことを聞くということだな？』

			『なん、だと!?』

			「セイジ、わしにも分かる言葉で話せ」

			「お前は黙ってろ！」

			「ひい！」

			『もし、こう言われたらどうする？　おい、魔王！　殺されたくなければ俺の部下になれ。断れば、魔族は皆殺しだ！』

			『お前は、本当に死にたいらしいな……』

			『お前もな』

			　魔王は、その場で、ゆっくりと真っ黒な刀を抜いた。
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			「ひい!!」

			　王様が、その場で腰を抜かしてしまった。

			　うるさいぞ。

			　俺は【瞬間移動】で魔王の後ろに回り込み、魔王の背中にタッチして、そのまま別の場所へと【瞬間移動】した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「は!?　なんだこれは!?　ここはどこだ!?」

			　俺と魔王は、森の中の開けた場所に来ていた。

			　ここはゴブリンプリンスと戦った場所だ。

			「魔王の負ける姿を他人に見せるのは、さすがにかわいそうだと思ってな」

			「ほう、ここがお前の死に場所ということか」

			「お前が無様に負ける場所だ」

			　口喧嘩はほどほどにして、戦いの準備をしないとな。

			　俺は【魔力強化・クイック】をかけ、魔王に【魔力強化・スロウ】をかけた。

			「おのれ、また何か魔法をかけおったな！」

			　ん？

			　どんな魔法かまでは、分からないのか？

			　じゃあ、ついでに【鑑定】もかけちゃえ。

			「……」

			「どうした、変な顔をして、かかってこないのならこちらから行くぞ！」

			【鑑定】したら、変な情報を得てしまった……。

			【刀術】レベル５。

			　これは、予想していたが、レベル５か～。

			【土の魔法】レベル３。

			　これも、戦いの最中に使っていたのを見たから知ってた。

			　そして【？？？】レベル４。

			　これは予想外だ！

			　まさか魔王がこんなのを持っているとは……。

			【鑑定】をあそこまで嫌がったのは、これのせいか。

			　きっと、これが魔王の、切り札なんだろうな～。

			　使ってきた時に、驚いてあげたほうがいいのかな？

			　いや、待てよ！　ということは……。

			　あの時、聞いた話は……。

			「なにを考えこんでいる！」

			　業を煮やした魔王は大地を蹴って襲いかかってきた。

			　魔王の刀を避けると、衝撃で大地が少し割れていた。

			　ひー、【スロウ】かけてなかったら、もっとすごかったんだろうな。

			「おのれ、妙な魔法のせいで、動きが阻害される」

			　俺はインベントリから【模造刀】を取り出して構えた。

			「なんだ、その偽物の刀は。そんな玩具で、この俺と戦おうというのか！」

			　せっかくの機会だから、刀同士で戦ってみたいじゃん。

			　沈む夕日の赤に森が染まる中、俺と魔王は刀を構えて睨み合った。

			　合図されたかのように、同時に大地を蹴って衝突した！

		

	
		
			１２５　魔王の奥の手

			　

			　魔王との距離が急速に近づき、刀と刀がぶつかり合う。

			　その瞬間！

			【警戒】魔法が、『危険』を知らせてきた。

			　魔王の刀を力ずくで受け止めようとしていたのを、急遽とりやめて受け流しに変更した。

			　魔王の力強い刀は受け流しによってその軌道を変え、ギリギリ躱すことができた。

			　しかし、魔王の刀を受けた模造刀が少し欠けてしまっていた。

			　あのまま受け止めようとしていたら、きっと折れてただろう。

			　武器の差が、ここまでとは……。

			　その後は、魔王の攻撃を何とか避け続けた。しかし、どうも上手く体を動かせない。

			【魔力強化・クイック】と、【魔力強化・運動速度強化】の２つの魔法を重ねがけして、速度を上げすぎたのだ。

			　それによって、ただ移動するだけでいろいろな問題が発生してしまっている。

			　まずは、土。

			【土の魔法】で足場を硬化させないと、一歩足を進めるたびに足元の土がえぐり取られて吹き飛んでしまう。

			　まるで『ぬかるみ』の上を走っているようだ。

			　次に、空気。

			　高速で移動しようとすると体に空気がまとわりついてしまって、まるで水飴(あめ)の中をもがいているようだった。

			　最後は、俺の体。

			　骨や筋、筋肉が動きに耐えられず、悲鳴をあげていた。

			　魔法で何とかするしかないか。

			　土は【土の魔法】で固める。陸上競技用の硬質ゴムのタータントラックの上を陸上競技用スパイクで走るような感じに土を操る。

			　空気は俺の体の動きに合わせて、【風の魔法】でスムーズに流してやる。

			　風で体を押すのではなく、体の動く先の気圧を下げて、空気の吸引力で体の動きをアシストするように風を操る。

			　体は【肉体強化魔法】で強化する。

			【耐久強化】で骨や筋を動きに耐えられる強度にし、筋肉に溜まり続ける疲労を【体力回復速度強化】でどんどん治していく。

			　それぞれをきちんと意識していくことで、徐々に動きが改善されつつあった。

			『【土の魔法】がレベル４になりました。【風の魔法】がレベル５になりました。【肉体強化魔法】がレベル４になりました』

			　うわ！　なんか魔法のレベルが一気に上がった。

			　やはり、強敵と戦ってるとレベルの上がりが早いな。

			「なんだ!?　急に動きが良くなっただと!?」

			　魔王も俺の動きが良くなったことに驚いている。

			「だが、武器の性能の差は埋めることはできんぞ」

			　まさに魔王の言う通りだ。

			　武器の差があるため、刀で刀を受け止めることができず避けるばかりになってしまっている。

			　これも魔法で何とかならないものか……。

			　闘いながら自分を【鑑定】し、打開策を探る。

			　ふと見ると、【土の魔法】のレベルが４になったことで、新たに【金属コントロール】という魔法が使えるようになっていた。

			　走る時に大地を蹴るのと同じように、俺の模造刀が魔王の刀を受け止める瞬間に、【金属コントロール】を使って衝撃を吸収できないだろうか？

			　しかし、もし失敗したら、模造刀はポッキリイッてしまうだろう。

			　……まあ、なんとかなるだろう。

			　魔王の刀を、模造刀で受け止める。その瞬間！

			　高いところから卵を落としても割れない衝撃吸収マットのように、【金属コントロール】を使って、模造刀で魔王の刀を受け止める。

			　俺の模造刀と魔王の刀は……『ぐにゅっ』と、ぶつかり合った。

			　魔王はその気持ち悪い感触に驚き、飛び退いた。

			「な、何をした！　何だ今の変な感触は」

			「さあて、何だと思う？」

			　俺がニヤリと微笑むと、魔王はものすごく嫌そうな顔をした。

			　それからしばらく、刀と刀がぶつかり合う、ぐにゅ、ぐにゅっと言う音が響き渡った。

			　なんだこれは……。

			　刀をちゃんと受け止めることができるようになったおかげで、やっと対等に戦えるようになってきた。

			『【刀術】がレベル５になりました』

			　やった、刀術レベルがアップ!!

			　もう戦いというより、スキル上げになってきているな。

			　俺はいったん距離を取って【模造刀】をインベントリにしまい、【ミスリルソード】を取り出した。

			「なぜ武器を変える！」

			「いやあ、刀はもう十分堪能したし」

			「今までが遊びだったというのか!!」

			　ガンッ！

			　魔王の刀と俺のミスリルソードがぶつかり合う、甲高い金属音が鳴り響いた。

			「戦いの音というものは、こうでなくては」

			「それについては、俺も同感だ」

			　それからしばらくは、ガンガンと小気味いい金属音が鳴り響いていた。

			『【剣術】がレベル５になりました』

			　やったぜ！

			　またもやスキル上げ成功だ！

			　これ以上のスキル上げは、さすがに止めておくか。

			「さあて、お遊びは終わりだ」

			「ぬかせ！」

			　俺は言葉通り、レベル５の【剣術】で魔王を圧倒し始めた。

			「おのれ、貴様はなんなのだ！　なぜ途中から急に強くなる！」

			「なんだ、魔王のくせに、もう降参か？」

			「そうだな、貴様を侮っていたようだ」

			「やけにあっさりだな」

			「俺も、奥の手を出させてもらう」

			　奥の手だと！

			　ヤバイ、驚くふりをしないと……。

			「ナ、ナンダッテー」

			「驚くのも無理はない。これを見せるからには、死んでもらうぞ！」

			　次の瞬間、俺がバックステップで後方に下がると同時に、俺のいた場所に【雷】が落ちた。

			「カ、雷ダト！」

			　上手く驚いてみせれたかな？

			「な、なぜあれを避けられる!!」

			　あれ？　魔王のほうが驚いてるじゃん！

			　なぜ避けられるかというと、【警戒】魔法が『危険』を知らせてくれるからです。

			　事前に魔王が【雷の魔法】を使えることを知ったので、【警戒】魔法でそのタイミングも分かる。

			　あとは、避けるだけです。

			　情報は、何よりも重要ということだ。

			　しかし、魔王も【雷の魔法】が使えるとは驚きだ。

			「おのれ、運の良い奴め」

			　魔王は俺にめがけて雷を３度落としたが、俺はそれをすべて避けてみせた。

			「な、なぜだ!!　なぜ！　俺の雷を避けられる！！！！」

			　魔王は【雷の魔法】の使いすぎでＭＰが底をついたらしく、膝をついてしまっていた。

			　さて、そろそろトドメを刺すか。

		

	
		
			１２６　雷精霊

			　

			「魔王、お前の『とっておき』は、こんなものか？」

			「俺の【雷】を、『こんなもの』だと!?」

			「ああ、その程度の魔法は俺にもできるぞ」

			「バ、バカな。【雷の魔法】は俺だけが使える魔法だぞ！」

			「それが、そうでもないんだよね～」

			　俺はうずくまる魔王の側に、魔王よりぶっとい【雷】を落としてみせた。

			「ひい！」

			　あの魔王が悲鳴をあげてる。プークスクス。

			　俺は面白くなって、雷を何度も落としてやった。

			「ひいぃ！」

			　魔王は腰を抜かしてしまった。

			「お、俺だけの魔法が……」

			「雷の魔法の使用者が１人だけだったのは、数カ月前までの話だ。今では、俺とお前を含めて４人ほど使える奴がいる」

			「う、嘘だ！　この魔法は、選ばれし者だけが使える王者の証……。そして、俺はこの魔法を極めたからこそ、魔王として……」

			「そんなふうに思ってたのか……。てか、君さー、【落雷】が使える程度で、雷の魔法を極めた気になってたの？」

			「え!?」

			「だって君ができるのは【落雷】だけで、その次の魔法は使えないだろ？」

			「つ、次が、あるのか!?」

			「よーし、お兄さんが特別に見せてあげよう」

			　俺はもっともらしくポーズをとったりしてから、奴を呼び出した。

			「【雷精霊召喚】!!」

			「じゃーん！　あたい、参上!!」

			「な、なんだこれは!?」

			「君が魔王君だね！　ずっと会いたかったんだけど、君ってばいつまでたっても上達しなくて、ヤキモキしてたんだぞ！」

			「これは何なのだ!!」

			「こいつは雷の精霊だよ」

			「精霊だと!?」

			「魔王君」

			「は、はい」

			　なんで、この雷精霊は偉そうなんだ？

			　魔王も、なんかかしこまっちゃってるし。
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			「君って【落雷】ばかり練習して、雷を他に使うことを全然やってないでしょ」

			「え!?　しかし、雷の魔法なのだから【落雷】の練習をするのは当たり前では？」

			「分かってないな～。セイジ、この魔王君に君の魔法を見せてやってくれよ」

			「えーなんで、そんなことしなくちゃいけないんだよ」

			「たった４人しかいない【雷の魔法】の使い手として、仲間意識というものはないのかい？」

			「しゃーねーなー」

			　俺は魔王に【白熱電球】魔法を使ってみせた。

			「これは、光の魔法!?」

			「違う、これも雷の魔法だ」

			「いや、しかし……」

			「セイジ、説明してやりな」

			「めんどくせーなー。つまりだ、雷が落ちる時にピカっと光るだろ？　雷にはもともと光を発する力が備わっているんだ。今のは、その光を取り出した魔法だ」

			「……」

			　魔王は考えこんでしまった。

			「セイジ、あれもやってみせな。ほら、温かくなるやつ」

			「【電熱線】魔法か」

			　俺は近くに落ちていた木を拾って、【電熱線】魔法で木の発火点まで熱してやる。

			　木は勢いよく燃え始めた。

			「火の魔法……では、ないのか？」

			「違う、これも【雷の魔法】だ。雷が木に落ちれば、木は燃え上がるだろ？　つまり、雷には物を燃やす力もあるということだ」

			「俺は……雷のことを、何も分かっていなかったのか……」

			「そういうことだ」

			「魔王君、これからは、ちゃんと【落雷】以外の魔法も練習するんだぞ、分かった？」

			「精霊様、分かりました」

			「うむ、あたいはこれで帰ることにするが、次は君があたいを召喚してくれよな。では、さらばだ」

			　雷精霊は偉そうな態度のまま帰っていった。

			　魔王は改まって俺に向き直る。

			「俺の負けだ」

			　負けを認めやがった。あっさりだな。

			「くやしいが、負けたからには、俺は、お前の部下だ」

			「いらん」

			「は!?」

			「魔王を部下にするなんて、イメージ悪すぎる。それに、俺は部下なんていらないよ」

			「では、どうしろというのだ」

			「そうだな～。それじゃあ、俺から３つの命令を出す」

			「分かった、何でも言え」

			「１．人族となるべく仲良くしろ」

			「なるべくでいいのか？」

			「ああ、なるべくでいい。あまりにも我慢できないことがあれば、我慢してまで仲良くする必要はない」

			「分かった」

			「２．俺が魔族の街に遊びに行ったら、歓迎しろ」

			「遊びに来るのか？」

			「その刀、いい刀だから似たようなものがあれば手に入れたいし。魔族の街も見てみたいしな」

			「分かった。部下にも伝えておく」

			「３．魔王を名乗るな」

			「な、なんだと!?　分かった、では、セイジ、お前が魔王を名乗れ」

			「いやだよ！　なんで俺が魔王なんだよ！」

			「では、どうしろというのだ」

			「人族と会話する時、『魔王』とは言わずに『魔族の王』と名乗るべきだ。『魔王』ではイメージが悪い。それが行き違いの原因になってる可能性がある」

			「人族と会話する時だけ、でいいのか？」

			「ああ、自国では何と名乗っても構わん」

			「分かった、すべての条件を飲もう。しかし、なぜお前は人族と魔族を仲良くさせようとする？　お前ほどの実力があれば、魔族を滅ぼすことだってできるだろう」

			「魔族を滅ぼして、そのあとどうする？」

			「そのあととは？」

			「今回のゴブリンキングのような敵が襲ってきて、その時俺がいなかったら、人族だけでは負けてしまうだろう」

			「つまり、俺たち魔族に人族の盾になれということか？」

			「違う。そもそも人族と魔族が共に戦ったからこそ、ゴブリンキングに勝てたのだろう？」

			「そんなことはない、魔族だけでも勝てたはずだ！」

			「知らないだろうが、ゴブリン側にはゴブリンキング以外に、ゴブリンプリンスが４匹いたんだ。キング１匹、プリンス４匹、ジェネラル１００匹以上、普通のゴブリンを合わせると、合計で２万匹以上だ。それでも勝てたか？」

			「それは……」

			「自分の力に溺れて敵ばかり作っていたら、いつかは勝てない相手が現れる。たとえ勝てる相手でも、そいつらが敵同士で手を組んだら勝てなくなる可能性もある。ある程度話ができる相手なら、対話の道を自ら閉ざしてはダメだ」

			「そうか、そうだな……分かった、なるべく人族と仲良くしよう」

			「よし、では握手だ」

			　俺と『魔王』改め『魔族の王』は、しっかりと握手を交わした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ってかさー、魔族王、雷のマナ結晶に参拝したことがあるの？」

			「実は、子供の頃に、王都に住んでいた」

			「魔族なのに？」

			「魔族も子供の頃は角が生えていなくて、人族と見分けがつかないんだ」

			「だとしても、なんで魔族が人族の街に？」

			「おそらく親と生き別れたんだろう。物心ついた時は王都で路上生活を送っていた」

			「それでドレアドス共通語が話せるのか。あれ？　でも、マナ結晶に参拝するのには、雷のマナ結晶でも10ゴールドかかるはずだろ？　なんでわざわざ雷のマナ結晶に参拝したんだ？」

			「知らんのか？　王都では、年に一度、マナ結晶の開放日というものがあって、その年に10歳になる子供は、その日だけタダで参拝できるんだ」

			「なるほど、それでマナ結晶に参拝して、雷の魔法を習得したのか」

			「ああ、その通りだ。雷の魔法を習得し、俺は浮かれていた。そして、俺が雷の魔法を習得したのを聞きつけてきた魔法研究者と名乗る男が鑑定士を連れてやってきて、【鑑定】させろと言ってきた」

			「鑑定？　魔族なんだから、鑑定されるとまずいんじゃ？」

			「その頃俺は自分が魔族だとは知らなかった。浮かれていた俺は【鑑定】を了承してしまった」

			「あちゃー」

			「当然、俺が魔族であることが判明し、俺は追われる身となった。……なんとか人族の国から逃げ出して、魔族の国にたどり着いた、というわけだ」

			　魔族王が【鑑定】を嫌うのは、この時のことがトラウマになっているからなのか。

		

	
		
			１２７　なんでも

			　

			　俺と魔族王は、仲良く戻ってきた。

			「人族の王よ、待たせたな」

			「魔王様！　いったいどのような状況なのでしょうか？」

			「セイジとは、話し合って和解した。セイジを部下にするのは取りやめ、人族との戦争もなしだ。ムリばかり言って悪かったな」

			「は、はい……」

			　王様は、何がどうなっているのかさっぱり分からないようだ。

			「それじゃあ、俺は帰るよ」

			「セイジ、帰るとはどういうことだ？」

			「あとはあんたらに任せる。こちとら、ゴブリンからの連戦で疲れてるんだ」

			「そうか、分かった」

			「それじゃあ、仲良くやれよ～」

			　あとのことは人族と魔族の王たちに任せて、俺は【瞬間移動】でエレナとアヤのもとへ。

			「エレナ、アヤ、帰ろう」

			「あ、兄ちゃん、魔王はもういいの？」

			「セイジ様、どうなりました？」

			「あ、セイジ、会談はどうなったのだ？」

			　ロンドもいたのか。

			「今、王様と魔族王が和平の会談をしている」

			「魔族王？　魔王のことか？　それに、通訳はいいのか？」

			「ああ、もう大丈夫だ。それより俺はもう疲れたよ、さっさと帰って飯が食いたい」

			「はい、セイジ様」

			　エレナが俺に抱きついてきた。

			「エレナ様、何をなさっておられるのですか!?」

			「待って、兄ちゃん」

			　アヤも抱きついてきた。

			「アヤさんまで!?」

			「それじゃあ、ロンド、あとは頼んだ」

			　俺はエレナとアヤを連れて、日本に帰還した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「つ、疲れた～」

			「セイジ様、お疲れ様です」

			「兄ちゃん、じじくさい～」

			　俺がソファーに座り込むとアヤが肩を揉んでくれ、エレナが俺の手を取って回復魔法をかけてくれた。あー、幸せだな～。

			「兄ちゃん、戦争解決したお祝いに、焼き肉食べたい」

			「焼き肉か～。いいね～」

			「兄ちゃん、お肉とか買ってきて」

			「は？　これから!?」

			「うん、お腹減ったから急いでね」

			「買ってこなくても、どこかに食べに行けばいいだろ」

			「兄ちゃん、分かってないな～」

			「なにが？」

			「私とエレナちゃんは、せっかく日本に帰ってきたから、すぐにお風呂に入りたいわけ。お風呂あがりで焼肉屋さんに行ったら、せっかくキレイにしたのに匂いが付いちゃうでしょ？」

			「家でやっても、匂いは付くだろ」

			「ふふふ、だいじょーぶ、任せて！」

			「何をするつもりだ？」

			「私が風の魔法で換気するから、だいじょーぶ！」

			「おお、それは面白そうだな」

			「でしょ？　だから早く肉買ってきて」

			「お、おう」

			　なんか騙(だま)された気がするけど、まあいいか。

			　俺は、すっかり真っ暗になった夜道をスーパーに急いだ。

			　

			「牛肉、ソーセージ、椎茸、人参、玉ねぎ、ピーマン、かぼちゃ、新じゃが、ベビーコーン、たけのこ。これで文句ないだろ！」

			「ピーマンはいらなかったけど、でかした兄ちゃん」

			　焼き肉用のホットプレートをテーブルの中央に置いて、お風呂あがりのエレナとアヤに囲まれて、楽しく焼肉パーティをした。

			　ああ、平和って素晴らしい!!

			「アヤ、煙たいぞ！　風の魔法はどうした？」

			「忘れてた」

			　アヤの魔法が発動し、部屋に充満していた煙は網戸から外へ流れていった。

			「アヤ、いい感じだ。これでもっと肉が焼ける」

			「えっへん」

			　すっかりお腹いっぱいになり、俺たちはデザートのケーキを食べていた。

			「兄ちゃん、美味しいね」

			「ああ」

			　しかし、エレナは少し真剣な顔をしている。

			　どうしたんだろう？

			「エレナ、どうかしたのか？」

			「セイジ様」

			「なんだ？　改まって」

			「このたびはドレアドス王国を救っていただき、本当にありがとうございました。なんとお礼を言ったらいいか……」

			「エレナ、なんだよ急に改まって」

			「だって、お父様があんなにひどいことしたのに、セイジ様は、あんなに頑張ってくれて……。私はどうやってお返ししたらいいのか……。私にできることでしたらなんでもします、なんでもおっしゃってください」

			　おいおい、エレナさん。

			　15歳の女の子が、30歳のおじさんに向かって、『なんでもする』なんて言っちゃダメでしょ！！！

			　俺が何を言おうか考えていると、横から禍(まが)々(まが)しいオーラが漂ってきた。

			『兄ちゃん、変なこと言ったら命はないと思え』

			　アヤが、目でそう語っていた。

			「エレナ、人族と魔族が手を取り合って戦ったからこそ、ゴブリンに勝てたんだ。俺はそのお手伝いをしただけだよ」

			「でも、セイジ様……」

			「どうしても何かしたいのであれば、そうだな～。俺が疲れて帰ってきた時、また回復魔法をかけてほしいな」

			「はい！」

			「エレナちゃん、兄ちゃんばっかりじゃなくて、私のお願いも聞いてよ」

			「はい、何をしたらいいですか？」

			「今日は、一緒のお布団で寝よう」

			「は、はい」

			「おい、アヤ！　エレナに変なことをするつもりじゃないだろうな！」

			「兄ちゃん、なに変な想像してるの～？　ヘンタイ！　私は、エレナちゃんと、お布団の中でイチャイチャしたいだけだよ」

			　エレナは、アヤに抱きつかれて嬉しそうな顔をしていた。

			　まあ、エレナが喜んでいるならいいか。

			　しかし、アヤ。お前は許さん！

			　一族郎党皆殺しだ!!

			　……あれ？

		

	
		
			閑話１　アヤとエレナがイチャイチャしている夢？

			　

			　あれ？　アヤとエレナが、一緒のベッドでイチャイチャしている。

			　追跡用ビーコンの映像かな？

			　アヤに怒られるから、のぞかないようにしてたんだけど……。

			　寝ぼけて無意識にのぞいちゃったのかな？

			　うーむ、何か眠くて頭がぼーっとする。

			　うとうとと映像を眺めていると、アヤとエレナがベッドの中で会話を始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			『やっと戦争終わったね』

			『セイジ様とアヤさんのおかげです』

			　アヤは、あんまり役に立ってなかったけどね。

			『エレナちゃんも、頑張ったじゃん』

			　そうだな、今回エレナは、かなり頑張ったな。

			『それで、エレナちゃんはどうするの？』

			『どうするとは？』

			『戦争終わったから、お城に帰っちゃうの？』

			『できれば、セイジ様とアヤさんと一緒にいたいです』

			　俺と一緒にいたいなんて、エレナはなんてかわいいんだ！

			『私と一緒にいたいっていうのは嬉しいけど……あんな兄ちゃんのどこが良いの？』

			　あんなとは何だ！

			『優しいところでしょうか』

			『エレナちゃんには優しいけど、私にはちっとも優しくないよ』

			『そんなことないですよ、セイジ様はアヤさんのことをいつも気にかけてますよ』

			『そうかな～。兄ちゃんにかぎって、そんなことないと思うんだけどな～』

			　気にかけてるというよりかは、俺が尻拭いをさせられてる感じだな。

			『アヤさんこそ、ロンド様のことはどうなんですか？』

			　アヤがロンドを!?

			『ん？　ロンド？　ああ、あの粘着質の奴ね』

			『好みじゃないんですか？』

			『ぜんぜん！』

			　だよね～。そうだと思った。

			『でしたら、他にお好きな方はいらっしゃらないんですか？』

			『……それも……ぜんぜん』

			　まあ、アヤはいつまでたっても子供なんだよな～。

			『じゃあ、やっぱりセイジ様が……』

			『違うし！　私が今、一番好きなのは……エレナちゃんかな』

			『ありがとうございます。私もアヤさんのこと大好きですよ』

			『じゃあ、そーしそーあいだね』

			『はい』

			　また２人でイチャイチャし始めやがった。

			　うらやま……けしからん！

			『じゃあ、今度２人で遊びに行こう。どこがいいかな？　カラオケ？　それとも遊園地？』

			『それは、どんなところなんですか？』

			　そうか、戦争のことばかりで、あまり遊びに行ったりしていなかったな。

			『カラオケ、は、歌を歌うところだよ』

			『劇場のようなところですか？』

			『ちょっとちがうかな。みんなで歌うんだよ』

			　カラオケのことを、行ったことがない人に説明するのは、さすがに難しいよな。

			『アヤさんも歌うんですか？』

			『歌うよ～。超～歌うよ～。エレナちゃんは歌を歌ってみたくない？』

			『人前で歌うのは、ちょっと恥ずかしいかもです……』

			　恥ずかしそうにしているエレナ……きっとかわいかろう……。

			『みんなも歌うんだから、恥ずかしがることはないよ』

			『そ、そうでしょうか……』

			　エレナの歌か……聞いてみたいかも。

			『もう１つの、ゆうえんちのほうは、どんなところなんですか？』

			『遊園地は、楽しい乗り物とかが、いっぱいあるところだよ』

			『乗り物？　電車とかですか？』

			『ちょっと違うかな～』

			　こっちも説明するの難しそうだ。

			『ものすごいスピードのジェットコースターとか、急上昇するやつとか、急降下するやつとか、回転するやつとか』

			『こ、こわそうですね……』

			　アヤが言ってるのって絶叫系ばっかりじゃないか。

			『こわいといえば、お化けが出てくるのとかもあるよ』

			『私には、ちょっと無理かも、です……』

			『平気平気、その怖いのが楽しいんだよ』

			『怖いのが楽しいんですか？　何やら複雑そうですね』

			　アヤは、説明が下手くそだな～。

			『まあ、行って体験してみれば分かるよ』

			『あ、はい……』

			　エレナが、すっかり尻込みしちゃってるよ。

			『エレナちゃんと２人でデート楽しみだな～』

			『セイジ様はお誘いしないんですか？』

			『兄ちゃんが、デート代をぜんぶ出してくれるなら、連れていってあげてもいいかも』

			　うむ、エレナと２人でいこう。そうしよう。

			　俺はエレナとの楽しいデートを思い浮かべながら、再び深い眠りに落ちていった……。

		

	
		
			閑話２　私はリルラ

			　

			　私はリルラ。

			　私が初めてセイジと会ったのは、ニッポの闘技大会だった。

			　お父様のお役に立てるように闘技大会で優勝しようと思ったのに、あの憎っくきアヤに邪魔されてしまった。あんな女がセイジの妹なんて……とても信じられない。

			　そして、思い出すだけでも腹立たしいのが、大会の後のことだ。

			　無礼な平民を懲らしめてやろうと思ったのに、あのアヤの卑怯で無礼な行動のせいで、私はセイジの前で……はしたなくも……自分から脱いでしまうという……今考えても恥ずかしい姿をさらしてしまった。

			　しかも、私の胸の秘密まで知られてしまった。

			　その時、私は覚悟した……。きっと秘密をネタに脅され……あんなことや、こんなことをされてしまうのだと。

			　しかしセイジは、そのような脅しを全然してこなかった……。

			　なんだか拍子抜けしてしまった私は、脅された場合をあれこれ妄想……じゃなくて想定して、寝る前などに１人で幾度となく予行演習を繰り返した。

			　……まあ、私の想定が厳しすぎるのか、いつも予行演習がとんでもないことになってしまうのだが……最悪のことを想定して心構えをしておくことは重要だ。

			　か、勘違いしてはいけないのは、あくまでも予行演習であって、決して変なことをシているわけではない。絶対に違うのだ！

			　

			　しかし、セイジという男は、いったい何者なのだろう？

			　あいつの話では、異世界から来たという。お父様もその通りだと言っていた。

			　そして、その世界で王になる可能性もある立場だという……。

			　そもそも異世界とは、どのようなところなのだろうか？

			　見たこともないような魔物がいたりするのかな？

			　そして、どんな街に住んでいるのだろう？

			　さすがに、王都より大きい街……ということはないだろうが……。

			　もしかしたら、ニッポやイケブと同じくらいの街なのだろうか？

			　

			　思えば、このイケブの街では、いろんなことがあった。

			　まず何といっても、セイジとの再会。

			　きっと私とセイジの間には、何かしらの運命が定められているのだろう。

			　そして、オークとの戦い。

			　私は、オークの卑怯なワナによって捕まってしまった。

			　夜の予行演習でセイジにあんなことをされてしまう妄想……じゃなくて想定は、いろいろシていたが……。初めてを、オークなどに奪われるなんて、絶対にダメだ！

			　私はオークに運ばれながら、一心に聖霊様に祈りを捧げた。その祈りが聖霊様に届いたのだろう。なんと、セイジが助けに来てくれた。

			　まあ、私は気を失っていて覚えていないのだが……。

			　きっと私のピンチを聞いたセイジが、危険をかえりみず果敢にオークと戦ってくれたのだろう。……愛の力は偉大だ、人を強くする。

			　ゴブリンプリンスとの戦いの時の私も、そうだった。

			　セイジが横にいるというだけで、なぜか敵の攻撃がゆっくりに見えたくらいだ。

			　あれもきっと愛のなせるわざなのだろう。

			　ゴブリンプリンスといえども、私たちの愛の力にはかなうべくもなかった。

			　愛の力により成長した私によって、奴は討伐された。

			　そのあと、なぜか平民たちに慕われてしまった。

			　べ、別に、平民のために戦ったのではないのだが……勘違いとはいえ、あのように慕われるのも、ちょっといい気分だったな。

			　

			　あれから数日がたった。

			　夜の予行演習中にセイジが現れた時はかなり焦ってしまったが、セイジとの共同作業で作った魔石はとても美しくて、見ているだけで心が満たされていくのを感じる。

			　今、戦争はどうなったのだろう？

			　お父様もいるから大丈夫だと思うが……もしかして、魔王と戦ったりしているのだろうか？

			　しかしセイジは、ここに帰ってくると私に約束してくれた。

			　戦争が終われば、セイジは真っ先に私に会いに来てくれるだろう。

			　私はこのイケブを守りながら、セイジが帰ってくるのを待つ。

			　いつまでも、いつまでも……。
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